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◆はじめに 

キャリアデザイン学部からあなたへ 
 

 皆さんが生きる時代は、前の世代がたどってきた状況とは大きく異なるものになるでしょう。安定した確

実性の高い社会から、不安定で先を見通しにくい社会になると考えられています。安定は心地よい面もあり

ますが、新しい発見や発明、発想は、今を変えたいという挑戦的な姿勢から生まれます。不安定な時代にお

びえるのではなく、いつでも新しいことにチャレンジできる時代と前向きに受けとめて、大学での学びにつ

なげてください。 

 私たちの学部は、2003年に設置されました。学部が目指す「人材」は、自分自身のキャリア（生き方）を

自律的・主体的にデザインできると同時に、いろいろな場面で他者のキャリア形成を支援する力を身につけ

ている人間です。また、そのような人材が求められるようになった社会の構造を理解し、さまざまな課題に

積極的に取り組んでいく意思も培ってほしいと願っています。現在、そしてこれからの時代において、社会

のなかで自分の立ち位置を確認しつつ、その一員としての役割をしっかりと担うことができる人づくりを目

指しています。 

 本学部では、これからの社会で求められる知識や能力を皆さんが効果的に修得できるように、授業カリキ

ュラムを継続的に見直しながら改善を進めてきました。カリキュラムの効果を高めるには、いうまでもなく、

皆さん自身が意識して、自ら「学ぶ」という姿勢が不可欠です。以下に、学部での学びのポイントを2つ挙げ

ておきます。 

 

①社会を理解する 

 キャリアデザインとは、「選択の連鎖」であるといえるでしょう。私たちは日々、さまざまな選択の場面に

遭遇し、そのときどきに、自分にとって最適と思われる道を選びます。ただし、知らないことは選ぶことが

できないし、そもそも選択肢に加えることすらできません。例えば、就職活動で業界や企業を選ぼうとして

も、知らない業界や企業を選ぶことはできないでしょう。社会の仕組みを知り、自らを社会とつなげていく

ことで、「選択」に自信をもつことができるはずです。ですから、自分の周囲の社会に関心をもち、気になる

ことがあれば本や新聞で調べる、切り取ってノートに貼りつける、メモをとる、といった作業を続けてくだ

さい。社会に対するあなたの関心や問題意識が見えるようになると、それが自分自身の研究テーマになり、

さらに深い学びへと発展していくでしょう。 

 

②自分を理解する 

ある選択肢が示されたとき、右と左のどちらに進むかという決定が「キャリア形成」の重要なポイントに

なります。選択にあたって拠り所となるのが、自分が大切にしているものは何か、自分は何ができるのか、

といったことです。不確実性が高まるこれからの時代、自分にとっての「軸」をもつことがいっそう大事に

なっていくでしょう。 

そこで、大学での学びを通して、自分を知ることを心がけてください。「強み」や「弱み」も含め、自己を

客観的にとらえることは、自分が社会に対してどのような貢献ができるのか、あるいはしたいのか、を考え

る上でも重要です。そのためには、他者に学ぶことも有効です。他者との関係のなかで自己を相対化するこ

とにより、自分をより深く理解することができたり、他者からのフィードバックによって知らない自分に気

づいたりすることもあるでしょう。本学部では体験型の授業を重視していますが、これは、多様な体験を通

して他者と関わることで自己を見つめ直す、あるいは他者を支援することの意義を理解する、といった効果

を期待しているからです。こうした機会を活用しながら、自分自身とじっくり向き合ってください。 

 

 大学での学びは、学生一人ひとりの主体的な姿勢が前提になります。学びたいという強い意欲があれば、

さまざまな資源や教材を存分に活用することができます。4年間の学びを意義あるものにして、是非、卒業ま

でにあなた自身のキャリアの拠り所を築いてください。 

2021年4月1日 

学部長  荒川裕子
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 この手引きは、キャリアデザイン学部で学ぶ皆さんがこれから勉学を進めていく上で必要な事柄をまとめたもの

です。この学部ではどのような科目を、どのようにして学ぶのか、履修・登録の手続きはどのようにするのかなど、

大学生活にとって重要な事項が記載されていますので、よく読んでおいてください。 

 また、この手引きには、授業や成績のことだけではなく、大学での生活のすべてについて記載されています。わ

からないことは目次を活用し、役立ててください。 

 

この「履修の手引き」の使いかた 
 

１．♦カリキュラム“教育課程について”および“単位制度と単位修得”を読むとともに、♦スケジュールを確認し、

大学での学びのシステムの基本を把握してください。 

２．学部のカリキュラムについて、卒業や進級に必要な単位や、それに関係する“きまり”を把握してください。 

３．カリキュラムの授業科目はどのようなものか、内容を確認してください。 

４．履修ガイダンスの内容、キャリアアドバイザー制度や履修相談会を活用し、Webシラバス（講義概要）を読ん

で履修計画を立ててください。 

５．授業科目の履修登録の方法にしたがって履修したい授業科目の登録を終了し、カリキュラム表や履修登録につ

いての項目を読んで登録内容を各自でチェックしてください。 

＊授業科目の履修のしかたでわからないことがある場合は、キャリアアドバイザーに相談してください。 

＊学生のみなさんへの連絡は、基本的にWeb掲示板で行います。必ず確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カリキュラムについて知る 

進級・卒業所要単位を確認する   

履修登録できる単位数を確認する 

カリキュラム構成図を確認する 

履修計画を立てる 

｢計画的な履修に向けて」（後掲ページ）を読み、キャリアアド

バイザーに相談する 

履修相談会を活用する 

Web シラバス（講義概要）で授業内容を確認する 

 

履修登録と登録内容の確認 

カリキュラム、履修登録についての項目を読み、自分の履修計画が正しく登録できるか確認する 

Web 履修登録ガイド（学部 Web 掲示板で確認）に沿って履修登録する 

授業科目の内訳や内容を見る 

ILAC（アイラック）科目／市ヶ谷基礎科目のカリキュラム表

の概要を把握する 

キャリアデザイン学部専門科目のカリキュラム表の概要を把

握する 

Web シラバス（講義概要）で授業内容を確認する 

授業の履修計画や相談、進路につ

いてわからないことは 

キャリアアドバイザー 

（キャリアアドバイザールームに

常駐）に相談する 

基本を理解する 

「教育課程について」「単位制度と単位修得」を

読む。学部のスケジュールを把握する 



 

 

3 

 

ポリシー 

学部・学科の理念、目的、教育目標 

 

 

【キャリアデザイン学部】 
 

(1) 学部等の使命・目的 

 キャリアデザイン学部は、「生涯学習社会におけるキャリアデザイン」の現状、歴史、理論および拡充の方策等

に関する教育・研究を行うことを目的とする日本で最初の学部として、2003年４月に発足した。 

 高度経済成長期を経て成熟仕会を迎えた現在の日本社会では、ひとり一人の個人に、個性的な人生と相互の支え

あいを主体的に行うこと＝キャリアデザインが求められている。このキャリアデザインは、ダイナミックに変動す

る社会における質の高い生活実現の一環であり、そこには、職業人としてのキャリア、家族の一員としてのキャリ

ア、コミュニティの一員としてのキャリア、学びや遊びの主体としてのキャリア、それらを統合したライフキャリ

ア等が含まれている。 

 キャリアデザインを適切に行うためには、生涯にわたる学習と再学習とそれを可能にする人的資源ネットワーク

や家族コミュニティ、学校、企業等の基本的諸組織の学習組織としての発展、法や制度等を含む生涯学習社会の拡

充が不可欠である。 

 こうした分野にかかわる研究は、従来、主に学校、コミュニティ、家庭にかかわるキャリア形成と生涯学習社会

を扱ってきた教育学、主に企業社会にかかわるキャリア形成と生涯学習社会を扱ってきた経営学、生活文化、コミ

ュニティにかかわるキャリア形成と生涯学習社会を扱ってきた文化人類学等に分かれていた。 

 キャリアデザイン学部は、これら３つの学問分野の協力によって、キャリアデザイン学を拡充することを、その

使命の一つとしている。 

 

(2) 教育目標 

 以上をふまえた教育によって、企業社会、コミュニティ、教育、学習施設、家庭、病院や矯正施設、教育文化産

業等において、生涯学習社会におけるキャリアデザインのサポートと研究を行うことができる人材を社会に送り出

すことが、キャリアデザイン学部の教育上の使命である。 

 その際に社会におけるさまざまキャリア形成と学習の経験をもち、キャリアアップ、キャリアチェンジに強い欲

求を持つ社会人の再教育を積極的に位置付けている。 

 上記の教育的使命を達成するために、①学生がすでに経験している生活や学習の蓄積を学生自身が把握し、自己

理解を深めること、②学生の見聞を拡大するために生涯学習社会におけるキャリアデザインにかかわるさまざまな

現場に出かけたり、その仕事に携わっている人々の話を聞くこと、③講義などにより、従来の学問蓄積を習得する

こと、④演習、卒業論文等により、学生による個性的なテーマ設定にもとづく研究を深めることという、カリキュ

ラム構成の基本的理念を設定している。 

 

(3) 当面の目標 

 卒業生と高校生や在学生との連携を深めながら、本学部が扱う広義のキャリア意識を高める教育を推進する。 
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◆スケジュール 

 

学年と学期 

学年は、春学期と秋学期の2期に分かれ、各期の授業期間を14週としています。春学期は学則により4月1日から9月15

日まで、秋学期は9月16日から3月31日と定められています。大学では、祝祭日であっても授業を実施する日があります。 

また、夏季・春季休業期間に特別授業期間を設けて授業を実施することもありますので、授業期間の詳細については、

学年暦や上記の学事予定表で確認してください。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 1 2 3 4 5 1 2 *3

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 *8 6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 *10

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 *15 13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 *22 20 21 22 23 24 25 *26 18 19 20
試
21

試
22

23
(予）

試
24

25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30
試
25

試
26

試
27

試
28

試
29

試
30

サ
31

30 31

・4月10日(土)創立記念日は5月1日(土)に振替 ・5月1日(土)は創立記念日の振替により休講 ・6/26(土) 5時限目以降補講 ・7/3・10（土）5時限目以降補講

・4月30日(金)は休講 ・5/8・15・22(土)5時限目以降補講 ・7/23（金）スポーツの日（予定）試験を実施しない

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

サ
1

サ
2

サ
3

サ
4

サ
5

サ
6

7 1 2 3 4 1 2 1 2 3 4 5 *6

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9
オ
10

オ
11

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 21
オ
12

オ
13

オ
14

オ
15

オ
16

17 18 10 11 12 13 14 15 *16 14 15 16 17 18 19 20

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 *23 21 22 23 24 25 26 27

29 30 31 26 27 28 29 30 24 25 26
*補
27

28 29 30 28 29 30

31

9/11(土）9月卒業学位交付式/秋学期入学式 ・10/16・23（土）5時限目以降補講 ・11/6（土）5時限目以降補講

・10/27（水）1〜2時限補講

・10/27（水）3時限目以降大学祭準備のため

　休講予定

・10/28（木）～10/31（日）大学祭実施予定

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8
ス
9

ス
10

ス
11

ス
12

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13
*補
14

15 13 14 15 16 17 18 19
ス
13

ス
14

ス
15

ス
16

ス
17

ス
18

ス
19

19
補
20

21 22 23 24 25 16 17
補
18

試
19

試
20

試
21

試
22

20 21 22 23 24 25 26
ス
20

ス
21

ス
22

23 24 25 26

26 27 28 29 30 31
試
23

試
24

試
25

試
26

試
27

試
28

試
29

27 28 27 28 29 30 31

試
30

試
31

・1/14(金)1～2時限補講、大学入学共通テスト 3/24（木）学位授与式

　準備のため3時限以降を休講

・1/15(土)は大学入学共通テスト実施のため

　休講

授業日

* 授業日（5時限目以降補講）

補講日

* 補 補講日（1〜2時限補講）

定期試験日

サマーセッション

オータムセッション

スプリングセッション

2021年度授業予定表

2021年10月 2021年11月

2021年12月 2022年1月 2022年2月 2022年3月

2021年4月 2021年5月 2021年6月 2021年7月

2021年8月 2021年9月

補

試

サ

オ

ス

4月中旬 WEB履修登録

9月上旬 春学期成績発表

9月下旬 WEB履修変更

3月上旬 秋学期成績/進級卒業発表

4月下旬 WEB履修変更



 

 

5 

 

◆カリキュラム（本項目は 2017 年度以降入学生向けです。2016 年度以前入学生は別ファイルを参照してください） 

教育課程について 

 キャリアデザイン学部の授業は「ＩＬＡＣ科目／市ヶ谷基礎科目」と「専門科目」で構成されており、これを４

年間に配当して授業を実施しています。また、教員免許や各種の資格取得を希望するみなさんのために、教職・資

格に関する科目が設置されています。 

 １年間の授業は約２８週で、春学期・秋学期の２セメスターに分けられています。学士の学位を得るためには、

４か年以上（最長８年）在学し所定の単位を修得しなければなりません。学士の学位取得に必要な単位数およびそ

の内容に関する規程はきわめて厳格なものであり、１単位の不足があっても学士の学位を得ることはできません。 

学生のみなさんが科目の履修をする際はこの「履修の手引き」をよく読み、誤りのないよう十分注意してくださ

い。 

 

単位制度と単位修得 

単位制度とは、授業科目を所定の時間学修し、それぞれの授業科目に付与されている単位を修得していくことで

す。単位の修得は、履修登録をした科目について、所定の授業を受けたうえで、平素の学習状況、筆記試験、レポ

ート、論文等による成績評価の結果、合格した場合に与えられます。修得した単位の合計数が一定の要件を満たし

た学生に対して卒業が認められます。 

大学設置基準には、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とする旨が

記載されています。各授業科目の単位数は、授業時間の他、授業時間外の自習（予習・復習）時間を持つことを前

提に定められています。 

 

本学における教育課程はすべて単位制度を採用しています。各授業科目の単位数は文部科学省の定める次の基準

に従っています。 

 (1) 講義及び演習については，１５時間から３０時間までの範囲で学部の定める授業時間をもって1単位とする。 

 (2) 実験，実習及び実技については，３０時間から４５時間までの範囲で学部の定める授業時間をもって1単位

とする。 

 上記の時間数には授業時間のほか、予習・復習および実習授業の準備などの時間を含んでいます。 

 単位は、履修科目を登録し授業を終了した科目について、平素の学習状況、出席状況、筆記試験やレポート・論

文提出による成績評価の結果、合格した場合に与えられます。 
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卒業所要単位～卒業するためには～ 

 卒業して学士（キャリアデザイン学）の学位を得るためには、在学年限内にＩＬＡＣ（アイラック）科目と専門

科目について下記の単位規定をすべて満たさなければなりません。 

 

卒業所要単位（2017年度以降入学者用） 

科 目 系 列 必 要 単 位 数 

Ｉ 
 

Ｌ 
 

Ａ 
 

Ｃ 

（ 

ア 

イ 

ラ 

ッ 

ク 

） 

科 

目 

１ 

０ 

０ 

番 

台 

基
盤
科
目 

0群 
必修 2単位 

（基礎ゼミ） 

16単位 
以上 

24単位 
以上 

36単位 
以上 

ＩＬＡＣ科目・ 
専門科目合計 

 
132単位以上 

選択  

1群 選択 
必修 4単位以上 

2群 選択 
必修 4単位以上 

3群 選択 
必修 4単位以上 

5群 
必修 2単位 

（スポーツ総合演習） 

選択 上限2単位 

外
国
語
科
目 

4群 

英語 必修 4単位以上 
8単位 
以上 

諸外国語*5 必修 4単位以上 

２ 

０ 

０ 

番 

台 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目 

0群 選択  

6単位 
以上 

6単位 
以上 

1群 選択 
必修 2単位以上 

2群 選択 
必修 2単位以上 

3群 選択 
必修 2単位以上 

4群 選択  

5群 選択  

外
国
語
科
目 

4群 
英語 

諸外国語 
 共通*6 

選択  

専
門
科
目  

学
部
専
門
科
目 

基幹科目 

必  修 
（キャリアデザイン学入門） 
（キャリア研究調査法入門） 

4単位 

20単位以上 
72単位 
以上 

選択必修 
（キャリア研究調査法） 2単位以上 

選択必修 
（入門系科目） 6単位以上*1 

選  択  

展開科目 
52単位以上 

（*1で選択した領域から、36単位以上含む） 
（体験型選択必修科目4単位(1ペア)以上含む） 

 演習科目*2 

 

 関連科目 

自
由
科
目*3 

他学部公開科目 
ERP科目*4 
ESOP科目*4 

グローバル・オープン科目 
インターン・ボランティア*4 
短期語学研修*4 

*1 基幹科目の入門系科目のうち、「発達・教育キャリア」「ビジネスキャリア」「ライフキャリア」から1つの領域

を選択し、その選択した領域で6単位を修得しなければなりません。 

*2 基幹科目（入門系科目）および展開科目で選択した領域と同じ領域を選択しなければなりません。 

*3 自由科目は卒業所要単位として16単位まで修得可能です。 

*4 グローバル教育センター設置科目です。必要手続きを経て単位認定を行います。 

*5 留学生は、日本語を履修する。 

*6 留学生は、英語（のみ）を履修する。 

 

注意 １．学部専門科目は、基幹科目、展開科目、演習科目、関連科目に大別され、科目群によっては必修科目や

選択必修科目があります。必修科目はすべて単位を修得しないと卒業の要件を満たしません。選択必修科目とは、

予め指定された科目群の中から所定の単位数以上の修得が条件とされている科目のことです。 
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２．ＩＬＡＣ科目と学部専門科目のそれぞれ最低必要単位数を合計すると108単位(＝36＋72）になります。 

卒業所要総単位数との差24単位（＝132－108）については、ＩＬＡＣ科目、専門科目（学部専門科目および自由科

目）のいずれから修得しても構いません。 

３．休学者の進級および卒業については別掲「市ヶ谷共通項目」の「学籍」のページを確認してください。 

４．３年次終了までに卒業所要単位を修得していても、４年次に４単位以上を修得しなければ卒業することはで

きません。（進級に関する規程参照） 

５．必要単位数欄が空欄になっている系列の科目は、仮に単位の修得がなくても他の系列の科目によって右側に

示されている必要単位数を修得していれば卒業の要件を満たせることを表しています。  

 

(※) 前ページの「卒業所要単位」の表は各「科目系列」ごとに科目を履修し合計して何単位取得すると卒業要件

を満たすかを示したものです。さらにそれらの科目のうちに４単位分の「体験型選択必修科目」を含んで履修し単

位を取得することも併せて卒業要件となっています。それらの科目は後述の「体験型選択必修科目」一覧表に示す

ものですが、春学期・秋学期とも表に示した科目をペアで、かつ「事前指導」や「Ⅰ」を先に履修し単位を修得し

た後「実習」や「Ⅱ」を履修しそれぞれ２単位、合計４単位取得することが卒業要件となります。これらのペア科

目は定員を定めています。年度末のガイダンスに出席し、履修希望申請書を必ず提出してください。これらのペア

科目は２年次から履修できます。できるだけ他の学部専門科目の履修に影響が少ない２年次に履修することを推奨

します。 

 

「体験型選択必修科目」一覧 

年次 
春学期＋秋学期 でペアとなる科目 定員 

（予定） 春学期科目名（各２単位） 秋学期科目名（各２単位） 

２年～ 

キャリアサポート事前指導 キャリアサポート実習 20×4クラス 

キャリア体験事前指導 キャリア体験学習 
25×4クラス 
30×1クラス 

キャリア体験事前指導（国際） キャリア体験学習（国際） 10×2クラス 

多文化教育Ⅰ 多文化教育Ⅱ 45 

メディアリテラシー実習Ⅰ メディアリテラシー実習Ⅱ 16 

地域学習支援Ⅰ 地域学習支援Ⅱ 35 
 

進級に関する規程 

 キャリアデザイン学部において進級するためには、各年次２セメスター在学し、各年次で下記の単位規定を満た

さなければなりません。１単位でも不足したり間違いがあったりすると、進級できないので注意してください。 

 

進級に関する規程（キャリアデザイン学部） 

第１条 第１年次から第２年次へ進級する者は、第１年次修了までに24単位以上修得していなければならない。 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は、第２年次修了までに次の各号に定める単位を修得しなければなら

ない。ただし、ＳＳＩ所属学生は第１号のみ適用する。 

 (1) 第２年次修了までに48単位以上 

 (2) 基幹科目の必修科目（キャリアデザイン学入門）（キャリア研究調査法入門） 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は、第３年次修了までに次の各号に定める単位を修得しなければならな

い。 

 (1) ※市ヶ谷基礎科目のうち４群及び５群の卒業所要単位 

 (2) 前号の単位を含め88単位以上 

第４条 ４年次においては、4単位以上を修得しなければならない。但し、法政大学学則第49条第４項に定める場合を除

く。 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

＊進級に関する修得単位数に教職・資格科目（卒業要件外科目）は含みません。 

※2017年度以降入学者は、「ＩＬＡＣ科目」として履修します。 
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＜参考＞ 

 法政大学学則第49条 

 第49条 ４ヵ年以上在学し、卒業所要単位を修得した者には、学士の学位を与え学位記を授与する。 

 ２ 前項の卒業の要件を充たした者の学位記授与は学年末に行う。但し、本人の申請により春学期末に行うこと

ができる。 

 ３ 前項の規定にかかわらず、秋学期に入学し、第１項の卒業の要件を充たした者の学位記授与は春学期末に行

う。但し、本人の申請により秋学期末に行うことができる。 

 ４ 第１項の規定にかかわらず、３ヵ年以上在学し、卒業所要単位を優秀な成績で修得した者は学士の学位を与

え、学位記を授与することができる。 

 ５ 前項の早期卒業に関する要件は別に定める。 

 ６ 前５項における卒業の確定日は、学年末は３月24日とし、春学期末は９月15日とする。 

  （以下、省略） 
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履修登録が可能な単位数について 

 履修登録には次のようなルールがあります。 

 履修登録を怠ったり履修エラーを未修正で放置したりすると授業・試験を受けても単位は修得できませんので、

注意してください。 

 

４年次においてセメスターを２期在籍した学生で、留年して２回目以降４年生になった場合に履修登録できる単

位数 

（１）未履修単位２４単位以内の場合：年間で計４４単位まで 

（２）未履修単位２５単位以上の場合：各セメスターおよび年間の履修制限単位数まで 

 

４年次においてセメスターを２期在籍した学生で、留年して２回目以降の4年生になった場合の学費および履修

できる単位は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ セメスター・年間の登録上限単位 

 各セメスターに履修登録できる単位数には上限があります。単位は週あたりの学習時間によって決められていま

す。それゆえ、一定の期間に無制限に単位修得できるわけではありません。 

キャリアデザイン学部では、各セメスターおよび年間（２つのセメスター）での履修登録において、科目の系列ご

とに登録単位の上限を設けています。 

 

２ 単位数上限について  

①ＩＬＡＣ科目と専門科目 

合計で、半期30単位・年間48単位を上限として、履修登録することができます。 

②教職・資格科目を履修する場合 

教職・資格科目のうち、教職資格課程表や資格課程開設科目表（それぞれ教職課程履修要綱や資格関係科目履修

要綱に掲載）上で、科目名に■が付いている科目は卒業所要単位とはなりません。 

それらを履修する場合、上記①と合わせて半期30単位・年間60単位を上限として履修登録できます。 

 

  

  

                                    

       未履修単位２４単位以内                     未履修単位２５単位以上 

  

  

  

  

  

学費：満額   

履修登録単位数上限：各セメスター３０単位まで   

留年し、２回目以上の４年生となったとき 
  

未履修単位２５単位以上の場合   

学費：満額   

履修登録単位数上限：１回目の４年生と同様 

 
（各セメスター３０単位、年間６０単位まで）   

未履修単位２４単位以内の場合 

 学費：授業料が半額 
  

  
履修登録単位数上限：年間で計４４単位まで 

  

4 年次に休学せず 春学期・秋学期とも在籍（1 回目） 
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社会人入学者（１年次入学者）の皆さんへ 

既修得単位の認定について 

 キャリアデザイン学部では、通学や学習時間に制約の多い社会人入学者（社会人特別入試で入学された方）に対

して、余裕を持って学習してもらうための措置として、既修得単位の認定制度を設けています。 

 本学部入学以前に大学・短期大学を卒業している場合、その在籍時に修得した授業科目が本学部で設置している

科目に相当すると認められた場合、その単位を本学部の卒業所要単位として最大30単位までの範囲で認定すること

があります。またその場合、本学部で履修できる単位数は、最大履修単位数192単位から認定された単位数を差し

引いた数となります。 

 なお、この単位認定制度は入学時に単位認定を希望した方のみ適用されます（追加認定は行いません）。また、

単位の認定は、教授会における審査により行いますので、修得された単位が全て認定される訳ではありません。 

 認定には手続きが必要ですので、入学後にWeb掲示板を確認してください。
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カリキュラム構成図 

キャリアデザイン学部 カリキュラム構成図(2017年度以降入学者用) 

 

  

キャリアデザイン学入門 発達・教育キャリア入門C（生涯学習入門Ⅰ） 労働法 ライフコース論

キャリア研究調査法入門 発達・教育キャリア入門D（生涯学習入門Ⅱ） ファシリテーション論 生活設計論Ⅰ（社会保障）

キャリア研究調査法（質的調査）（量的調査） ビジネスキャリア入門Ａ～Ｄ 若者の自立支援 生活設計論Ⅱ（生活設計）

発達・教育キャリア入門Ａ・Ｂ ライフキャリア入門Ａ～Ｄ 職業選択論Ⅰ キャリアモデル・ケーススタディ

キャリアサポート事前指導 キャリア体験事前指導 メディアリテラシー実習Ⅰ・Ⅱ

キャリアサポート実習 キャリア体験学習 地域学習支援Ⅰ・Ⅱ

多文化教育Ⅰ・Ⅱ キャリア体験事前指導（国際）

キャリア体験学習（国際）

キャリア研究調査実習A キャリア研究調査実習C キャリア研究調査実習E

キャリア研究調査実習B キャリア研究調査実習D キャリア研究調査実習F

外書講読A（発達・教育） 外書講読A（ビジネス） 外書講読A（ライフ）

外書講読B（発達・教育） 外書講読B（ビジネス） 外書講読B（ライフ）

生涯発達心理学Ⅰ・Ⅱ 職業選択論Ⅱ コミュニティ社会論Ⅰ・Ⅱ

臨床教育相談論Ⅰ・Ⅱ 人材育成論Ⅰ・Ⅱ 家族論

キャリアカウンセリングⅠ・Ⅱ 産業・組織心理学Ⅰ・Ⅱ 若者文化論

キャリアカウンセリングⅢ(ケーススタディ） キャリア開発論 世代間交流論

教育相談 リーダーシップ論 身体表現論

教育心理学 経営統計論A（心理データ） 地域文化論

アイデンティティ論

余暇集団論

学校論Ⅰ（キャリア形成） 企業会計論 ＮＰＯ論

学校論Ⅱ（キャリア形成） 経営統計論B（企業データ） 公共サービス論

学校論Ⅲ（キャリア教育） 経営組織論Ⅰ・Ⅱ アート・マネジメント論

 学校論Ⅳ（キャリア教育） 戦略経営論Ⅰ・Ⅱ 文化経営論

生涯学習論Ⅰ（生涯学習支援論Ⅰ） 経営分析論Ⅰ・Ⅱ メディア文化論

生涯学習論Ⅱ（生涯学習支援論Ⅱ） アントレプレナーシップ論Ⅰ・Ⅱ 文化マーケティング論

図書館情報学概論Ⅰ・Ⅱ ブランド創造論

メディア教育論Ⅰ・Ⅱ 産業文化論

教育マネジメントⅠ・Ⅱ ミュージアム概論

ミュージアム経営論

教育政策 職業キャリア論 多文化社会論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

現代教育思想 労働経済学 アジア社会論Ⅰ・Ⅱ

生涯学習論Ⅲ（成人教育論Ⅰ） シティズンシップ論 国際関係論Ⅰ・Ⅱ

生涯学習論Ⅳ（成人教育論Ⅱ） 生産システム論 国際地域研究Ⅰ・Ⅱ

学習の社会史Ａ・Ｂ 国際経営論

教育社会学Ⅰ・Ⅱ 日本経済論

教育経済学 産業論

広告ビジネス論

マーケティング論

流通・マーケティング戦略論

流通・サービスビジネス論

就業機会発見実務

総

合

演習（発達・教育、ビジネス、ライフ） 卒業論文（発達・教育、ビジネス、ライフ） キャリアデザイン学総合演習

国際コミュニケーション語学（英語Ⅰ～Ⅴ） 税務会計論Ⅰ・Ⅱ 社会貢献・課題解決教育 図書館サービス概論 ミュージアム教育論

スタディ・アブロードⅠ～Ⅳ 管理会計論Ⅰ・Ⅱ 教職入門 情報サービス演習 社会教育演習

就業機会とキャリア特講 原価計算論Ⅰ・Ⅱ 教育原理 図書館情報資源概論 現代生活・文化と社会教育Ⅰ・Ⅱ

地域活性論 経営分析Ⅰ・Ⅱ 教育の制度・経営 図書館情報資源特論

就業応用力養成Ⅰ・Ⅱ 異文化適応論 教育課程論 読書と豊かな人間性

財務会計論Ⅰ・Ⅱ 市民社会と政治 教育方法論 情報メディアの活用

監査論Ⅰ・Ⅱ 労働環境法 図書館演習 ミュージアム資料論

ILAC(アイラック）科目

基幹科目

展開科目

発達・教育キャリア ビジネスキャリア ライフキャリア

展

開

体

験

型

科

目

21ページ以降のＩＬＡＣ（アイラック）科目カリキュラム表を参照してください。

他学部公開科目　　ESOP科目　　ERP科目　　グローバル・オープン科目　　インターン・ボランティア　　短期語学研修

関連科目

演習科目

自由科目

就業機会とキャリア　　職業能力ベーシックスキルⅠ・Ⅱ
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◆科目（本項目は 2017 年度以降入学生向けです。2016 年度以前入学生は別ファイルを参照してください） 

ILAC 科目の紹介 

１． ILAC科目修得により目指すもの 

ILAC科目は、人文科学・社会科学・自然科学・情報科学・外国語・保健体育・キャリアデザインなどの各分野を

バランスよく学ぶことによって、社会や世界で活躍するために必要な、幅広い知識や柔軟な思考法、自主的に課題

を発見しそれを解決する力や文章作成能力、他者との円滑なコミュニケーション能力など、真の意味での「教養」

を身につけるために開設されています。基礎力を養成する基盤科目から、応用・発展的なリベラルアーツ科目、専

門性の高い総合科目など、段階に応じて多様で体系的な学修が可能となります。 

 

２． ILAC科目のカリキュラムについて 

各科目には次のような番号（ナンバリング）が付されています。これは「学修の段階や順序等を表し、教育課程

の体系性を明示するための仕組み」です。 

100番台には、基盤科目・外国語科目・選択基盤科目が設置されています。大学生としての基本的な学問への臨

み方、および各分野の知識・考え方を身につけ、大学４年間の学習の土台づくりを行うことを目的としています。 

200番台には、リベラルアーツ科目と外国語科目が設置されています。リベラルアーツ科目では、基盤科目の内

容をさらに発展、または専門的にした授業が開講されており、皆さんの興味に応じて、教養を深め、視野を広げる

ことができます。また、外国語科目では、1年次に履修した語学のスキルや教養としての外国語をさらに向上させ

ます。 

300番台には、総合科目・教養ゼミが設置されています。100番台・200番台の科目の学びをさらに発展させ、真

のリベラルアーツの修得を目的としています。少人数で開講される教養ゼミでは、教員や受講生との議論・学び合

いを行うことができるでしょう。 

移り変わりの激しい時代を生きる私たちには、学問の壁を越えて、柔軟な発想で知識・考え方を取り入れ、直面

する問題を打開し、自由な世界を切り開いていくことが必要です。リベラルアーツとは単に教養科目を意味するも

のではなく、自由な世界を切り開く知識・考え方、それを修得する力を示します。真のリベラルアーツを、ILAC科

目で修得していきましょう。 

※1 100番台・・・主として基礎的な内容の科目を意味しています。 

※2 200番台・・・主として応用的な内容の科目を意味しています。 

※3 300番台・・・主として発展的な内容の科目を意味しています。 

科目名称 基盤科目 外国語科目 選択基盤科目 リベラルアーツ科目 外国語科目 総合科目・教養ゼミ

概要

教養（リベラルアー

ツ）・専門学部の学

びの基盤となる、人

文科学・社会科学・

自然科学のそれぞれ

の学問分野における

基礎的な知識と基本

的な考え方、および

保健体育科目をバラ

ンス良く学びます。

大学の初年次生として必
要な基礎的な語学力を養
うと同時に、異文化や世
界の情勢への理解を深め
るため、英語をはじめ諸
外国語（ドイツ語・フランス
語・ロシア語・中国語・ス
ペイン語・朝鮮語・日本
語）をバランス良く学びま
す。

既存の学問分野にとら
われない汎用性のある
知識や技能を身に付け
るため、基礎ゼミや情報
処理、就業力育成な
ど、初年次に修得する
べき科目を学びます。法
政学では法政大学の歴
史や現状について学び
ます。

基盤科目で修得した基礎
的な知識の上に、さらに深
い教養を身につけます。各
学問分野をより高度に、バ
ランス良く修得するととも
に、専門科目の枠組みに縛
られず、体系的・学際的に
学びます。

学生の選択に基づく、より高
度な語学力や異文化理解力
の向上を目指し、現代のグ
ローバル社会に通用する国
際感覚を養います。英語・ド
イツ語・フランス語・ロシア語
中国語・スペイン語・朝鮮語・
日本語の全てが開講されて
います。

リベラルアーツ科目と連動し
た発展的な学びから、単独で
完結する学びまで、多様な科
目を配置し、真のリベラル
アーツの修得を目指します。
教養ゼミではゼミナール形式
で、学部専門科目とは異なる
高度な学びを実現します。

300番台 ※3

（2年次以上）

English3Ⅰ/Ⅱ

ビジネス・イングリッシュⅠ/Ⅱ

○○語3Ⅰ/Ⅱ

○○語4Ⅰ/Ⅱ
中国語コミュニケーション基礎Ⅰ/

Ⅱ等

美術論A/B

人間行動学A/B

相対性理論と宇宙A/B

教養ゼミ（各教養ゼミごとに
テーマあり）　など

4群

・必修外国語
・選択必修外国語
（英語か諸外国語）
・選択外国語

科目

基礎ゼミ
情報処理演習Ⅰ
キャリアデザイン入門
法政学への招待　等

日本古典文学A/B

社会学Ⅰ/

入門生物学A/B  等

English1Ⅰ/Ⅱ

English2Ⅰ/Ⅱ

○○語1Ⅰ/Ⅱ

○○語2Ⅰ/Ⅱ

日本史LⅠ/LⅡ

地理学LA/LB

フランスの文化と社会LA/LB

健康の科学LA/LB　等

分野 1・2・3・5群の科目
4群（英語、諸外国

語）の必修科目
0群の科目 0～5群の科目 0～5群の科目

年次
100番台 ※1

（1年次以上）

200番台 ※2

（1・2年次以上）
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３． ILAC科目100番台～300番台／０群～５群の履修について 

ＩＬＡＣ（アイラック）科目は半期（春学期・秋学期）ごとに授業を完結するセメスター制を採用しており、科

目名の後に「Ⅰ/Ⅱ」、「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」と表記します。成績評価は半期ごとに出され、単位を修得していきま

す。科目名称によって、以下のような特徴があります。履修計画の参考としてください。 

 

（１）「Ⅰ/Ⅱ」とは、連続履修することで、より理解が深まるとされる科目を示しています。ⅡについてはⅠを履

修していることが前提となっている科目もあるので、履修登録前に、必ずＷＥＢシラバスで確認してください。特

に外国語科目（必修および選択科目）は、原則としてⅠ/Ⅱを連続履修することが前提とされていますので、注意が

必要です。 

（２）「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」とは、「Ⅰ/Ⅱ」のように履修の順次性を問わない科目を示しています。例えば、「○○

学Ａ」と「○○学Ｂ」では、「○○学Ｂ」は必ずしも「○○学Ａ」の履修を前提としていません。「○○学Ａ」と「○

○学Ｂ」とで、異なる分野の学習を通じて、相互の理解を深めることができます。 

（３）リベラルアーツ科目は、科目名の後に「L」が付きます（例：□□学LⅠ/LⅡ、△△論LA/LB/LC/LD 等）。

これは、基盤科目との違いを明示するものです。リベラルアーツ科目には、基盤科目を履修していることが前提に

なっている科目もあります（例：倫理学LⅠは、倫理学Ｉの内容をさらに発展させて学ぶ）。履修登録前に、WEBシ

ラバスで必ず確認し、計画的な学習を心掛けてください。 

（４）単位を修得した同名科目を再度履修することはできません。ただし、ⅠとⅡ、AとB、ＡとＬＡ等は異なる科

目です。例えば、○○学Ａと○○学ＬＡであれば、どちらも履修することができます。また、総合科目でテーマ別

に複数開設している「教養ゼミⅠ/Ⅱ」についても、科目名は共通のため、在学中に一度しか履修できません。科目

名称のルールを理解し、計画的に履修してください。なお、以降の説明では、特別な場合を除き「Ⅰ」「Ⅱ」（また

は「Ⅲ」「Ⅳ」）等の記述を省きます。 

 

市ヶ谷リベラルアーツセンターでは、カリキュラム・マップおよびカリキュラム・ツリーを作成しています。以

下から確認することができますので、履修の際には、本冊子、WEBシラバスとあわせて、ぜひ参考にしてください。 

 

カリキュラム・マップ ILAC科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目と学習到

達目標の相関関係を表で示したもの 

 

カリキュラム・ツリー 学習目標を達成するために、ILAC科目／市ヶ谷

基礎科目・総合科目がどの分野、年次に配当され

ているかなどを図で示したもの 

URL： http://www.hoseikyoiku.jp/ilac/index.html 

  

４． 各分野の概要について 

 

（１） ILAC科目０群（導入・入門系科目）  

ILAC科目０群を開設する目的は、ILAC科目の１群から５群までの科目の履修を容易にするため、それらの導入

部を学び、基本的な知識を備えるためです。 

・「大学を知ろう ＜法政学＞への招待」（2018年度まで「法政学への招待」）、「法政学の探究」は法政大学の歴史

と現状を知ることで、本学で学ぶことの意義を考え、より深い理解を得るための科目です。 

・「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン応用」は、「大学生が『就業力』を身につけるために、授業で何をど

のように学ぶべきか」を目的に編成された科目です。卒業後に働くことを考えたとき何を大学時代に学んでおけば

いいのか、深く考える仕組みを授業に取り入れています。 

 

（２） ILAC科目１群（人文科学分野）  

１群の科目は、文化全般をその研究対象とし、さらに、文化を創り出す人間とは何か、という研究課題をもって

います。そのため、研究対象と講義内容は、多岐にわたります。 

http://www.hoseikyoiku.jp/ilac/index.html
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基本となるのは、「文学」「歴史」「哲学」の３分野といえます。文学では、日本の古典・近現代文学を始め、中国

古典文学や西欧文学の講義を開講しています。哲学や歴史についても同様に、日本・東洋・西洋それぞれの専門の

教員による講義が設置されており、さらに論理学・倫理学・言語学・文章論・宗教学・芸術なども含むさまざまな

分野の教員による講座を開講しています。 

以上の科目は「人文科学」と呼ばれ、古来教養の根幹をなす学問分野です。これらの科目を受講することを通し

て、幅広い知見を身につけるとともに、過去を学ぶことによって現在を考察し、さらには未来を展望する能力をつ

けることが狙いとなります。 

 

（３） ILAC科目２群（社会科学分野）  

２群の開講科目は、「法学」「政治学」「経済学」「社会学」「心理学」「地理学」「文化人類学」「社会思想」の８分

野です。 

これらの科目は、いずれも、人間社会のさまざまな側面を、それぞれ独自の視角や方法によって分析・検討する

ものです。各科目では、それぞれの分野の基本的な知識や視点を学ぶことで、人間社会のさまざまな現象を理解す

るための基礎的な教養と知見を身につけます。それと同時に、特にリベラルアーツ科目を通じてそれぞれの分野が

築き上げてきた理論や手法を学ぶことで、専門的・発展的な問いを考えていくための思考力・洞察力を養います。 

学生のみなさんには、それぞれの科目を通じて、自分がそのなかの一員である社会について理解を深めて、人間

社会のさまざまな現象や問題について考える基礎としてほしいと思います。 

 

（４） ILAC科目３群（自然科学分野）  

３群は、さまざまな自然科学の授業によって構成されています。 

基盤科目では、自然科学の学習に必要な基礎的知識を習得します。リベラルアーツ科目では、さまざまなテーマ

を発展的に学習します。さらに、専門科目である総合科目や教養ゼミを通して、それらのテーマをより深く探求で

きるようなカリキュラム構成となっています。 

 基盤科目は、「教養数学」「基礎数学」「入門物理学」「入門化学」「入門生物学」「天文学」「科学史」および「サイ

エンス・ラボ」からなる選択必修科目です。いずれも、文科系の初学者にもわかりやすく学ぶことができるよう工

夫されています。 

リベラルアーツ科目は、「数学特講」「発展数学」「教養物理学」「教養化学」および「教養生物学」からなる選択

必修科目です。各自の興味に合わせて発展的な学習を行ってください。 

なお、基礎数学および発展数学は順次性のある科目です。Ⅰ→Ⅱの順に履修することが望まれます。 

３群の履修を通して、学生の皆さんが自然科学そのものに興味を持つだけでなく、自然科学を通したものの見方

を習得し、各自の専門分野における学習・研究に役立てることが期待されています。  

 

（５） ILAC科目４群（外国語科目）  

必修外国語は卒業所要単位です。選択科目の外国語関係科目も、修得すれば卒業所要単位に含めることができ、

なるべくあわせて履修することが望まれます。また、他学部公開科目にある総合科目の中にはさまざまな外国語関

係科目があり、履修・修得すれば、専門科目としての単位になります。なお、他に、専門科目の関連科目群に含ま

れる選択科目の国際コミュニケーション語学があります。４群の科目ではありませんが、４群の選択科目の外国語

関係科目と、体系的な履修ができるようになっています。 

 

ａ．英語 

 ILAC科目の「英語」では、高校までに身につけた運用能力をさらに伸ばすとともに、世界の多様な文化に対する

理解を深め、批判的思考能力を涵養します。 

 

ｂ．諸外国語 

「諸外国語」は、それぞれの言語を学びながら、その言語が用いられている地域の歴史・文化・生活に接し、理解

を深めることを目的に開講されています。 

 外国語科目は、必修諸外国語（１・２年次）、選択必修外国語（２年次以上）、選択外国語（２年次以上）、さらに
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リベラルアーツ科目と総合科目から構成されています。必修諸外国語では、大学で新しく出会う外 

 ＜各外国語科目の授業内容等について＞ 

各外国語科目（英語および諸外国語）の授業の目的や目標、各年次で履修する授業内容、履修パターンなどにつ

いて、市ヶ谷リベラルアーツセンターWeb掲示板（https://hosei-keiji.jp/ilac/gaikokugo2021/）にて紹介していま

す。また、英語については、選択科目、総合科目、グローバル・オープン科目のレベルも掲載していますので、必

ず確認してください。 

 

「諸外国語」は、それぞれの言語を学びながら、その言語が用いられている地域の歴史・文化・生活に接し、理

解を深めることを目的に開講されています。 

外国語科目は、必修諸外国語（人間環境学部は1・2年次、キャリアデザイン学部は１年次）と選択外国語、さら

にリベラルアーツ科目と総合科目から構成されています。 

必修諸外国語では、大学で新しく出会う外国語の基礎を１年次に学び、その基礎力を用いて２年次にさらなる学習

を続けます。 

選択外国語には、表現や視聴覚といったコミュニケーション能力を訓練する科目や、時事問題や語学能力検定と

いった実践的な語学運用能力を身につける科目など、言語ごとにバラエティ豊かな科目が設置され、語学力の修得

とともに生きた外国語の世界に触れることができます。 

 リベラルアーツ科目には、１年次から履修できる「〇〇語の世界L」という入門のための科目があります。２年

次から履修できる「〇〇の文化と社会L」では、その言語が話される地域の文化や生活をより広く深く学ぶことが

できます（「フランスの文化と社会L」のみ1年次から履修できます）。 

総合科目では、それまでに学習した外国語の能力を十分に生かしつつ、より高度で専門的な内容を学んでいきま

す。さらにもうひとつの外国語の世界に触れてみたい学生のために「第三外国語としての〇〇語」という科目もあ

ります。 

 このように、法政大学では、とても多彩な外国語の世界がみなさんを待っています。 

なお、選択外国語科目のテキストは、担当教員より受講が許可されてから購入してください。 

（※）総合科目…人間環境学部・キャリアデザイン学部生は、2年次以上で他学部公開科目として履修します。公

開科目のうち、人間環境学部・キャリアデザイン学部生のみ履修可能な科目もあります。積極的に履修してくださ

い。詳しくは、WEBシラバスを確認してください。 

 

 

（６） ILAC科目５群（保健体育分野）  

 スポーツ総合演習は、すべて週に１回、半期の科目であり、①「クラス指定」の科目と②「自由に選択履修」で

きる科目の二つの形式で開講されています。 

①は必修科目で、原則学部・学科・所属クラスを単位として構成され、指定された学期・曜日・時限の科目のみ

履修することができます。②は選択科目で、いずれの科目も履修に際しての制限はありませんが、履修希望者が履

修可能定員を超えた科目については事前のガイダンスにおいて抽選で履修可能者を決定します。卒業のためには、

上記のいずれかの形式で２単位を取得することが必須となりますが、５群の単位としては①、②の授業を各1回、

計4単位を上限として履修・取得することが認められています。 

この科目は、数種目のスポーツ・身体活動を教材とした演習や講義等で構成され、授業中の活動に対する参画状

況や授業態度等に加え、試験やレポート等の評価を総合的に判定して単位を授与することになります。 

スポーツ総合演習の詳細については、学部ガイダンスの際に説明します。また、２年次以降にも５群の科目を履修

することができます。詳細は学部ガイダンスや履修の手引きを参照してください。

https://hosei-keiji.jp/ilac/gaikokugo2021/
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ILAC 科目の履修上の注意 

１． 共通事項 

（１）ＩＬＡＣ科目/市ヶ谷基礎科目の再履修について（概要） 

以下は、ILAC科目/市ヶ谷基礎科目の再履修に関する概要です。詳細は、市ヶ谷リベラルアーツセンターWeb掲

示板「ILAC科目/市ヶ谷基礎科目の「再履修」について」（https://hosei-keiji.jp/ilac/sairishu2021/）を確認して

ください。 

０～３群 

【 選 択 / 選択 必

修】 

「ILAC／市ヶ谷基礎科目・総合科目時間割表」の中から、不足する単位を満たすよう履修

してください。必ずしも修得できなかった科目（DまたはE評価の科目）を履修する必要

はありません。 

４群【必修】 

（外国語科目） 

外国語科目の再履修方法については、市ヶ谷リベラルアーツセンターWEB掲示板「４群

（外国語）科目 再履修ガイド」（https://hosei-keiji.jp/ilac/sairishu2021/）を確認して

ください。所属学部学科・入学年度によって再履修方法が異なります。対象の再履修ガイ

ドを確認してください。 

５群【必修】 

（体育科目） 

再履修クラスを履修します。希望者は事前に受講希望を申請する必要があります。申請期

間や申請方法等の詳細は、市ヶ谷リベラルアーツセンターWeb掲示板「5群（体育）科目

の履修について」（https://hosei-keiji.jp/ilac/taiiku2021/）で案内しますので、必ず確認

してください。 

 

（２）受講者数に定員のある科目について 

 春学期１回目の授業に出席し、担当教員の受講許可を得てください。選抜を行う場合、方法は教員が指示します。

許可された学生のみ履修登録できます。詳細は、市ヶ谷リベラルアーツセンターWeb掲示板「ILAC/市ヶ谷基礎科

目・総合科目の抽選・選抜結果について」（https://hosei-keiji.jp/ilac/senbatukekka2021/）で確認してください。 

※春学期のみ、秋学期のみ履修を希望する場合も、必ず春学期の１回目の授業で教員にその旨を申し出て、受講の

許可を受けてください。 

 

２． 0群（導入・入門系科目）の履修について 

（１）「基礎ゼミ」は、受講学部・学科を優先するものがあるので、時間割やシラバスに注意してください。 

（２）「大学を知ろう ＜法政学＞への招待」は、2018年度までに「法政学への招待」の単位を修得済みの場合は

履修できません。 

（３）「キャリアデザイン入門」は、1年次のみ履修可能です。 

（４）「キャリアデザイン応用」は、2017年度までに「就業基礎力養成Ⅰ」の単位を修得した方は履修できません。 

 2017年度までに 

就業基礎力養成Ⅰの 

単位を修得済み 

2017年度までに 

就業基礎力養成Ⅱの 

単位を修得済み 

2017年度までに 

キャリアデザイン演習の 

単位を修得済み 

キャリアデザイン応

用 
×履修できません ○履修できます ○履修できます 

 

３． 1群（人文科学分野）・2群（社会科学分野）・3群（自然科学分野）の履修について 

（１）１年次生が履修する場合は、学部・学科・クラス等の指定があります。２～４年次生は学部・学科・クラス

の指定はありません。「ILAC/市ヶ谷基礎科目時間割」（https://hosei-keiji.jp/ilac/timeschedulematome2021/）を

確認し、履修してください。 

（２）「教養数学Ａ・Ｂ」は1年次生以上が履修可能です。「基礎数学Ⅰ・Ⅱ」は2年次生以上が履修可能です。 

（３）「サイエンス・ラボＡ」「サイエンス・ラボＢ」は実験授業のため定員制です。そのため、履修登録前に仮登

録が必要です。仮登録の詳細については、市ヶ谷リベラルアーツセンター Web掲示板（ https://hosei-

keiji.jp/ilac/risyuu2021/）を参照してください。 

https://hosei-keiji.jp/ilac/sairishu2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/sairishu2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/taiiku2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/senbatukekka2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/timeschedulematome2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/risyuu2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/risyuu2021/
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（４）大人数授業の抽選について 【注意：履修登録期間前に情報システムで抽選を実施】 

 1～3群のうち、一部の大人数授業は、履修登録期間前に情報システム上で抽選を実施し、履修者を決定します。

履修を希望する場合は、対象授業や申請方法等の手続きの詳細について「大人数授業抽選ガイド」（https://hosei-

keiji.jp/ilac/rishuguide2021/）を必ず確認してください。 

 

４． 4群（外国語科目）の履修について 【2017年度以降入学生】 

(1) 必修外国語科目（４群必修科目） 

「英語」と、諸外国語の「ドイツ語」、「フランス語」、「ロシア語」、「中国語」、「スペイン語」、「朝鮮語」、「日本

語」（留学生のみ）のうちから一つの合計２言語を学びます。１年次に、英語（４単位）と英語以外の諸外国語（４

単位）の計８単位を履修します。 

 

必修外国語はクラス指定があります。それぞれ指定されたクラスで履修してください。 

英語は、習熟度別クラス編成を行っています。１年次にELPA英語プレイスメントテストαが２回（入学前・１

月）行われ、入学前に実施するELPA英語プレイスメントテストαのスコアでみなさんの必修英語のクラスを決定

します。必ず受験してください。 

４群（外国語）の必修単位は８単位です。１年次で２言語をそれぞれ週２回・年間８単位修得します。ただし、

ＳＳＩ生は英語４単位以上が必修です。 

ＳＳＩ生は指定されたクラスで「英語1-I・II」、「英語2-I・II」を履修するか、ＳＳＩ生用の授業「入門英語（Ｓ

ＳＩ）I/II」を履修するか、いずれの方法でも単位修得は可能です。ただし、教員免許を取得する場合には、「英語

1-I/II」、「英語2-I/II」を２単位以上修得する必要があります。 

３年次までに８単位以上（ＳＳＩ生は英語４単位以上）を修得しなければなりませんが、できるだけ２年次まで

に履修を終えるようにしてください。 

入学時に選択した諸外国語は、原則、途中から他の外国語に変更することはできません。 

この内容に問い合わせがある場合は、キャリアデザイン学部窓口に確認してください。 

 

科目 科目名 必修単位 

SSI・留学生

以外の学生 

英語 
英語1-I/II 

4単位以上 
３年次までに 

８単位以上修得 

英語2-I/II 

諸外国語 
○○語1-I/II 

4単位以上 
○○語2-I/II 

SSI生 

英語 

右記より４単位以上選択 

・教員免許を取得する場合は、

（英語1・2-Ｉ/Ⅱ）を2単位以上

修得することが必要 

・入門英語（SSI）は連続・重複

履修可 

英語1-I/II 

4単位以上 
３年次までに 

４単位以上修得 

英語2-I/II 

入門英語（SSI）I/II 

留学生 

英語 
英語1-I/II 

4単位以上 
３年次までに 

８単位以上修得 

英語2-I/II 

日本語 
日本語1-I/II 

4単位以上 
日本語2-I/II 

 

(2) 外国語選択科目（４群選択外国語） 

必修外国語以外に、次の外国語選択科目があります。いずれも、４群選択外国語科目に集計されます。また、英

語の選択科目は必修英語科目に充当することができます。 

 

https://hosei-keiji.jp/ilac/rishuguide2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/rishuguide2021/
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 英語の選択科目 

英語の４群選択科目には次の科目があります。 

Practical English（オーラル・コミュニケーション）A－Ⅰ／Ⅱ、Practical English（オーラル・コミュニケーシ

ョン）B－Ⅰ／Ⅱ、Practical English（ビジネス・コミュニケーション）A－Ⅰ／Ⅱ、Practical English（ビジネス・

コミュニケーション）B－Ⅰ／Ⅱ、Practical English（英語検定試験対策）A－Ⅰ／Ⅱ、Practical English（英語検

定試験対策）B－Ⅰ／Ⅱ、English for Study AbroadⅠ、English for Study AbroadⅡ 

いずれも定員は約25名で、履修年次は１～４年次です。Aは初級、Bは中級です。English for Study AbroadⅠ／

Ⅱを除き、Ⅰは春学期、Ⅱは秋学期に開講されます。English for Study AbroadⅠ／Ⅱは外国に留学する場合の科

目で、Ⅰ／Ⅱとも春学期に開講されます。 

キャリアデザイン学部の留学制度（Study Abroad）については♦留学 65ページ参照してください。 

 

諸外国語の選択科目 

 英語以外の外国語についても、必修外国語の他にさらに諸外国語を学びたい学生のために選択外国語があります。

選択外国語は、それぞれの言語を学びながら、諸外国の歴史・文化・生活に接し、理解を深めることを目的に開講 

されています。ロシア語以外の外国語には、クラス授業以外に履修できる選択科目があります。「ドイツ語」には、

「コミュニケーション」「表現法」「視聴覚」「時事ドイツ語」「検定ドイツ語」などがあります。「フランス語」に

は、「コミュニケーション（初級）」「視聴覚（入門）」「視聴覚（初・中級）」「時事フランス語」「検定フランス語（初

級）」などがあります。「中国語」には、「コミュニケーション基礎」「コミュニケーション初級」「作文初級」「視聴

覚初級」「資格中国語初級」などがあります。「スペイン語」には、「コミュニケーション」「現代のスペイン語」な

どがあります。「朝鮮語」には、「3Ｃ（コミュニケーション）」「4Ｂ（視聴覚）」「5Ａ（講読）」「5Ｂ（表現法）」な

どがあります。入学時に希望した諸外国語の選択科目のみ履修が可能です。留学生は日本語の選択科目のみ履修可

能です。 

なお、選択科目のテキストは、担当教員より受講が許可されてから購入してください。 

 

ａ．春学期、秋学期を合わせて通年で履修（同一科目のⅠとⅡを連続して履修）することが原則となります。Ⅱ（秋

学期）のみを履修する授業であっても、そのⅡに対応するⅠの科目の４月の春学期１回目の授業に出席し、受講許

可を得て、９月に履修登録を行ってください。受講許可を得る時には、必ず同一科目をⅠ･Ⅱ（春学期＋秋学期）と

も履修するのか、それともⅠ（春学期）あるいはⅡ（秋学期）のみ履修するのかを、４月の春学期１回目の授業に

出席し、担当教員に申し出てください。 

 

ｂ．各科目（秋学期科目含む）とも、必ず４月の春学期１回目の授業に出席し、担当教員から受講許可を得てくだ

さい。選抜を行う場合もあります。受講が許可された場合のみ履修登録が可能です。選抜を行った場合、学習支援

システムの各授業ページにて担当教員より発表します。 

 

※ 選 抜 方 法 等 の 詳 細 に つ い て は 、 市 ヶ 谷 リ ベ ラ ル ア ー ツ セ ン タ ー Web 掲 示 板 （ https://hosei-

keiji.jp/ilac/senbatukekka2021/）で確認してください。 

 

(3) 国際コミュニケーション語学（専門科目） 

ILAC科目外国語科目の他に、英語について、専門科目の関連科目である国際コミュニケーション語学があります。 

国際コミュニケーション語学の英語は、国際コミュニケーション語学・英語Ⅰ／Ⅱ（中級オーラル）、国際コミュ

ニケーション語学・英語Ⅲ／Ⅳ（中級～上級オーラル）、国際コミュニケーション語学・英語Ⅴ（中級ライティン

グ）があります。いずれも定員は約25名です。なお2017年度以降入学者は、ＩＬＡＣ科目100番台の外国語科目英

語（必修）に充当することはできません。（教員免許を取得する場合は英語1-Ⅰ・Ⅱ／2-I・Ⅱから2単位以上修得す

ることが必要です。） 

国際コミュニケーション語学は、ＩＬＡＣ科目ではありませんが、ＩＬＡＣ科目の必修外国語、4群選択外国語

科目と併せて履修するようにして下さい。 

なお外国語科目については、1年生向けの履修ガイダンスで詳しく説明します。 

https://hosei-keiji.jp/ilac/senbatukekka2021/
https://hosei-keiji.jp/ilac/senbatukekka2021/
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５． ５群（体育科目）の履修について 

（１）科目名・履修年次・単位 

 

（２）内容 

体育についての演習（講義および実技） 

 

（３）授業形態・実施場所・期間 

 

 

 

 

 

（４）保健体育ガイダンス（保健体育時間割の説明・受講授業の決定・仮登録） 

  保健体育ガイダンスについては、市ヶ谷リベラルアーツセンターWeb掲示板「5群（体育）科目の履修につい

て」（ https://hosei-keiji.jp/ilac/taiiku2021/）にて案内しますので、確認してください。 

特に、必修科目の再履修や選択科目の履修を検討している学生は、履修登録の前に別途事前申請による授業参加

許可を得る必要があるため、必ず上記ページを確認の上、所定の期間に手続きをしてください。 

 

（５）履修登録 

 ａ．新入生の必修科目 

   Webの申請画面に事前登録されるので各自でWeb履修登録を完了してください。 

 ｂ．選択科目の履修 

 ｃ．必修科目の再履修 

   クラス人数に限界があるため、履修登録（Web）の前に別途事前申請の上、授業参加許可を得る必要があり

ます。市ヶ谷リベラルアーツセンターWeb掲示板で授業参加の可否をを発表しますので、そちらを確認の上、各自

でWeb履修登録を完了してください。 

 

（６）健康診断 

  大学実施の健康診断を必ず受けてください。 

 

（７）体育会活動による単位習得 

授業の受講に代えて、体育会（準加盟部は除く）の活動により、５群科目の単位を修得することができます。希

望者は、学部によって登録方法などが異なるので、各学部の履修要項や案内等をよく確認し、所定の手続きに従い

申請してください。ただし、この制度を実施していない学部もあるので注意してください。 

・体育会活動による単位の修得は体育会での１年間の活動で２単位です。 

・在学中に体育会活動によって修得できる単位の上限は２単位です。 

 

必修/選択 科目名（系列） 履修年次 単位 備考 

必修科目 スポーツ総合演習 
原則として 

1年次に履修 
２単位 ３年次修了までに必ず修得する必要があります。 

選択科目 

スポーツ総合演習Ｓ 

＜2017年度以降入学生＞ 

 

スポーツ総合演習 

＜2016年度以前入学生＞ 

1～4年次 ２単位 

必修ではありません。２単位まで履修できます。 

修得した単位はILAC科目/基礎科目の単位として

卒業所要単位に計上されます。 

授業形態 授業期間 種目 場所 

通常授業  春学期または秋学期 複数の種目の複合 
①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂校舎体育館 

https://hosei-keiji.jp/ilac/taiiku2021/
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（８）体育科目に関する連絡 

 体育科目に関わる連絡は、法政ポータルサイト（Hoppii）からアクセスするWeb掲示板、市ヶ谷総合体育館1F掲

示板で行います。 

 

（９）心身の状態についての相談 

体育の授業を履修するにあたり、心身の状態について心配があり、相談したいという場合は、保健体育センター

もしくは障がい学生支援室に問い合わせてください。 

【問い合わせ先】 保健体育センター市ケ谷体育課：電話 03－3264－9498  

              障がい学生支援室：電話 03－3264－6718 
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ILAC（アイラック）科目一覧 ★2017 年度以降入学生用★ 

 

群 必修選択 授　業　科　目 単位 年次 備考

必修 　基礎ゼミ 2 1

　リベラルアーツ特別講座 2 1～4

　課題解決型フィールドワーク 1または2 1～4

　情報処理演習 2 1～4 2020年度より春学期のみ開講

　キャリアデザイン入門 2 1

　キャリアデザイン応用 2 1～4 （注１）参照

　大学を知ろう　＜法政学＞への招待 2 1～4 （注２）参照　

　法政学の探究LA 2 1～4

　法政学の探究LB 2 1～4

　リベラルアーツ特別実習 2 1～4 2021年度新規開講

　日本古典文学A/B 各2 1～4

　日本近・現代文学A/B 各2 1～4

　日本文学A/B 各2 1～4

　外国文学A/B 各2 1～4

　文章論 2 1～4 定員制

　言語学A/B 各2 1～4 定員制

　哲学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　倫理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　論理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　東洋史Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　西洋史Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　日本史Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　宗教論Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　芸術A/B 各2 1～4

　日本文学と文化LA/LB 各2 1～4

　日本文学と文化LC/LD 各2 1～4

　日本文学と文化LE/LF 各2 1～4 2021年度休講

　日本文学と文化LG/LH 各2 1～4

　外国文学と文化LA/LB 各2 1～4

　外国文学と文化LC/LD 各2 1～4

　外国文学と文化LE/LF 各2 1～4

　文学と社会LA/LB 各2 1～4

　文学と社会LC/LD 各2 1～4

　文学と社会LE/LF 各2 1～4

　音声学L 2 1～4 定員制

　哲学LⅠ/LⅡ 各2 1～4

　倫理学LⅠ/LⅡ 各2 1～4

　論理学LⅠ/LⅡ 各2 1～4

　東洋史LⅠ/LⅡ 各2 1～4

　西洋史LA/LB 各2 1～4

　日本史LⅠ/LⅡ 各2 1～4

　宗教論LⅠ/LⅡ 各2 1～4

　法学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　法学(日本国憲法) 2 1～4

　経済学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　心理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　地理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　政治学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　社会学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　文化人類学 2 1～4

　社会思想Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4

　経済学LA/LB 各2 1～4

　心理学LA/LB 各2 1～4

　地理学LA/LB 各2 1～4

　地理学LC/LD 各2 1～4

　政治学LA/LB 各2 1～4

　社会学LA/LB 各2 2～4

　社会学LC/LD 各2 1～4

　文化人類学L 2 1～4

　社会思想LA/LB 各2 2～4

　教養数学A/B 各2 1～4

　基礎数学Ⅰ/Ⅱ 各2 2～4

　入門物理学A/B 各2 1～4

　入門生物学A/B 各2 1～4

　入門化学A/B 各2 1～4

　サイエンス・ラボA/B 各2 1～4 定員制

　天文学A/B 各2 1～4

　科学史A/B 各2 1～4

　数学特講LA/LB 各２ 1～4

　発展数学LⅠ/LⅡ 各２ 2～4

　教養物理学LA/LB 各２ 2～4

　教養生物学LA/LB 各２ 1～4

　教養生物学LC/LD 各２ 1～4

　教養生物学LE/LF 各２ 1～4

　教養化学LA 2 1～4

　教養化学LB 2 1～4

　教養化学LC 2 1～4 2021年度新規開講

　教養化学LD 2 1～4 2021年度新規開講

　教養化学LE 2 1～4 2021年度新規開講

科目配置

基盤
選択

2群

基盤 選択必修

リベラル 選択必修

1群

基盤 選択必修

リベラル 選択必修

3群

基盤 選択必修

リベラル 選択必修

選択リベラル

0群
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　ドイツの文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員：30名

　ドイツ語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：60名

　フランスの文化と社会LA/LB 各2 1～4 定員：30名

　フランス語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：40名

　フランス生活文化論LA/LB 各2 1～4 定員：40名

　ロシアの文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員制

　ロシア語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：60名

　中国の文化と社会LA、LC/LB、LD 各2 2～4 定員：60名　LC、LDは2021年度休講

　中国語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：60名

　スペイン語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：40名

　朝鮮の文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員：30名

　日本の文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員：30名

　日本語の世界LA/LB 各2 2～4 定員：30名

  英語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

  英語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

  Practical English（オーラル・コミュニケーション）A-Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：25名

　Practical English（オーラル・コミュニケーション）B-Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：25名

　Practical English（ビジネス・コミュニケーション）A-Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：25名

　Practical English（ビジネス・コミュニケーション）B-Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：25名

　Practical English（英語検定試験対策）A-Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：25名

  Practical English（英語検定試験対策）B-Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：25名

  English for Study AbroadⅠ/Ⅱ 各1 1～4 定員：25名

  入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 SSI生のみ履修可、定員：48名

　ドイツ語１-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：20名

  入門ドイツ語(SSI)Ⅰ/Ⅱ 各1 1～3 SSI生のみ履修可、定員：30名

　検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名

  ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ 各1 2～4 定員：20名

  ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名

  時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名

  フランス語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　フランス語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　フランス語視聴覚(入門)Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：30名／2021年度休講

　フランス語視聴覚(初･中級)Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名／2021年度休講

　フランス語コミュニケーション(初級)Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：30名

　時事フランス語Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：30名

　検定フランス語(初級)Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：30名／2021年度休講

　情報フランス語Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：30名／2021年度休講

　ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　中国語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　中国語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　中国語視聴覚初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：35名

　中国語作文初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：15名

　中国語コミュニケーション基礎Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：20名／2021年度休講

　中国語コミュニケーション初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：20名

　資格中国語初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：40名

　スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　現代のスペイン語Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名／（注３）参照

　スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ 各1 3～4 定員：30名

　朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　朝鮮語3C-Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名

　朝鮮語4B-Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名

　朝鮮語5A-Ⅰ/Ⅱ 各1 3～4 定員：30名

　朝鮮語5B-Ⅰ/Ⅱ 各1 3～4 定員：30名

　日本語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

　日本語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1

必修 　スポーツ総合演習 2 1

選択 　スポーツ総合演習S 2 1～4

選択 　健康の科学LA/LB 各2 1～4 定員制

科目配置の「基盤」は基盤科目を、「リベラル」はリベラルアーツ科目を指します。

2017年度をもって、「キャリアデザイン演習」、「就業基礎力養成Ⅰ／II」は閉講しました。

（注1）2017年度以前に「就業基礎力養成Ⅰ」を修得済みの場合は、「キャリアデザイン応用」を履修できません。

（注2）2019年度より「法政学への招待」は、「大学を知ろう　＜法政学＞への招待」へ科目名称が変更となりました。

　　　　2018年度以前に「法政大学への招待」を修得済みの場合は、「大学を知ろう　＜法政学＞への招待」を履修できません。

（注3）2021年度より「時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ」は、「現代のスペイン語Ⅰ/Ⅱ」へ科目名称が変更となりました。

　　　　2020年度以前に「時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ」を修得済みの場合は、「現代のスペイン語Ⅰ/Ⅱ」を履修できません。

ド
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ツ

語

必修

選択

必修

選択

英

語

ス

ペ

イ

ン

語

必修

選択

フ

ラ

ン

ス

語

必修

選択

ロ

シ

ア

語

必修

中

国

語

必修

選択

留学生のみ

5群
基盤

リベラル

朝

鮮

語

必修

選択

日

本

語

必修

４群

リベラル 選択

外

国

語

科

目
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専門科目の紹介及び履修上の注意 

専門科目の履修 
 

 キャリアデザイン学部では、人が生涯にわたってたどる人生の軌跡の総体を「キャリア」として捉え、自己のキ

ャリアを自律的・主体的にデザインするとともに、他者のキャリア形成を支援する能力を身につけていきます。そ

こで、とくにキャリアの設計・再設計をめぐる調査・研究を進めることができる知識・能力の養成を重視し、講義

型科目および体験型科目双方を車の両輪としたカリキュラムを用意しています。こうしたカリキュラムを系統的に

履修・学習することによって、自ら社会に働きかけていくことができる人材の育成を目指しているのです。 

 本学部では、キャリア形成の代表的な場として、(1)発達・教育キャリア領域（教育組織や人の発達など生涯学習

社会におけるキャリア形成）、(2)ビジネスキャリア領域（人材育成や組織マネジメントなど産業社会におけるキャ

リア形成）および(3)ライフキャリア領域（家族や地域コミュニティなど生活に密接した場におけるキャリア形成）

という三つの領域を設けています。専門性の高いキャリアデザイン研究を行うためには、基盤となる知識群につい

て広く学際的に学んだ上で、一定の領域に絞って、専門的な知識群を深く学んでいく必要があります。このため、

本学部のカリキュラムでは、基盤となる知識群を履修・学習した上で、上記(1)～(3)のいずれかの領域を選択し、

当該領域を重点的に学ぶことによって高度な専門性をもった知識を身に付けるように体系づけられています。 

 科目履修の設計に際しては、卒業後の進路を念頭に置くとともに、学部教育を通じてどのような力をつけたいか

を考え、履修計画を立ててください。そのために確認したいことや質問したいことがあれば、キャリアアドバイザ

ーや基礎ゼミの担当教員等に相談して下さい。 

 本学部のカリキュラムの全体像については、下記の「カリキュラムの全体図」をご覧ください。 

 

 

 

4年秋学期 学生研究発表会
演習科目 専門演習（ゼミ　2年秋学期～）　・卒業論文（4年）　　　　キャリアデザイン学総合演習（3～4年）

2年秋学期～
教育と社会(マクロ） 産業社会（マクロ） 多文化・グローバル社会（マクロ）
　現代教育思想 　労働経済学 　多文化社会論Ⅰ～Ⅲ ペア科目　
　教育社会学Ⅰ・Ⅱ 　職業キャリア論 　国際関係論Ⅰ・Ⅱ 　キャリアサポート実習

　　　　　　　　　　　　　　など　 など　 　国際地域研究Ⅰ・Ⅱ　 　キャリア体験学習
など　 　キャリア体験学習（国際）

学校教育と地域学習（メゾ） 集団・組織（メゾ） 文化マネジメント（メゾ） 　多文化教育Ⅰ・Ⅱ
　学校論Ⅰ～Ⅳ 　戦略経営論Ⅰ・Ⅱ 　アート・マネジメント論 　メディアリテラシー実習Ⅰ・Ⅱ
　生涯学習論Ⅰ・Ⅱ 　経営組織論Ⅰ・Ⅱ 　ミュージアム概論

など　 　経営分析論Ⅰ・Ⅱ など　
など　

発達と学習（ミクロ） 個人・人間（ミクロ） 自己・他者・関係（ミクロ）
　キャリアカウンセリングⅠ～Ⅲ 　産業・組織心理学Ⅰ・Ⅱ 　アイデンティティ論
　生涯発達心理学Ⅰ・Ⅱ 　人材育成論Ⅰ・Ⅱ 　家族論 就業機会とキャリア

など　 　リーダーシップ論 　コミュニティ社会論Ⅰ・Ⅱ 職業能力ベーシックスキルⅠ・Ⅱ
など　 など　

外書講読（2クラス） 外書講読（2クラス） 外書講読（2クラス）

発達・教育キャリア領域 ビジネスキャリア領域 ライフキャリア領域
キャリアデザイン学入門　（2単位　必修）
キャリア研究調査法入門　（2単位　必修）、キャリア研究調査法　（2単位選択必修）　：①質的調査　②量的調査
入門系科目　（全24単位中、各自が選択した領域から6単位選択必修）　
　　　　　　　　　発達・教育キャリア入門A～D／ビジネスキャリア入門A～D／ライフキャリア入門A～D
共通基幹科目　キャリアモデル・ケーススタディ　労働法など

ILAC(アイラック科

目）

※36単位以上

基礎ゼミ（必修）　　情報処理演習　　必修外国語　　等

　◆教職・資格課程科目　（教職・図書館司書・博物館学芸員・社会教育主事）の一部

　◆国際コミュニケーション語学

　◆経営学部主催科目　　◆国際文化学部主催科目　◆人間環境学部主催科目

自由科目

※演習全10単位・卒論4単位

体験型選

択必修科

目

2年春学期

～

総合科目

2年春学期

～

　他学部公開科目　　　ERP科目　　　ESOP科目　　　グローバル・オープン科目　　　インターン・ボランティア　　　短期語学研修

展開科目

（プログラム科目）

2年春学期～

※52単位以上

（選択した領域で36

単位以上）

　地域学習支援Ⅰ・Ⅱ（学部認定資格）

関連科目

基幹科目

1年～

※20単位以上
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１ 科目の構成 

 上記の「カリキュラムの全体図」に沿って、具体的にカリキュラムの内容について説明していきます。 

 キャリアデザイン学部の科目は、領域とグレードという二種類の軸に従って配置されています。まず、領域とは、

(1)発達・教育キャリア領域、(2)ビジネスキャリア領域、および(3)ライフキャリア領域、という三領域です（前頁

全体図の横軸）。 

 (1)発達・教育キャリア領域では、人間発達、学校教育および学習社会における基本的な概念や理論を理解すると

同時に、多様な現場実習によって、臨床的・実践的な基礎能力とスキルの向上を目標としています。(2)ビジネスキ

ャリア領域では、働くこと、すなわちワークキャリアについて理解を深め、自らの働き方だけでなく働く場のあり

方について、自ら研究を深めていくことを目標とします。(3)ライフキャリア領域では、私たちの生活に密着する家

族やコミュニティについて理解を深め、社会の「仕組み」を読み解く視点を育てることを目標としています。この

他、三領域に含まれない科目群として「関連科目」があります。これはキャリアに関連した教職や資格等に結びつ

いた科目や生涯学習に必要なスキル（技能）を養成する科目が配置されています。 

 続いて、グレードは、基礎から応用までの相対的な位置を示します（上記全体図の縦軸）。基礎から応用に向か

って、①基幹科目、②展開科目および③演習科目があり、これらの科目とは別に④体験系科目があります。以下、

各グレード・領域別に、履修上、留意すべき点について説明します。 

 

２ 基幹科目 

 基幹科目は、本学部における学習目標を実現するため、基礎的・基盤的知識の修得を目指します。 

 まず、「基礎ゼミ」「キャリア研究調査法入門」「キャリア研究調査法」および「キャリアデザイン学入門」の四科

目は必修科目です。これらのうち、「基礎ゼミ」と「キャリア研究調査法」は、少人数のゼミ形式で行われ、大学に

おける学習の基礎的スキルや、キャリア研究調査の方法論をさまざまな演習をまじえて丁寧に学ぶ場です。 

 入門系科目は、(1)発達・教育キャリア領域、(2)ビジネスキャリア領域、(3)ライフキャリア領域に応じて配置し

てあります。上述のとおり、上級学年に至ると、(1)～(3)のいずれかの領域を重点的に学びますが、その基盤とな

る知識を修得する科目です。したがって、入門系科目の履修は、上級学年時に、重点的に学びたい領域を想定して

行ってください。 

 共通基幹科目は、(1)～(3)の領域において共通に必要とされるものです。 

 

３ 展開科目 

 展開科目では、上記基幹科目の知識の上に、各自、三領域のうちのいずれかに重点を置き、専門的な知識を修得

していきます。以下では、各領域別に、科目構成の特徴を説明します。 

 

(1) 発達・教育キャリア領域 

 発達・教育領域は、(a)教育と社会、(b)学校教育と地域学習、(c)発達と学習に分けられます。(a)教育と社会はマ

クロ的な視点、(b)学校教育と地域学習はメゾ的な視点、(c)発達と学習はミクロ的な視点、に基づく科目を配置し

ています。 

 (a) 教育と社会には、「教育経済学」、「教育社会学Ⅰ・Ⅱ」、「学習の社会史A・B」などの科目があります。私た

ちは真空の世界に生きているわけではありません。社会とのかかわりの中で生きています。これらの科目では、教

育や学習における歴史・制度・文化などの影響や諸外国との比較などを扱います。 

 (b) 学校教育と地域学習には、「学校論Ⅰ～Ⅳ」、「教育マネジメントI・Ⅱ」などの科目があります。学校や地域、

家族といった単位が対象です。個人の発達や教育を考えるうえで、学校や地域、家族に注目することは重要なテー

マとなります。 

 (c) 発達と学習には、「教育心理学」、「キャリアカウンセリングⅠ～Ⅲ」などの科目があります。「発達」、「学習」、

「パーソナリティ」といった事柄に関する知識やアプローチの方法について、科学的に理解していきます。 
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(2) ビジネスキャリア領域 

 ビジネスキャリア領域の科目は、(a)産業社会、(b)集団・組織および(c)個人・人間に分けられます。(a)産業社会

はマクロ的な視点、(b)集団・組織はメゾ的な視点、(c)個人・人間はミクロ的な視点、に基づく科目を配置してい

ます。 

 (a) 産業社会には、「労働経済学」、「職業キャリア論」などの科目があります。社会全体、市場および産業といっ

た単位が対象です。労働市場における需要と供給の関係をはじめ、ワークキャリアを取り巻く社会経済関係にマク

ロ的にアプローチします。 

 (b) 集団・組織には、「戦略経営論Ⅰ・Ⅱ」、「経営組織論Ⅰ・Ⅱ」、「経営分析論Ⅰ・Ⅱ」などの科目があります。

ワークキャリアを形成する場、すなわち企業という単位が対象です。企業はどのような仕組みや論理に基づいて経

営されているかなど、ワークキャリアを形成する場である企業の経営について多角的に理解します。 

 (c) 個人・人間には、「産業・組織心理学Ⅰ・Ⅱ」、「人材育成論Ⅰ・Ⅱ」、「リーダーシップ論」などの科目があり

ます。個人あるいは人間といった単位が対象です。働く人の感情、考え、振る舞いや、人間関係に焦点をあてます。

ワークキャリアを形成する個人あるいは人間という単位にミクロ的にアプローチします。 

(3) ライフキャリア領域 

 ライフキャリア領域の科目は、(a)多文化・グローバル社会、(b)文化マネジメントおよび(c)自己・他者・関係に

分けられます。(a)多文化・グローバル社会はマクロ的な視点、(b)文化マネジメントはメゾ的な視点、(c)自己・他

者・関係はミクロ的な視点、にそれぞれ基づく科目を配置しています。 

 (a) 多文化・グローバル社会には、「多文化社会論Ⅰ～Ⅲ」、「国際関係論Ⅰ・Ⅱ」、「国際地域研究Ⅰ・Ⅱ」などが

あります。より広い範囲で、自己のキャリアと社会がつながりうることを知り、国際交流や文化比較なども視野に

入れて学んでいきます。 

 (b) 文化マネジメントには、「アート・マネジメント論」、「ミュージアム概論」などの科目があります。文化やア

ートなどを通して、人びとや地域社会がいかにつながっていくのか、人びとの生活やまちづくりにおいて、文化活

動の意味や位置づけはどういったものか、などをテーマとします。 

 (c) 自己・他者・関係には、「アイデンティティ論」、「家族論」、「コミュニティ社会論Ⅰ・Ⅱ」などの科目があり

ます。自己が他者や社会とつながることについて、身近なコミュニティや家族の関係などを通して、キャリア形成

や自己理解を視野に入れつつ学びます。 

 

４ 演習科目 

 １年次春学期には、本学部で学ぶための基礎的な能力（アカデミック・スキルの基礎）を修得するための少人数

授業として「基礎ゼミ」を設置しています。この授業は、20名程度の人数で、各クラス共通した内容で行います。 

 １年次秋学期に「キャリア研究調査法入門」、２年次春学期に「キャリア研究調査法（質的調査）」、「キャリア研

究調査法（量的調査）」を設置しています。これらは自らデータを収集して分析する能力を養うことを目的として

おり、２年次秋学期からの「演習」への橋渡しをする必修科目です。「キャリア研究調査法（質的調査）」と「キャ

リア研究調査法（量的調査）」は、２年次春学期にいずれかを履修することが必須ですが、その後もう一方を履修

することも可能であり、推奨します。 

 さらに、「キャリア研究調査実習」を、3領域ごとに開設しています。本科目は、具体的な調査の主題をあらかじ

め設定し、上記の「キャリア研究調査法」で修得した方法を実際に使用し、自分で使えるレベルにまで調査能力を

高めることを目的としています。自分の関心の強いテーマ、あるいは、「演習」のテーマに近いクラスを選択する

ことにより調査能力のみならず、特定の専門分野への関心をも喚起するので、推奨します。 

 ２年次秋学期から４年次秋学期までの「演習」は、学生が自らの専門性向上のために主体的に学び合う、少人数

形式の授業です。担当教員により進め方は様々ですが、学生によるプレゼンテーションやディスカッションを中心

として行われ、教員は助言や支援、コーディネーションなどの役割を担うのが主たる形式です。 

１年次の「基礎ゼミ」とは異なり、授業内容は、各担当教員の専門分野に沿った、多様なものとなっています。

学生が、自分の関心のある専門領域に関する理解を深め、研究を行うことを目的としています。担当教員により異

なりますが、原則として、本学部での学びの集大成として、４年次には卒業研究として卒業論文の提出が求められ

ます。 
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 「演習」は、(1)発達・教育キャリア、(2)ビジネスキャリア、(3)ライフキャリアの三領域に担当教員が配分され、

学生自身が希望する担当教員1名を選んで応募する形をとっていますが、少人数形式という科目の特性上、応募者

が多い場合には教員による選考により履修者が決定されます。 

 また、３～４年次の科目として、これまでの学びの集大成として、(1)発達・教育キャリア、(2)ビジネスキャリ

ア、(3)ライフキャリアの三領域を横断してキャリアデザインを研究する「キャリアデザイン学総合演習」を配置し

ています。キャリアデザイン学総合演習の履修は必須ではありませんが、本学部で培った幅広い視野でキャリアデ

ザインを研究する総合性の高い科目として、意欲ある学生の履修を期待しています。 

演習  履修決定の手続きとスケジュール（予定） 

 履修決定は5月～7月にかけて行います。詳細なスケジュールは後日掲示でお知らせし

ます。 

 

５ 体験型選択必修科目 

 卒業要件には、卒業所用単位数を満たすだけではなく、それらの中に「体験型選択必修科目」が４単位以上含ま

れていることが謳われています。「体験型選択必修科目」は、ほぼすべての科目で教室を離れて人やコミュニティ

と直接かかわる活動を行います。「事前指導」や「Ⅰ」を先に履修し単位を取得した後、「実習」や「Ⅱ」を履修す

るもので、春学期と秋学期、ペアで履修することが必要です。また、教室外での実習を伴うため、授業に真摯に取

り組む態度が求められます。 

「体験型選択必修科目」には合わせて六つのペア科目があるので、前掲の「体験型選択必修科目」一覧表で確認

してください。以下では、体験型科目の三つについて紹介します。 

 

 ＜キャリアサポート事前指導・キャリアサポート実習＞ 

キャリアデザイン学部は自らのキャリアをデザインするとともに、人のキャリアデザインをサポートする能力を

養成することを目指しています。そのため、このペア科目では、学内外でさまざまなサポート活動を行いながら、

その活動を通じて学ぶという体験を中心にすえています。そのサポート活動を実際に行うのが「キャリアサポート

実習」ですが、そのための意識や知識、スキルなどをしっかりと身に付けるために事前に行うのが「キャリアサポ

ート事前指導」です。 

 「キャリアサポート事前指導」では、人の話を「聴く」ことからはじめ、他者との円滑なコミュニケーションの

方法を学びます。ディスカッションの進行役（ファシリテーター）を経験したり、他者のキャリア形成をサポート

するためのプログラムを実際に作成したりします。必要に応じて学期の途中で実習を行うことがあります。 

「キャリアサポート事前指導」での学びがあった上で、「キャリアサポート実習」では、実際にさまざまな現場

でサポート活動を行います。主に高校に出かけ、高校生たちとともにキャリア教育や進路相談をテーマにしたワー

クショップを行います。この活動体験の成果はレポートにまとめて提出し、指導教員やキャリアアドバイザーから

コメントをもらうほか、成果報告会で発表し、受講学生同士で互いにコメントするなどして振り返りを行います。 

 キャリアデザイン学部の専門科目には、活動しながら学ぶ授業が多く設けられています。それらに臨むためにも、

ぜひこの科目を通じて、必要な力をつけてください。 

  

 ＜キャリア体験事前指導・キャリア体験学習／キャリア体験事前指導（国際）・キャリア体験学習（国際）＞ 

 これら２つの体験学習ペア科目は、国内外の一般企業（多種多様な業種）、非営利団体（ＮＰＯ）、自治体その他

の公共機関や各種業界団体等のさまざまな職場において、一定期間に実際の業務を体験すること（インターンシッ

プ）、あるいはそういった機関で活動する人との課題解決学習や協働活動等を通じて、多様な文化や価値観に触れ、

仕事に対する感覚や理解を涵養し、自分自身のキャリアデザインの一助とすることを目的としています。 

 キャリア体験学習は、主に企業における就業体験をメインに行います。企業や団体の現場で実際に働く経験をす

るインターンシップ型とグループで企業の課題解決に取り組むプロジェクト型の授業があります。インターンシッ

プ型のＡコース（実習先を学部で用意する）とＢコース（実習先を履修生が自主開拓する）、プロジェクト型のＣ

コース（中小製造業との産学連携活動として実習する）の３つのコースがあります。 

キャリア体験学習（国際）では、ベトナム（ホーチミン）、台湾（台北）でのキャリア体験学習を実施します。訪

問する国の実情に合わせて、インターンシップだけではなく、文化体験や企業訪問、現地の大学生との協働活動な
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ど、多様なかたちでキャリア体験学習を実施します。 

 実習が中心となるのはもちろんですが、実習先の概要や仕事の中身などについて各自で調べ、学習することも不

可欠です。また実習の成果については、公開でプレゼンテーションを行ったり、報告書にまとめて公表したりしま

す。それぞれのクラスの特徴をよく理解したうえで応募してください。 

 

地域学習支援Ⅰ・Ⅱの履修と「地域学習支援士」の認定について 

（１）地域学習支援Ⅰ・Ⅱ 

 この科目は、現代の地域社会でニーズが高まっている地域学習支援の方法について学び、多様な職業分野で期待

されている学習支援者としての専門性を習得することを目的としています。具体的には、地域づくり学習、ユース

ワーク、多文化理解、コミュニティ・メディア、地域文化創造、フィールドミュージアムなどの学習活動分野のプ

ログラム編成、組織運営マネジメントなどについて理論面と実際面から学び、コーディネーターとして地域社会の

ネットワークの形成や地域活性化に寄与しうる力量を形成することをめざします。地域学習支援Ⅱでは、それぞれ

の分野ごとに専門の教員が指導をおこないます。 

 地域学習支援のマネジメントやコーディネーターの専門性は、国・自治体、公共機関の職員はもとより、地場産

業や観光・サービス関連産業の事業経営、一般企業の地域貢献、経済団体連合会や商工会議所などの地域振興事業、

自立支援・地域づくり・文化・環境分野などのＮＰＯ市民活動、グロ－バルな交流にとりくむ国際機関・ＮＧＯ活

動などにおいて幅広く求められています。地域学習支援に関わる専門性を身につけて多様な職業分野への就業力を

高めるとともに、ＮＰＯやボランティア活動などにも参加して、勤労者・市民として社会を担う実際的な知識や行

動力を培うことを目的とします。 

 この科目は学部認定資格「地域学習支援士」資格を取得する場合には必修です。もちろん、資格取得に関係なく、

体験型選択必修科目として履修することができます。 

 

（２）学部独自の認定資格「地域学習支援士」 

 別表に示すように、地域学習支援Ⅰ・Ⅱ合わせて４単位と選択必修科目8単位及び選択科目18単位の合計30単位

を履修した学生には、4年次の卒業単位認定の時期に、所定の申請手続きを経て、学部から「地域学習支援士」資

格取得の認定証が交付されます。この資格の取得を履歴書などに明記することができます。 

 本学部では教職・社会教育専門職などの国家資格を取得することができますが、地域学習支援士はこれらに加え、

より多様な職業分野における新たな現代的、社会的ニーズに対して、「学びを通じて人を支援する」専門性を身に

つけていることを学部として認定するものです。  
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別表  地域学習支援士資格認定科目 
 

  

共通必修科目 

（4単位） 

地域学習支援Ⅰ 

地域学習支援Ⅱ 

選択必修科目 

（8単位） 

生涯学習論Ⅲ・Ⅳ（成人教育論Ⅰ・Ⅱ） 

学校論Ⅲ（キャリア教育）・Ⅳ（キャリア教育） 

多文化教育Ⅰ・Ⅱ 

キャリアカウンセリングⅠ・Ⅱ 

メディア教育論Ⅰ・Ⅱ 

アート・マネジメント論 

文化経営論 

メデイアリテラシー実習Ⅰ・Ⅱ 

ミュージアム概論 

ミュージアム経営論 

選択科目 

（18単位） 

生涯学習論Ⅰ・Ⅱ 

ＮＰＯ論 

ミュージアム教育論 

メディア文化論 

多文化社会論Ⅲ 

情報メディアの活用 

ファシリテーション論 

図書館情報資源概論・図書館情報資源特論 

産業文化論 

文化マーケティング論 

家族論 

若者の自立支援 

世代間交流論 

職業選択論Ⅰ・Ⅱ 

アジア社会論Ⅰ・Ⅱ 

アントレプレナーシップ論Ⅰ・Ⅱ 

シティズンシップ論 
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6 「会計関連科目」履修上の注意 

    ― 会計プロフェッションを目指す人たちに ― 

 

 公認会計士、税理士及び国税専門官等、会計に関する高度な専門知識を核として、専門的キャリアを形成してい

くことができる職業があります。これらの職業は、「会計プロフェッション」と称され、とくに公認会計士及び税

理士は、司法試験と並ぶ、難関国家試験として知られており、当該資格取得を目指す人は、大学入学後、早い段階

から、受験勉強に取り組む必要があります。 

 本学部には、次の会計関連科目が設置されていますが、国家試験を目指す人たちにとっては決して十分ではあり

ません。 

 

● キャリアデザイン学部主催の会計関連科目 

 

企業会計論（簿記と会計Ⅰ） 主に２年生向け 

経営分析論Ⅰ・Ⅱ（会計とファイナンスⅠ・Ⅱ） ２年生以上向け 

 

 そこで、本学部のカリキュラムでは、主に国家試験志望者を支援するため、次の経営学部主催科目が履修できる

ようになっています。国家試験志望者以外でも、興味があれば受講可能ですが、次のようにこれらの履修には一定

の基礎知識が必要ですので、注意してください。 

 

● 経営学部主催の会計関連科目（選択科目） 

 

科目名 留意事項・内容 

財務会計論Ⅰ・Ⅱ ・財務会計及び企業開示の理論と制度 

監査論Ⅰ・Ⅱ ・「財務会計論Ⅰ・Ⅱ」を履修済、または同時履修することが望ましい 

・財務諸表監査の理論と制度 

税務会計論Ⅰ・Ⅱ ・「財務会計論Ⅰ・Ⅱ」を履修済、または同時履修することが望ましい 

・税務会計の理論と制度 

管理会計論Ⅰ・Ⅱ ・「原価計算論Ⅰ・Ⅱ」を履修済、または同時履修することが望ましい 

・管理会計の理論と方法 

原価計算論Ⅰ・Ⅱ ・原価計算の理論と方法 

経営分析Ⅰ・Ⅱ ・財務諸表分析を中心とする企業分析の理論と方法 

 ※ 上記全科目とも、履修以前に、「企業会計論（簿記と会計Ⅰ）」（キャリアデザイン学部主催科目）を履修済

か、あるいは日本商工会議所簿記検定3級以上の能力をもっている必要がある。 

 

 カリキュラム上、これらの科目群は「関連科目」として位置づけられ、正規の科目として単位認定されますが、

卒業必要単位数が、「ILAC科目／基礎科目」、「基幹科目」及び「展開科目」等に対して規定されていますので、経

営学部主催科目を多くとっても、事実上、その一部が卒業必要単位には算入されない結果になることに留意してお

いてください。この点について、詳しくは、この「履修の手引き」の「卒業所要単位」の項をお読みください。 

 なお、公認会計士及び税理士試験は、最も難関な国家試験の１つですから、大学の講義のみでは不十分というの

が実態であり、法政大学では、高度会計人育成センター（HAPP: Hosei Accounting Profession Program）が支援

に当たっています。受験希望者はまずは本センター主催の説明会に参加してください。また、大学院に進学すると、

一部科目が免除されるなど、いくつかの資格取得方法があります。当該資格取得に関するさまざまな疑問・相談は、

本学部教員の中野（Email: tnakano@hosei.ac.jp）まで問い合わせてください。  
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7 自由科目 

 「他学部公開科目」「ESOP科目」「ERP科目」「グローバル・オープン科目」「国際インターン・国際ボランティ

ア」「短期語学研修」が該当します。卒業までに合計16単位を上限として履修可能です。ただし受講資格と単位認

定は以下のとおりそれぞれ異なりますので、履修の際は十分注意してください。また、自由科目として修得した単

位はセメスター・年間の履修登録上限単位数の対象となります（但し、インターン・ボランティア、短期語学研修

は対象外）。 

  

（１）他学部公開科目 

 受講資格は2・3・4年次生に限られます。詳細は、Webシラバス（講義概要）を参照してください。 

 

（２）ESOP科目 

 全学年受講が可能です。本人申請により単位認定を行います。海外から受け入れた交換留学生用の、日本という

国に関わるテーマをとりあげた英語の講義・ゼミです。履修要綱は学部窓口にて配布します。開講科目など詳しく

はグローバル教育センター事務部国際交流課（E-mail：ic@hosei.ac.jp、電話番号：03-3264-9402）に問い合わせ

てください。 

  

（３）ERP科目 

 全学年受講が可能です。本人申請により単位認定を行います。 英語による少人数（10名～20名）・双方向授業

を授業形態として実施されている、英語4技能（listening、speaking、reading、writing）の養成とその統合を目的

とした授業です。卒業所要単位として単位修得することを希望する場合、履修登録時に指定すると自由科目として

履修できます。履修要綱はグローバル教育センターのホームページで確認してください。開講科目等、詳しくはグ

ローバル教育センター事務部グローバルラーニング課（E-mail：global@hosei.ac.jp、電話番号：03-3264-4088）

に問い合わせてください。 

 

（４）グローバル・オープン科目 

 全学年受講できます。法政大学が「世界のどこでも生き抜く力を身につけたグローバル社会のリーダー」を育成

するために全学で開講されている学部横断型の科目群です。詳細は、グローバル教育センターのホームページで確

認してください。 

 

（５）インターン・ボランティア 

 全学年受講が可能です。本人申請により単位認定を行います。 

 ローバル教育センターが主催している「国際インターンシップ」「国際ボランティア」プログラムです。実施さ

れるプログラムは実施期間により異なります。詳細はグローバル教育センターのホームページで確認してください。 

 

（６）短期語学研修 

 全学年受講が可能です。本人申請により単位認定を行います。 

 グローバル教育センターが主催している集中語学研修です。実施されるプログラムは実施期間により異なります。

詳細はグローバル教育センターのホームページで確認してください。 
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専科目一覧 

専門科目 カリキュラム表（2017年度以降入学者用） 

  

  

科目ナンバリング 科  目  名 領域 区分 受講学年 単位数 備    考
BSP100MA キャリアデザイン学入門 基幹必修 1～2年 2 2単位

BSP100MA キャリア研究調査法入門 基幹必修 1～2年 2 2単位

BSP200MA キャリア研究調査法(質的調査) 基幹スキル 2年～ 2

BSP200MA キャリア研究調査法(量的調査) 基幹スキル 2年～ 2

BSP100MA 発達・教育キャリア入門Ａ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA 発達・教育キャリア入門Ｂ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA 発達・教育キャリア入門Ｃ(生涯学習入門Ⅰ) 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA 発達・教育キャリア入門Ｄ(生涯学習入門Ⅱ) 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ビジネスキャリア入門Ａ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ビジネスキャリア入門Ｂ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ビジネスキャリア入門Ｃ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ビジネスキャリア入門Ｄ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ライフキャリア入門Ａ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ライフキャリア入門Ｂ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ライフキャリア入門Ｃ 基幹入門 1年～ 2

BSP100MA ライフキャリア入門Ｄ 基幹入門 1年～ 2

CAR100MA 労働法 基幹共通 1年～ 2

BSP100MA ファシリテーション論 基幹共通 1年～ 2

BSP100MA 若者の自立支援 基幹共通 1年～ 2

CAR100MA 職業選択論Ⅰ 基幹共通 1年～ 2

CAR100MA ライフコース論 基幹共通 1年～ 2

CAR100MA 生活設計論Ⅰ(社会保障) 基幹共通 1年～ 2

CAR100MA 生活設計論Ⅱ(生活設計) 基幹共通 1年～ 2

CAR100MA キャリアモデル・ケーススタディ 基幹共通 1年～ 2

BSP200MA キャリアサポート事前指導 ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA キャリアサポート実習 ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA 多文化教育Ⅰ ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA 多文化教育Ⅱ ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA キャリア体験事前指導 ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA キャリア体験学習 ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA キャリア体験事前指導(国際) ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA キャリア体験学習(国際) ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA メディアリテラシー実習Ⅰ ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA メディアリテラシー実習Ⅱ ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA 地域学習支援Ⅰ ★展開体験 2年～ 2

BSP200MA 地域学習支援Ⅱ ★展開体験 2年～ 2

EDU200MA キャリア研究調査実習Ａ 展開調査 2年～ 2 2021年度休講

EDU200MA キャリア研究調査実習Ｂ 展開調査 2年～ 2

EDU200MA 外書講読Ａ(発達・教育) 展開外書 2年～ 2

EDU200MA 外書講読Ｂ(発達・教育) 展開外書 2年～ 2

PSY200MA 生涯発達心理学Ⅰ 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA 生涯発達心理学Ⅱ 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA 臨床教育相談論Ⅰ 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA 臨床教育相談論Ⅱ 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA キャリアカウンセリングⅠ 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA キャリアカウンセリングⅡ 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA キャリアカウンセリングⅢ(ケーススタディ) 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA 教育相談 発達と学習 2年～ 2

PSY200MA 教育心理学 発達と学習 2年～ 2

EDU200MA 学校論Ⅰ(キャリア形成) 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA 学校論Ⅱ(キャリア形成) 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA 学校論Ⅲ(キャリア教育) 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA 学校論Ⅳ(キャリア教育) 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA 生涯学習論Ⅰ(生涯学習支援論Ⅰ) 学校教育と地域学習 2年～ 2 2020年度より科目名称変更

EDU200MA 生涯学習論Ⅱ(生涯学習支援論Ⅱ) 学校教育と地域学習 2年～ 2 旧科目名：生涯学習論Ⅰ/Ⅱ（現代社会と社会教育Ⅰ/Ⅱ）

FRI200MA 図書館情報学概論Ⅰ 学校教育と地域学習 2年～ 2

FRI200MA 図書館情報学概論Ⅱ 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA メディア教育論Ⅰ 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA メディア教育論Ⅱ 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA 教育マネジメントⅠ 学校教育と地域学習 2年～ 2

EDU200MA 教育マネジメントⅡ 学校教育と地域学習 2年～ 2

＊１　選択する領域は、＊３と同じ領域でなければなりません。

＊２　★印の科目は前半科目（Ⅰ、事前指導等）の単位を修得した場合、ペアとなる後半科目（Ⅱ、体験等）の履修登録が可能です。

＊３　選択する領域は、＊１と同じ領域でなければなりません。

ビジネスキャリア

選

択

必

修

選

択

選

択

必

修

選

択

必

修

履修するめには「キャリア研究調査

法入門」の単位を修得済であること

が必要

発達・教育キャリア

発達・教育キャリア

20

単

位

以

上

１

ペ

ア

４

単

位

以

上

*2

一

つ

の

領

域

か

ら

36

単

位

以

上

＊3

必要数

一

つ

の

領

域

か

ら

6

単

位

以

上

展

開

科

目

か

ら

52

単

位

以

上

基

幹

科

目

展

　

開

　

科

　

目

必修

選択

必修

基

幹

科

目

・

展

開

科

目

合

計

72

単

位

以

上

 「キャリア体験学習」と

 「キャリア体験学習（国際）」は

 同時に履修することができません

ライフキャリア

2単位以上
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科目ナンバリング 科  目  名 領域 区分 受講学年 単位数 備    考
EDU200MA 教育政策 教育と社会 2年～ 2

EDU200MA 現代教育思想 教育と社会 2年～ 2

EDU200MA 生涯学習論Ⅲ(成人教育論Ⅰ) 教育と社会 2年～ 2

EDU200MA 生涯学習論Ⅳ(成人教育論Ⅱ) 教育と社会 2年～ 2

HIS200MA 学習の社会史Ａ 発達・教育キャリア 教育と社会 2年～ 2

HIS200MA 学習の社会史Ｂ 教育と社会 2年～ 2

EDU200MA 教育社会学Ⅰ 教育と社会 2年～ 2

EDU200MA 教育社会学Ⅱ 教育と社会 2年～ 2

EDU200MA 教育経済学 教育と社会 2年～ 2

MAN200MA キャリア研究調査実習Ｃ 展開調査 2年～ 2

MAN200MA キャリア研究調査実習Ｄ 展開調査 2年～ 2

MAN200MA 外書講読Ａ(ビジネス) 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 外書講読Ｂ(ビジネス) 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 職業選択論Ⅱ 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 人材育成論Ⅰ 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 人材育成論Ⅱ 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 産業・組織心理学Ⅰ 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 産業・組織心理学Ⅱ 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA キャリア開発論 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA リーダーシップ論 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 経営統計論A(心理データ) 個人・人間 2年～ 2

MAN200MA 企業会計論 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 経営統計論B(企業データ) 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 経営組織論Ⅰ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 経営組織論Ⅱ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 戦略経営論Ⅰ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 戦略経営論Ⅱ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 経営分析論Ⅰ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 経営分析論Ⅱ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA アントレプレナーシップ論Ⅰ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA アントレプレナーシップ論Ⅱ 集団・組織 2年～ 2

MAN200MA 職業キャリア論 産業社会 2年～ 2

ECN200MA 労働経済学 産業社会 2年～ 2

MAN200MA シティズンシップ論 産業社会 2年～ 2

MAN200MA 生産システム論 産業社会 2年～ 2

MAN200MA 国際経営論 産業社会 2年～ 2

ECN200MA 日本経済論 産業社会 2年～ 2

ECN200MA 産業論 産業社会 2年～ 2

MAN200MA 広告ビジネス論 産業社会 2年～ 2 経営学部主催科目＊4

MAN200MA マーケティング論 産業社会 2年～ 2

MAN200MA 流通・マーケティング戦略論 産業社会 2年～ 2

MAN200MA 流通・サービスビジネス論 産業社会 2年～ 2

MAN200MA 就業機会発見実務 産業社会 2年～ 2

SOC200MA キャリア研究調査実習Ｅ 展開調査 2年～ 2

SOC200MA キャリア研究調査実習Ｆ 展開調査 2年～ 2

SOC200MA 外書講読Ａ(ライフ) 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA 外書講読Ｂ(ライフ) 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA コミュニティ社会論Ⅰ 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA コミュニティ社会論Ⅱ 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA 家族論 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA 若者文化論 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA 世代間交流論 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA 身体表現論 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA 地域文化論 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA アイデンティティ論 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA 余暇集団論 自己・他者・関係 2年～ 2

SOC200MA ＮＰＯ論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA 公共サービス論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA アート・マネジメント論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA 文化経営論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA メディア文化論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA 文化マーケティング論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA ブランド創造論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA 産業文化論 文化マネジメント 2年～ 2

CUM200MA ミュージアム概論 文化マネジメント 2年～ 2

CUM200MA ミュージアム経営論 文化マネジメント 2年～ 2

SOC200MA 多文化社会論Ⅰ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

SOC200MA 多文化社会論Ⅱ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

＊３　選択する領域は、＊１と同じ領域でなければなりません。

＊４　試験・休講・教室変更等の諸連絡については各学部の掲示板を見ること。

ビジネスキャリア

ライフキャリア

展

開

科

目

か

ら

52

単

位

以

上

一

つ

の

領

域

か

ら

36

単

位

以

上

＊3

基

幹

科

目

・

展

開

科

目

合

計

72

単

位

以

上

展

開

科

目

選

択

必

修

必要数
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科目ナンバリング 科  目  名 領域 区分 受講学年 単位数 備    考

SOC200MA 多文化社会論Ⅲ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

ARSx200MA アジア社会論Ⅰ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

ARSx200MA アジア社会論Ⅱ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

ARSx200MA 国際関係論Ⅰ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

ARSx200MA 国際関係論Ⅱ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

ARSx200MA 国際地域研究Ⅰ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

ARSx200MA 国際地域研究Ⅱ 多文化・グローバル社会 2年～ 2

CAR200MA 就業機会とキャリア 2年～ 2 2021休講

CAR200MA 職業能力ベーシックスキルⅠ 2年～ 2

CAR200MA 職業能力ベーシックスキルⅡ 2年～ 2

EDU200MA 演習(発達・教育) 2年～ 各2

MAN200MA 演習(ビジネス) 2年～ 各2

SOC200MA 演習(ライフ) 2年～ 各2

EDU400MA 卒業論文(発達・教育) 4年 4

MAN400MA 卒業論文(ビジネス) 4年 4

SOC400MA 卒業論文(ライフ) 4年 4

OTR400MA キャリアデザイン学総合演習 3～4年 2

LANe100MA 国際コミュニケーション語学(英語Ⅰ) 1年～ 1

LANe100MA 国際コミュニケーション語学(英語Ⅱ) 1年～ 1

LANe100MA 国際コミュニケーション語学(英語Ⅲ) 1年～ 1

LANe100MA 国際コミュニケーション語学(英語Ⅳ) 1年～ 1

LANe100MA 国際コミュニケーション語学(英語Ⅴ) 1年～ 1

LANe200MA スタディ・アブロードⅠ 2年～ 4

LANe200MA スタディ・アブロードⅡ 2年～ 4

LANe200MA スタディ・アブロードⅢ 2年～ 4

LANe200MA スタディ・アブロードⅣ 2年～ 4

CAR200MA 就業機会とキャリア特講 2年～ 2

CAR200MA 地域活性論 2年～ 4 ２０２1年度休講

CAR300MA 就業応用力養成Ⅰ 3年～ 2

CAR300MA 就業応用力養成Ⅱ 3年～ 2

MAN300MA 財務会計論Ⅰ 3年～ 2

MAN300MA 財務会計論Ⅱ 3年～ 2

MAN300MA 監査論Ⅰ 3年～ 2

MAN300MA 監査論Ⅱ 3年～ 2

MAN300MA 税務会計論Ⅰ 3年～ 2

MAN300MA 税務会計論Ⅱ 3年～ 2

MAN300MA 管理会計論Ⅰ 3年～ 2

MAN300MA 管理会計論Ⅱ 3年～ 2

MAN300MA 原価計算論Ⅰ 3年～ 2

MAN300MA 原価計算論Ⅱ 3年～ 2

MAN300MA 経営分析Ⅰ 3年～ 2

MAN300MA 経営分析Ⅱ 3年～ 2

SOC100MA 異文化適応論 1年～ 2 国際文化学部主催科目　＊4

SOC200MA 市民社会と政治 1年～ 2 人間環境学部主催科目　＊4

CAR200MA 労働環境法 2年～ 2 人間環境学部主催科目　＊4

＊３　選択する領域は、＊１と同じ領域でなければなりません。

＊４　試験・休講・教室変更等の諸連絡については各学部の掲示板を見ること。

外国語科目英語（必修）に充当す

ることはできない。

２年秋学期より履修可

10単位まで履修可

＊3演

習

科

目

選

択

関

連

科

目

選

択

経営学部主催科目　＊4

会計の基礎知識を備えていること

が受講の条件として指定されてい

る科目が多いのでシラバスをよく

読むこと。

展

開

科

目

選

択

必

修

ライフキャリア

総合

展

開

科

目

か

ら

5

2

単

位

以

上

必要数

一

つ

の

領

域

か

ら

3

6

単

位

以

上

＊3
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科目ナンバリング 科  目  名 領域 区分 受講学年 単位数 備    考

CAR300MA 社会貢献・課題解決教育 3年～ 4 2021年度休講・2022年度以降閉講

EDU100MA 教職入門 1年～ 2

EDU100MA 教育原理 1年～ 2

EDU100MA 教育の制度・経営 1年～ 2

EDU200MA 教育課程論 2年～ 2

EDU200MA 教育方法論 2年～ 2

FRI200MA 図書館演習 2年～ 4

FRI200MA 図書館サービス概論 2年～ 2

FRI200MA 情報サービス演習 2年～ 4

FRI200MA 図書館情報資源概論 2年～ 2

FRI200MA 図書館情報資源特論 2年～ 2

FRI200MA 読書と豊かな人間性 2年～ 2

FRI200MA 情報メディアの活用 2年～ 2

CUM100MA ミュージアム資料論 1年～ 2

CUM100MA ミュージアム教育論 1年～ 2

EDU200MA 社会教育演習 2年～ 4

EDU200MA 現代生活・文化と社会教育Ⅰ 2年～ 2

EDU200MA 現代生活・文化と社会教育Ⅱ 2年～ 2

- 他学部公開科目 2年～

- ESOP科目　＊５ 1年～

- ERP科目　＊５ 1年～

- グローバル・オープン科目 1年～

- 「国際インターン」「国際ボランティア」＊５ ＊６ 1年～ 各１

- 短期語学研修　＊５ ＊６ 1年～ 2

＊５　グローバル教育センター設置科目です。参加後に必要手続きを経て単位認定を行います。

＊６　履修登録上限単位数の対象外となります。

資格課程科目

各資格課程（図書館司書・司書教

諭、博物館学芸員、社会教育主

事）の履修方法やシラバスは別冊

「資格関係科目履修要綱」を見る

こと。

16単位まで履修可

関

連

科

目

選

択

教職課程「教職に関する科目」

教職課程の履修方法やシラバスは

別冊「教職課程履修要綱」を見る

こと。

自

由

科

目

必要数
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他学部公開科目履修制度 

他学部公開科目について 

２・３・４年生のみ対象 
法政大学では、幅広い視野と柔軟な思考力を兼ね備えた人材の育成を目指し、多くの学部で、専門教育科目を他学部

に公開し、卒業所要単位として認定する「公開科目」制度を設けています。500近い科目が公開科目になっており、「英

語で行われる授業で集中的に英語力を身につける」、「専門家の講義により仕事の最前線を知る」、「国際化」「まちづくり」

など興味のあるテーマについて広く学ぶなど、学部横断的に様々な角度から学習することができます。 

 

（１）公開科目の概要 

公開科目の履修については、以下で内容を確認してください。なお、「成績優秀者の他学部科目履修制度」は公開科目

とは別の制度ですので、概要、履修可能科目は、制度該当者に配付する履修の手引きで確認してください。 

 

a．公開科目実施学部 

市ヶ谷キャンパス 法学部、文学部、経営学部、国際文化学部、人間環境学部、 

キャリアデザイン学部、GIS（グローバル教養学部）、デザイン工学部 

多摩キャンパス  経済学部、社会学部、現代福祉学部、スポーツ健康学部 

小金井キャンパス 情報科学部、生命科学部 

 

b．履修年次 

2～4年次とし、かつ当該科目につき主催学部における配当年次以上とします。科目によっては、3年次からの履修の場

合もあります。 

 

c．登録単位の上限と単位の扱い 

公開科目の修得単位は卒業所要単位として決められた単位数まで加算されます。履修できる単位数や卒業進級の要件

については、必ず各学部の「履修の手引き（履修要綱）」で確認してください。履修登録時には他の専門科目と同様に年

間履修の上限単位数に含まれます。 

 

d．登録方法 

他の科目と同じように履修登録してください。 

 

e．注意事項 

・ 開講曜日・時限・教室等に変更がある場合や、レポート提出、試験等の情報は、学習支援システムやWeb掲示板等を

通じてお知らせしますので、ご注意ください。 

・ 他キャンパスの授業を受講する場合には、同一曜日に自学部の授業を受講できない等制限がある場合があるため、各

学部の『履修の手引き（履修要綱）』で確認してください。 

・ 他キャンパスの授業を履修するときは、通学時間を考慮して時間割を組んでください。 

 

（２）公開科目一覧について 

 本制度にて履修できる科目については、各学部配布の「他学部公開科目時間割」、またはWebシラバスにて確認してく

ださい。 

法政ポータルサイト（Hoppii） → 【Webシラバス】 → 公開科目を参照してください。 

 

（３）科目別の注意事項 

履修できる学部が限定されている等、履修上の注意が必要な科目がありますので、「他学部公開科目時間割」で確認し

てください。 

 

a．法学部・文学部・経営学部・国際文化学部所属の学生の履修上の注意 

市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目については、公開科目ではなく、総合科目として履修登録をしてください。 
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b．人間環境学部・キャリアデザイン学部所属の学生の履修上の注意 

人間環境学部・キャリアデザイン学部生のみ履修可能な科目があります。詳しくは、「他学部公開科目時間割」を確認

してください。 

 

c．キャリアデザイン学部主催の公開科目履修上の注意 

科目により人数制限・選抜を行う場合があります。初回の授業には必ず出席してください。特に春学期に秋学期科目

を履修登録しても、履修が出来ない場合がありますので注意してください。 

 

（４）GIS主催の公開科目履修上の注意 

a．受講資格 

GIS主催科目はすべて英語で行われますので、以下のいずれかひとつに準ずる英語力が必要となります。 

・ TOEFL® iBT 80点以上 

・ IELTS（Academic Module）band 6.0以上 

・ TOEIC® 860点以上 

・ 実用英語技能検定 準1級以上かつCSEスコア2450点以上 

  ※履修可能年次が、2年次または3年次以上の科目は、より高いスコアが要求される場合があります。  

 

  b．履修上の注意 

・ 講義のテーマについてある程度の予備知識を必要とする科目もあります。 

詳しくはシラバスを参照してください。 

・ 少人数制のため、科目により人数制限・選抜があります。初回の授業には必ず出席し、指示を仰いでください。

特に春学期に秋学期科目を履修登録しても、履修ができない場合がありますので注意してください。 

 

 

（５）市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目の履修上の注意 

2017年度以前に修得した科目によって、履修できない科目があります。詳しくは、「他学部公開科目時間割」を確認し

てください。科目により人数制限・選抜があります。 

春・秋学期科目ともに、4月の春学期授業開始時に担当教員から受講許可を得てください。秋学期科目（B、Ⅱ等）のみ

を履修する場合も、同名の春学期科目（A、Ⅰ等）の授業開始時（4月）に出席し、受講許可を得てから履修登録を行っ

てください。 

受講許可を得る時には、①春学期と秋学期ともに履修、②春学期のみ履修、③秋学期のみ履修のうち、どのパターンで

履修するか、4月の春学期授業開始時に担当教員に申し出てください。 

選抜結果については、本学ポータルサイトHoppiiからアクセスできるWeb掲示板で発表します。 

 

法政ポータルサイト（Hoppii）はこちら⇒ 

Hosei portal to pick up information 
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成績優秀者の他学部科目履修制度 

この制度は、2年生以上の前年度学業成績優秀者に対して、専攻分野を超えて広い分野での学習機会を提供し、学生の

みなさんの勉学意欲の向上を図ることを目的とした制度です（2014年度から導入）。この制度により、従来の公開科目の

枠を超えた多様な科目が履修できるようになりますので、学生のみなさんの積極的な活用を望みます。参加学部は全学

部全学科です。詳細は、対象となる学生に別途ご案内します。 

法政ポータルサイト（Hoppii） → 【教育開発支援機構】 → 成績優秀者の他学部科目履修制度を参照してください。 

 

グローバル・オープン科目 

グローバル・オープン科目は、法政大学が「世界のどこでも生き抜く力を身につけたグローバル社会のリーダー」を育

成するために2016年度から全学で開講されている学部横断型の公開科目群です。次のような特長があります。 

・すべての科目は英語を教授言語としています。 

・1年次生から履修できる科目があります。 

・多くの科目が少人数で開講されます。 

・一定の単位修得で「修了証」が発行されます。 

・科目は全部で6つの領域に分類されています。 

 

（１）6つの領域について 

◆「ビジネス＆マネジメント」領域 

  多様なグローバル・ビジネスの現状に触れ，社会に貢献してゆくための基盤能力を養い、海外進出やグローバルブラ

ンド構築を考察する機会を提供します。中級・上級科目を進むに従い、ビジネスモデリングやビジネス実践に関するス

キルも学べる、卒業後のキャリア形成に役立つ科目を用意しています。 

 

◆「ビジネス＆エコノミクス」領域 

  経済学のコンセプトを用いて、グローバルに展開する企業活動の現状や、国際競争力を持ったビジネスの可能性につ

いて考える力を身につけます。世界経済の中の日本について歴史的な視点も入れながら学ぶとともに、ビジネス・コミ

ュニケーションの実践的な基礎、さらに経済学や国際経済の基礎理論とともに世界の地域研究を学びます。 

 

◆「国際関係」領域 

  国際社会の仕組みや諸問題に対する理解を深めるために、伝統的な国際政治学だけでなく、国際政治経済学や国際法

学、外交政策論、政治学、社会学等、様々な視点から学際的研究を行います。 

 

◆「社会と文化」領域 

  所属学部の専門分野以外にも目をむけ、グローバルリーダーとして活躍する人材に必要とされる知識をより広く学び、

異文化理解、文学、歴史、思想、宗教、心理学、言語学などの学びを通して、文化や価値観の相違の認識を培う場を提供

しています。 

 

◆「実践英語」領域 

  学部を越えて、より実践的な英語能力を磨くことのできる場を提供します。少人数で開講される授業を通じて、プレ

ゼンテーションや語彙力の強化をはじめ、英語によるコミュニケーション能力をさらに身につけたい方にお勧めします。 

 

◆「科学・技術」領域 

  変化の激しいグローバル化に対応し、理工系学部に在籍する学生が、世界を舞台に活躍できる基礎を築くための科目

群を用意し、英語の講義受講によるグローバル体験とともに、横断的に専攻以外の理工学分野の概要を知り、幅広い知

識の習得、問題解決能力を涵養することをめざします。 

 

（２）履修登録方法について 

グローバル・オープン科目一覧から、受講希望科目を選択したら、初回授業に必ず参加し、担当教員から履修許可を受

けてください。履修登録の際は、各学部の「履修の手引き（履修要項）」で内容を確認し、他の科目と同じように定めら

れた期間内に履修登録してください。 
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（３）登録単位の上限と単位の扱いについて 

グローバル・オープン科目の修得単位は多くの学部で卒業所要単位として決められた単位数まで加算されます。単位

認定に関する詳細や卒業進級の要件については、必ず各学部の「履修の手引き（履修要項）」等で確認してください。履

修登録時には他の専門科目と同様に年間履修の上限単位数に含まれます。 

 

（４）履修上の注意 

・初回授業に必ず参加し、担当教員から履修許可を受けてください。定員のある授業では、選抜が行われる場合がありま

す。 

・講義のテーマについてある程度の予備知識を必要とする科目もあります。初回授業前にシラバスを必ず読んで授業に

臨んでください。 

・開講曜日・時限・教室等に変更がある場合や、レポート提出、試験等の情報は、主催学部等のWeb掲示板に掲示されま

すので、ご注意ください。 

・開講校地は、原則として、各科目の主催学部等の所在地となります。特にキャンパスの間違いのないよう留意して計画

をたててください。 

・他キャンパスの授業を受講する場合には、同一曜日に自学部の授業を受講できないなど制限がある場合があるため、

各学部の履修の手引き等で事前に確認してください。 

・市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目の履修について、法学部・文学部・経営学部・国際文化学部・人間環境学部・

キャリアデザイン学部の学生は、単位認定先について必ず本学ポータルサイトHoppiiからアクセスできるWeb掲示板お

よびグローバル・オープン科目講義概要（シラバス）を確認してください。 

・秋学期科目の一部には、春学期に履修登録の意思を教員に表明し、履修許可を予め得る必要のある科目があります。秋

学期科目の履修許可を得ないで春学期に登録した場合、履修を取り消される場合がありますので、十分に注意してくだ

さい。 

・秋学期が最初のセメスターとなる秋季入学生や交換留学生は、その年度の春学期に履修することが前提となる科目が

あり、第一セメスターに履修できない場合があります。 

・一定の英語能力基準が必要な科目がありますので、グローバル・オープン科目一覧で確認してください。 

 

（５）グローバル・オープン科目一覧について 

グローバル・オープン科目授業については、Webシラバスおよびグローバル教育センターウェブサイトにて確認して

ください。 

https://www.global.hosei.ac.jp 

 

（Webシラバスでの確認方法） 

Webシラバスにアクセス 

https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php 

「グローバル・オープン科目（Global Open Program）」を選択 もしくは 

科目検索画面のグローバル・オープン科目フィールドで「○」を選択  

 

 ＊ 授 業 時 間 ・ 教 室 に つ い て は 、 グ ロ ー バ ル 教 育 セ ン タ ー ウ ェ ブ サ イ ト に 一 覧 を 掲 載 し て い ま す 。

https://www.global.hosei.ac.jp 

 

（６）修了証について  

グローバル・オープン科目各領域で12単位以上取得した方には、所定の申請により「修了証」が発行されます。修了

証の申請は、グローバル教育センター（市ヶ谷）、および多摩・小金井キャンパスGラウンジ受付窓口にて行います。詳

細について、春学期は5月、秋学期は12月ごろにWeb掲示等でご案内します。 

  

https://www.global.hosei.ac.jp/
https://www.global.hosei.ac.jp/
https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php
https://www.global.hosei.ac.jp/
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グローバル・オープン科目（市ヶ谷リベラルアーツセンター主催）単位修得時認定先 

下記の科目は、ILAC科目（2017年度以降入学生）／市ヶ谷基礎科目（2016年度以前入学生）として認定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開講期 科目名 2017年度以降入学生 2016年度以前入学生

秋 Elementary Information Technology

秋 Elementary Career Development

春 Humanities B

春 Humanities Ａ

春 Elementary Social Science Ａ

秋 Elementary Social Science B

秋 Elementary Humanities A

秋 Elementary Humanities B

春 Social Science Ｂ

秋 Social Science A

春 Natural Science B 200番台・3群リベラルアーツ科目 基礎科目3群

春 Health and Physical Education 200番台・5群リベラルアーツ科目 基礎科目5群（選択）

春 Information Technology

春 Career Development Skills

秋 Elementary Health and Physical Education 100番台・5群基盤科目（選択） 基礎科目5群（選択）

春 English Academic Writing I　 ※

春 English Academic Writing I　 ※

春 English Academic Writing I　 ※

秋 English Academic Writing II　※

秋 English Academic Writing II　※

秋 English Academic Writing II　※

春 English Presentation I  ※

秋 English Presentation II  ※

春 English Reading and Vocabulary I

秋 English Reading and Vocabulary II

秋 Intercultural Communication A

秋 Intercultural Communication B

秋 Intercultural Communication C

春 Intercultural Communication D

春 Intercultural Communication F

春 Intercultural Communication H

秋 Intercultural Communication E

秋 Intercultural Communication G

秋
Natural Science A

（Human Impact on the Global Environmentと同一授業）

300番台総合科目

(履修年次2～4年）
人間環境・キャリアデザイン学部生は

公開科目として認定

総合科目（履修年次2～4年）
人間環境・キャリアデザイン学部生は

公開科目として認定

春 Ｌｉｂｅｒａｌ Arts Seminer I

秋 Ｌｉｂｅｒａｌ Arts Seminer ＩＩ

※2016年度以前入学生の方へ

　「English Academic Writing Ｉ/ II」は、4群選択科目「英語アカデミック・ライティングＩ/ＩＩ」と同じ科目です。法・文・経営・国際文化学部の方は、4群選択科目として履修してください。

　「English Presentation Ｉ/II  」は、4群選択科目「映画で学ぶ英語Ｉ/ＩＩ」と同じ科目です。法・文・経営・国際文化学部の方は、4群選択科目として履修してください。

基礎科目4群（選択）

200番台・4群リベラルアーツ科目

300番台総合科目

（履修年次2～4年）
人間環境・キャリアデザイン学部生は

公開科目として認定

総合科目（履修年次2～4年）
人間環境・キャリアデザイン学部生は

公開科目として認定

200番台選択外国語科目 基礎科目4群（選択）

200番台選択外国語科目 基礎科目4群（選択）

基礎科目0群（選択）

基礎科目2群

200番台・0群リベラルアーツ科目

200番台・2群リベラルアーツ科目

基礎科目0群（選択）

基礎科目1群

基礎科目2群

200番台・1群リベラルアーツ科目 基礎科目1群

100番台・2群基盤科目

100番台・1群基盤科目

100番台・0群選択基盤科目

※ 2017年度以前に左記科目を履修した際は、「200

台選択外国語科目」として認定されましたが、2018

年度以降は「200番台・4群リベラルアーツ科目」と

して認定されます。
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グローバル教育センター設置科目・プログラムについて 

（１）ERP（English Reinforcement Program／英語強化プログラム） 

文部科学 省「スーパーグロー バル大学創成支援」 採択事業の一環とし て、 英語強化プログラム（English 

Reinforcement Program:「ERP」）が開講されています。授業はすべて英語イマージョン環境による少人数クラスで行わ

れ、英語力を高めたいと考えている学生、海外留学や国際機関・国際企業への就職を考えている学生に受講を勧めます。 

受講には各学期の初めにERP専用サイトからの申し込みが必要です。詳細はグローバル教育センターウェブサイトに

て確認してください。 

https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/erp/ 

 

（２）交換留学生受入れプログラム（ESOP） 

 本学の国際化の発展に向けて、これまでに交流を深めてきた海外の協定大学から広く交換留学生を受け入れるために

開設されたプログラムで、日本の社会・経済・文化などについて全て英語によるゼミ形式で学びます。交換留学生ととも

に本学の学生も受講でき、多くの学部で単位認定もされます。語学能力を向上させ、国際的センスを磨くためにも有意

義で、将来海外留学や海外勤務など国際化社会にはばたくことに役立つでしょう。交換留学生と切磋琢磨し、国際交流

の輪を広げることを目的とする学生の積極的な参加を期待しています。単位認定を希望する方は、グローバル教育セン

ターウェブサイトより申し込みが必要ですので、必ず確認してください。 

 申 込 方 法 な ど 詳 細 は グ ロ ー バ ル 教 育 セ ン タ ー ウ ェ ブ サ イ ト に て 確 認 し て く だ さ い 。

https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/esop/ 

 

（３）日本語教育プログラム（JLP） 

 外国籍の方を対象に、2017年4月から新設されたグローバル教育センター主催の日本語や日本文化を学ぶプログラム

です。 

 日本での生活や大学での勉学、交流、そして将来の仕事に活かすことができる日本語力を養成することを教育目標と

しています。GBP、SCOPE、IGESS、ESOP以外の学生には定員に余裕がある場合、有料にて履修を認める場合がありま

す。受講手続き期間は各学期の授業開始前に設定されています。関心のある方は早めに日本語教育プログラム事務室ま

でお問い合わせください。 

 

＜日本語教育プログラム事務室＞ 

新見附校舎（大学院棟の隣）2階 TEL：03-5228-1542 

 

（４）短期語学研修 

夏季休暇中と春季休暇中に、英語、中国語、朝鮮語、ドイツ語、フランス語の語学力の強化のため、2週間から4週間程

の短期語学研修を実施しています。研修先は本学の海外協定校に付置された語学研修施設で、語学レベル、GPAなどに

関係なく留学が可能であり、初めて海外に行く方にも推奨しています。個人の語学力に応じたレベル別の授業を行って

おり、初級者から上級者まで語学力の向上を目指すことができます。また、学部によっては、単位認定・卒業所要単位へ

の算入も可能です。なお、2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、夏季は中止し春季はオンラインプログ

ラムを実施しました。 

プログラムにより実施時期・期間が異なります。詳細はグローバル教育センターウェブサイトにて確認してください。

https://www.global.hosei.ac.jp 

 

（５）国際ボランティア 

グローバル教育センターが主催している「国際ボランティア」プログラムです。夏季休暇中と春季休暇中の4週間程度、

派遣先で必要としている活動に他国の留学生とともに参加し、直接交流することで、文化や言葉の壁を越えて相互に理

解を深めながらコミュニケーション能力を養います。詳細はグローバル教育センターウェブサイトにて確認してくださ

い。なお、2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、夏季は中止し春季はオンラインプログラムを実施しま

した。 

https://www.global.hosei.ac.jp 

 

 

 

https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/erp/
https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/erp/
https://www.global.hosei.ac.jp/programs/oncampus/esop/
https://www.global.hosei.ac.jp/
https://www.global.hosei.ac.jp/
https://www.global.hosei.ac.jp/
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（６）国際インターンシップ 

グローバル教育センターが主催している「国際インターンシップ」プログラムです。夏季休暇中と春季休暇中に、現場

に身を置き国際協力や国際的なビジネスに対する理解を深めるため、2週間から4週間程度の「国際インターンシップ」

プログラムを実施しています。 

海外の企業やNGO団体でのインターンシップを通じて、グローバル環境での働き方や企業文化の違いを学びます。将

来的にはグローバル企業への就職など学生のキャリア形成支援につなげることを目的としています。 

プログラムにより派遣地域、派遣期間が異なります。詳細はグローバル教育センターウェブサイトにて確認してくださ

い。なお、2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、夏季は中止し春季はオンラインプログラムを実施しま

した。https://www.global.hosei.ac.jp 

 

（７）単位認定について 

各学部の定めにより、グローバル教育センター設置科目の受講者に対しては単位が認定される場合があります。認定

科目、認定単位数については各学部でご確認ください。なお、「短期語学研修」「国際ボランティア」「国際インターンシ

ップ」の単位認定の時期は、プログラムに参加した次学期（夏季参加の場合には当該年度秋学期、春季参加の場合には翌

年度春学期）に行うこととなりますので、4 年生の最終学期については，単位認定ができません。また、「国際ボランテ

ィア」、「国際インターンシップ」については、単位認定の対象とならないプログラムもありますので注意してください。 

ERP科目は所属学部の指定する方法での履修申請が必要です。「短期語学研修」「国際ボランティア」、「国際インターンシ

ップ」での単位認定を希望する場合は、事前に指定の方法にて単位認定の希望有無を集約します。なお、グローバル教育

センター設置科目の単位認定詳細については「2021年度 グローバル教育センター設置科目 学部別単位認定一覧」を

ご確認ください。 

  

https://www.global.hosei.ac.jp/
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教職課程・資格課程 

教職課程 

本学では一部の学部を除いて、中学校・高校の一部教科の一種教育職員免許状の取得が可能です。 

教員免許を得るためには、まず基礎的な資格として、学士の学位を得る（大学を卒業する）ことが必要です。また、教

育職員免許法に定められている所定の科目、単位を修得し、実際に中学・高校の教壇にたって授業を行う教育実習を行

わなくてはなりません。さらに、中学校の教員免許を取得するためには、介護等体験にも臨む必要があります。 

教員免許取得可能な教科や、取得に必要とされる科目、単位数、手続きなどの詳細は、「教職課程履修要綱」を参照し

てください。また、新入生で教員免許取得を考えている学生は、4月に行われる教職ガイダンスに必ず出席してください。 

 

＜教職課程センター＞ 

ウェブサイト：http://www.hosei.ac.jp/kyoushoku_katei/index.html 

富士見坂校舎3階「教職課程センター」は、教職課程を勉強する皆さんの支援のための施設です。教員採用経験者の指

導員による相談･指導はもちろん、教育実習のための板書の練習、模擬授業の実施や教員採用試験対策講座に参加するこ

とができます。 

教職を目指す学生の皆さんは、気軽に利用してください。 

教職相談指導の申込み：kkc@ml.hosei.ac.jp宛にメール、または教職課程センターで直接申し込み（事前申込を優先いた

します） 

 

教員免許 

 キャリアデザイン学部では、教育職員免許取得課程の認定を2004年度から受けています。 

免許教科は「中学校一種：社会科、高校一種：地理歴史科・公民科・商業科（※2017年度入学者まで）」です。 

教職課程に必要な多くの科目が関連科目として配置されており、一定単位数は卒業所要単位数として有効となり、教員

免許取得を奨励しています。 

また、法政大学の教育学専攻の専任教員のほとんどが本学部に所属しており、教員志望の学生は適切な指導・助言が

得られます。詳しくは、「教職課程履修要綱」をご覧ください。 

 

資格課程 

 本学では、教職課程以外にも、図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事・社会教育士、博物館学芸員の資格を

取得するための課程が設けられています。 

 これらの資格を取得するために必要とされる科目、単位数、手続きなどの詳細は、「資格関係科目履修要綱」を参照し

てください。また、これらの資格の取得を考えている学生は、4月に行われる資格ガイダンスに必ず出席してください。 

 

図書館司書・社会教育主事・博物館学芸員等 

キャリアデザイン学部では資格に必要な多くの科目が関連科目として配置されており、一定単位数は卒業所要単位と

して有効となります。資格課程は全学部生を対象にしますが、担当教員が本学部に所属することにより、ゼミや演習な

どを通じて、よりいっそうの充実した教育を受けることができます。 

また、キャリアデザインについての専門性を学ぶ一環のなかで、資格を取得することができます。これらの資格は、い

ずれも実社会で有効に生かすことが期待されます。本学では、多数の図書館司書・社会教育主事・博物館学芸員を輩出し

ていますが、これからもさらに優秀な人材を育成します。詳しくは、「資格関係科目履修要綱」をご覧ください。 

 なお、以前に日本語教員養成科目群を履修し単位を修得した学生について、さらに語学出版社（株）アルクのNAFL日

本語教師養成プログラムを受講し修了した場合に、本学部長名で「証明書」を発行します。必要な場合は学部窓口で申請

してください。 

http://www.hosei.ac.jp/kyoushoku_katei/index.html
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ILAC（アイラック）科目/市ヶ谷基礎科目 新旧科目対応表 

※単位数や履修年次は、科目一覧で確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群 必修選択 授　業　科　目 群 授　業　科　目

必修 　基礎ゼミ 　基礎ゼミ
　リベラルアーツ特別講座 　リベラルアーツ特別講座
　課題解決型フィールドワーク 　課題解決型フィールドワーク

　情報処理演習 　情報処理演習 2020年度より春学期のみ開講

　キャリアデザイン入門 　キャリアデザイン入門
　キャリアデザイン応用 　キャリアデザイン応用
　キャリアデザイン演習 　キャリアデザイン演習 2017年度で閉講
　就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 　就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 2017年度で閉講

　大学を知ろう　＜法政学＞への招待 　大学を知ろう　＜法政学＞への招待
2019年度より「法政学への

招待」から名称変更
　法政学の探究LA　◇ 　法政学の探究A
　法政学の探究LB　◇ 　法政学の探究B
リベラルアーツ特別実習 リベラルアーツ特別実習 2021年度新規開講
　日本古典文学A　◇ 　文学Ⅰ
  日本古典文学B　◇   文学Ⅱ
　日本近・現代文学A　◇ 　文学Ⅰ
　日本近・現代文学B　◇ 　文学Ⅱ
　日本文学A　◇ 　文学Ⅰ
　日本文学B　◇ 　文学Ⅱ
　外国文学A　◇ 　文学Ⅰ
　外国文学B　◇ 　文学Ⅱ
　文章論　◇ 　文章論Ⅰ
　言語学A　◇
　言語学B　◇
　哲学Ⅰ/Ⅱ 　哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学Ⅰ/Ⅱ 　倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学Ⅰ/Ⅱ 　論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史Ⅰ/Ⅱ 　東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史Ⅰ/Ⅱ 　西洋史Ⅰ/Ⅱ
　日本史Ⅰ/Ⅱ 　日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論Ⅰ/Ⅱ 　宗教論Ⅰ/Ⅱ
　芸術A 　芸術Ⅰ
　芸術B 　芸術Ⅱ
　日本文学と文化LA/LC/LE/LG　◇ 　文学Ⅰ
　日本文学と文化LB/LD/LF/LH　◇ 　文学Ⅱ
　外国文学と文化LA/LC/LE　◇ 　文学Ⅰ 2020年度休講（LE）
　外国文学と文化LB/LD/LF　◇ 　文学Ⅱ 2020年度休講（LF）
　文学と社会LA/LC/LE　◇ 　文学Ⅰ
　文学と社会LB/LD/LF　◇ 　文学Ⅱ
　音声学L　◇ ※1
　哲学LⅠ/LⅡ　◇ 　哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学LⅠ/LⅡ　◇ 　倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学LⅠ/LⅡ　◇ 　論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史LⅠ/LⅡ　◇ 　東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史LA　◇ 　西洋史Ⅰ
　西洋史LB　◇ 　西洋史Ⅱ
　日本史LⅠ/LⅡ　◇ 　日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論LⅠ/LⅡ　◇ 　宗教論Ⅰ/Ⅱ
　法学Ⅰ/Ⅱ 　法学Ⅰ/Ⅱ
　法学(日本国憲法) 　法学(日本国憲法)
　経済学Ⅰ/Ⅱ 　経済学Ⅰ/Ⅱ
　心理学Ⅰ/Ⅱ 　心理学Ⅰ/Ⅱ
　地理学Ⅰ/Ⅱ 　地理学Ⅰ/Ⅱ
　政治学Ⅰ/Ⅱ 　政治学Ⅰ/Ⅱ
　社会学Ⅰ/Ⅱ 　社会学Ⅰ/Ⅱ
　文化人類学　◇ 　文化人類学Ⅰ
　社会思想Ⅰ/Ⅱ 　社会思想Ⅰ/Ⅱ
　経済学LA　◇ 　経済学Ⅰ
　経済学LB　◇ 　経済学Ⅱ
　心理学LA　◇ 　心理学Ⅰ
　心理学LB　◇ 　心理学Ⅱ
　地理学LA/LC　◇ 　地理学Ⅰ
　地理学LB/LD　◇ 　地理学Ⅱ
　政治学LA　◇ 　政治学Ⅰ
　政治学LB　◇ 　政治学Ⅱ
　社会学LA/LC　◇ 　社会学Ⅰ
　社会学LB/LD　◇ 　社会学Ⅱ
　文化人類学L　◇ 　文化人類学Ⅱ
　社会思想LA　◇ 　社会思想Ⅰ
　社会思想LB　◇ 　社会思想Ⅱ
　教養数学A 　教養数学A
  教養数学B 　教養数学B
　基礎数学Ⅰ/Ⅱ 　基礎数学Ⅰ/Ⅱ
　入門物理学A　◇ 　原子から宇宙までＩ
　入門物理学B　◇ 　原子から宇宙までⅡ
　入門生物学A　◇ 　生命科学Ｉ
　入門生物学B　◇ 　生命科学Ⅱ
　入門化学A　◇ 　物質と環境Ｉ
　入門化学B　◇ 　物質と環境Ⅱ
　サイエンス・ラボA 　サイエンス・ラボA
　サイエンス・ラボB 　サイエンス・ラボB
　天文学A 　天文学Ⅰ
　天文学B 　天文学Ⅱ
　科学史A 　科学史Ⅰ
　科学史B 　科学史Ⅱ
　数学特講LA　◇ 　教養数学A
　数学特講LB　◇ 　教養数学B
　発展数学LⅠ/LⅡ　◇ 　発展数学Ⅰ/Ⅱ
　教養物理学LA　◇ 　原子から宇宙までＩ
　教養物理学LB　◇ 　原子から宇宙までⅡ
　教養生物学LB/LD/LF　◇ 　生命科学Ｉ 2021年度休講（LF）
　教養生物学LA/LC/LE　◇ 　生命科学Ⅱ 2021年度休講（LE）
　教養化学LA　◇ 　物質と環境Ｉ
　教養化学LB　◇ 　物質と環境Ⅱ
　教養化学LC
　教養化学LD
　教養化学LE

※1

1群

２０１７年度以降入学生 ２０１４～２０１６年度入学生
備考

科目配置

基盤
選択

0群

リベラル 選択

０群

2群

基盤 選択必修

1群

2群

リベラル 選択必修

リベラル 選択必修

基盤 選択必修

3群

基盤 選択必修 3群

リベラル 選択必修 3群 
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　ドイツの文化と社会LA　◇
　ドイツの文化と社会LB　◇
　ドイツ語の世界LA　◇
　ドイツ語の世界LB　◇
　フランスの文化と社会LA　◇
　フランスの文化と社会LB　◇
　フランス語の世界LA　◇
　フランス語の世界LB　◇
　フランス生活文化論LA
　フランス生活文化論LB　
　ロシアの文化と社会LA　◇
　ロシアの文化と社会LB　◇
　ロシア語の世界LA　◇
　ロシア語の世界LB　◇
　中国の文化と社会LA/LC　◇
　中国の文化と社会LB/LD　◇
　中国語の世界LA　◇
　中国語の世界LB　◇
　スペイン語の世界LA　◇
　スペイン語の世界LB　◇
　朝鮮の文化と社会LA　◇
　朝鮮の文化と社会LB　◇
　日本の文化と社会LA　◇
　日本の文化と社会LB　◇
　日本語の世界LA　◇ 　日本語の世界I
　日本語の世界LB　◇ 　日本語の世界Ⅱ
  英語1-Ⅰ/Ⅱ   英語1-Ⅰ/Ⅱ
  英語2-Ⅰ/Ⅱ   英語2-Ⅰ/Ⅱ
  Practical English（オーラル・コミュニケーション）A-Ⅰ/Ⅱ   Practical English（オーラル・コミュニケーション）A-Ⅰ/Ⅱ

　Practical English（オーラル・コミュニケーション）B-Ⅰ/Ⅱ 　Practical English（オーラル・コミュニケーション）B-Ⅰ/Ⅱ

　Practical English（ビジネス・コミュニケーション）A-Ⅰ/Ⅱ 　Practical English（ビジネス・コミュニケーション）A-Ⅰ/Ⅱ

　Practical English（ビジネス・コミュニケーション）B-Ⅰ/Ⅱ 　Practical English（ビジネス・コミュニケーション）B-Ⅰ/Ⅱ

　Practical English（英語検定試験対策）A-Ⅰ/Ⅱ 　Practical English（英語検定試験対策）A-Ⅰ/Ⅱ
  Practical English（英語検定試験対策）B-Ⅰ/Ⅱ   Practical English（英語検定試験対策）B-Ⅰ/Ⅱ
  English for Study AbroadⅠ/Ⅱ   English for Study AbroadⅠ/Ⅱ
  入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ   入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語１-Ⅰ/Ⅱ 　ドイツ語１-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ 　ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ 　ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ
　入門ドイツ語(SSI)Ⅰ/Ⅱ　◇ 　スポーツ・ドイツ語Ｉ/Ⅱ
　検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 　検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
  ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ 　ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
  ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ 　ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ
  時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 　時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
  フランス語1-Ⅰ/Ⅱ   フランス語1-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語2-Ⅰ/Ⅱ 　フランス語2-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語視聴覚(入門)Ⅰ/Ⅱ　◇ 　フランス語視聴覚Ｉ/Ⅱ 2021年度休講
　フランス語視聴覚(初･中級)Ⅰ/Ⅱ　◇ 　フランス語視聴覚Ⅲ/Ⅳ 2021年度休講

　スポーツ・フランス語I/Ⅱ ※2
　観光フランス語I/Ⅱ ※2

　フランス語コミュニケーション(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ 　フランス語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　時事フランス語Ⅰ/Ⅱ 　時事フランス語Ｉ/Ⅱ
　検定フランス語(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ 　検定フランス語Ｉ/Ⅱ 2021年度休講
　情報フランス語Ⅰ/Ⅱ 　情報フランス語Ｉ/Ⅱ 2021年度休講

　ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ 　ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ

　ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ 　ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ

　中国語1-Ⅰ/Ⅱ 　中国語1-Ⅰ/Ⅱ
　中国語2-Ⅰ/Ⅱ 　中国語2-Ⅰ/Ⅱ

　中国語視聴覚初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 　中国語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　中国語作文初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 　中国語表現法Ｉ/Ⅱ
　中国語コミュニケーション基礎Ⅰ/Ⅱ　◇ 　中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ 2021年度休講

　中国語コミュニケーション初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 　中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　資格中国語初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 　検定中国語Ｉ/Ⅱ
　スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ 　スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ
　スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ 　スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ

　現代のスペイン語Ⅰ/Ⅱ 　時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ
2021年度より「時事スペイ

ン語Ⅰ/Ⅱ」より名称変更

　スペイン語講読Ｉ/Ⅱ ※2　2019年度より閉講
　スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ 　スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
　朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ 　朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ 　朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語3C（コミュニケーション）Ⅰ/Ⅱ　◇ 　朝鮮語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　朝鮮語4B（視聴覚）Ⅰ/Ⅱ　◇ 　朝鮮語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5A（購読）Ⅰ/Ⅱ　◇ 　朝鮮語講読Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5B（表現法）Ⅰ/Ⅱ　◇ 　朝鮮語表現法Ｉ/Ⅱ
　日本語1-Ⅰ/Ⅱ 　日本語1-Ⅰ/Ⅱ
　日本語2-Ⅰ/Ⅱ 　日本語2-Ⅰ/Ⅱ

選択 　日本語コミュニケーションＩ/Ⅱ ※2
必修 　スポーツ総合演習 　スポーツ総合演習
選択 　スポーツ総合演習S　◇ 　スポーツ総合演習

　健康の科学LA　◇
　健康の科学LB　◇

※1・・・2017年度以降入学者のみ履修可

※2・・・2016年度以前入学者のみ履修可

※3・・・2016年度以前入学者は、0群科目として履修

◇･･･2017年度以降入学者と2016年度以前入学者で科目名が異なるもの。

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

ス

ペ

イ

ン

語

必修

選択

英

語

必修

４群

選択

ド

イ

ツ

語

必修

選択

フ

ラ

ン

ス

語

必修

※1

必修

中

国

語

必修

5群
基盤

４群

朝

鮮

語

必修

選択

外

国

語

科

目

※1

日

本

語

必修

選択

※3

リベラル 選択

総合

科目

※1

５群

リベラル 選択 ０群

選択

ロ

シ

ア

語
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◆履修（本項目は 2017 年度以降入学生向けです。2016 年度以前入学生は別ファイルを参照してください） 

履修登録 

履修に際しては、自分が関心を持つテーマに関連した学問分野の科目の単位を、確実にしかも段階を追って修得

していくことが必要です。市ヶ谷基礎科目の中には、学部の専門科目を学ぶ上で前提になるような基本的内容を取

り上げている科目があります。また、学部科目の中にも、科目間の履修順序を守る必要がある

科目があります。「法政大学webシラバス」で各科目の内容説明を読み、自分にとってどの順番

でそれぞれの科目を履修していくのが適切であるのかを、考えてください。 

 具体的な履修の計画をする前に、キャリアデザイン学部主催の各学年向けガイダンスに

必ず出席し説明を受けてください。さらに毎年４月に行われる履修相談会を活用して履修

計画を立てることもできます。キャリアデザイン学部独自の制度として、学部生は、「キャ

リアアドバイザー」と呼ばれる学部専門職員に履修に関しての相談をすることができます。個別に履修相談がした

い場合は、キャリアアドバイザールーム（富士見坂校舎3階）のキャリアアドバイザーに相談してください。 

 

１ 登録制度とは 

単位を修得するためには、指定の期日までに履修したい科目を登録する、「履修登録」という手続きを確実に行

わなければなりません。履修登録は春学期・秋学期セメスター開始時の年２回行います。この履修登録はとても重

要で、登録を怠った場合は当該セメスターの単位の修得はできず留年となることもあります。また、登録エラーが

あった場合、放置したままにすると登録自体が無効となり単位の修得ができません。 

みなさんが履修登録の意思表示をした科目はコンピューター処理され、履修が手引きどおりになされているか判

定されます。エラーを完全になくさないと正式な登録となりませんので、必ずこの手引きをよく読み、エラーを出

さないよう注意してください。ただし、コンピューター処理をしているといっても、すべて細かい部分まで完全に

判定はできないこともあります。登録した科目に間違いがないか、履修条件に合っているかは、各自で必ず確認し

なければなりません。 

履修登録についての詳細は、法政ポータルサイト（Hoppii）内の学部Web掲示板等にてお知らせしますので必ず

確認してください。 

 

学則第22条  学生は、履修しようとする授業科目を毎年所定の期間内に届け出て、承認を得なければならない。 

学則第39条  新入生で指定された期日までに履修届を提出しない等、その他本学において修学する意志がない

と認められる者は教授会の議を経て除籍する。 

 

期限までに登録しない場合、当該セメスター開講科目の受講が認められず単位の取得ができないばかりか除籍とな

ることもあります。十分注意してください。 

法政大学 web シラバス 
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２ 履修登録前の準備（必ず行ってください） 

 キャリアデザイン学部では、一部の抽選科目を除き、履修登録

期間よりも先に授業が始まります。まずは履修したい科目を学習

支援システムに仮登録し、授業に臨んでください。学習支援シス

テムには法政ポータルサイト(Hoppii)からアクセスすることがで

きます。学習支援システムに仮登録することで、その授業に関す

るお知らせや教材の参照、休講や教室変更等の連絡を受け取るこ

とができます。履修したい授業はすべて仮登録することを忘れな

いでください。 

 ただし、学習支援システムへの仮登録は履修登録とは異なりま

す。あくまで、履修登録期間に履修登録をしないと単位が修得で

きませんので注意してください。 

 

３ 履修登録のしかた 

学習支援システムへの登録は、あくまでも仮登録です。法政ポ

ータルサイト（Hoppii）から情報システムにアクセスし、履修登録を行ってください。また、履修登録前には必ず

「Web履修ガイド」（学部Web掲示板に記載）を読んでください。法政ポータルサイト（Hoppii）のURL、QRコー

ドは以下のとおりです。 

 

 

 

履修登録期限については、つぎのことに注意が必要です。 

 ・掲示された期日までに、必ず自分自身で申請してください。 

 ・履修登録期間中に病気や不可抗力の事故等のため履修登録ができなかった場合には、診断書等の証明書をつけ、

キャリアデザイン学部窓口に申し出てください。連絡や正当な理由がなく期日に遅れた場合、登録の申請は受けつ

けません。 

 

履修登録期間後に、日時・時間を勘違いしていた、忘れていた、（締切間際にログインして）PC・システム等の操

作方法がわからなかった、あるいはアルバイトがあったからといったような理由での事後登録もしくは登録内容の

変更は一切認められません。 

 

履修登録については、卒業・進級に関係してくる重大な事項ですので、必ず所定期間内に登録内容を確認し、手続き

を完了させるようにしてください。 

 

 

４ 登録単位制限と重複登録について 

登録できる単位数には、セメスター・年次ごとに上限があります。この制限を超えて登録すると、「登録エラー」

となり、すべての科目の履修登録が無効となりますので、注意が必要です。 

 

＜注意＞ 

・履修登録をしていない科目・曜日・時限の授業へ出席したり、試験を受けたりしても単位の修得はできません。 

・大学から成績や緊急の連絡等に関する重要書類を郵送することがありますので、転居した際は必ず住所変更の手

続きをとってください。 

・留年および復学・復籍した場合、学生証番号・所属クラスが変更になる場合があります。留年・復学・復籍した

当該年次のカリキュラムにもとづいて、登録してください。 

 

https://hoppii.hosei.ac.jp 
 

履修登録前

の準備

•学習支援システムへアクセス

•履修したい科目の仮登録

•初回授業へ出席

履修登録

期間

•情報システムへのアクセス

•履修したい科目の本登録

•登録内容の変更・訂正

履修取消

期間

•情報システムへのアクセス

•履修取消したい科目を申請

履修登録後

•情報システム→学習支援システ

ムへ履修登録内容を上書き

履修登録の流れ 

 

法政ポータルサイト

（Hoppii） 

 

 

https://hoppii.hosei.ac.jp/
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履修登録上の注意点 

クラス指定・定員のある科目について 

 以下の科目は、原則としてクラス指定もしくは定員制が設けられているので、必ずしも希望通りの時間に履修で

きるとは限りません。 

 (1) ＩＬＡＣ科目４群の必修外国語は、指定されたクラスで受講してください。 

 (2) ＩＬＡＣ科目４群の選択外国語は、各授業とも受講者数に制限があります。 

 (3) ＩＬＡＣ科目５群の科目は、通常授業のクラス指定か集中授業のいずれかになります。 

 (4) ＩＬＡＣ科目３群のサイエンス・ラボＡ／Ｂは、受講者数に制限があります。 

 (5) ＩＬＡＣ科目のうち、履修者が大人数となる授業については抽選があります。詳細については17ページから

の案内を読んでください。 

 (6) 入門系の授業の受講は、クラス指定されている場合があります。 

 (7) 国際コミュニケーション語学は、各授業とも受講者数に制限があります。 

 (8) 情報実習室を使用する授業は、受講者数に制限があります。 

 (9) 体験型選択必修科目は受講者数に制限があります。 

（10）  上記以外にも受講制限を行う場合があります。選抜方法の詳細についてはweb掲示板や講義概要（シラバス）

を参照してください。 

 

履修登録科目確認通知書について 

履修登録科目確認通知書とは、皆さんがWEB上で履修登録した科目の科目名や単位数などの登録内容を表記し

たものであり、皆さんが登録した科目と実際に登録された科目とが一致しているかどうかを確認するためのもので

す。 

履修登録が完了すると、「履修登録科目確認通知書」を出力することができますので、履修登録が完了したら必

ずプリントアウトし、自分の登録に誤りがないかどうかを確認してください。 

同一名の科目が複数の曜日・時限、担当教員で開講されている場合もあります。 

科目名だけでなく曜日・時限、担当教員名等も必ず確認してください。 

 

また、エラー表示や誤登録があった場合には、ただちに訂正手続をとらなければ、履修登録が完了したことにな

りません。履修登録が完了していない場合、その科目の登録のみならず、すべての科目の登録が無効となり、仮に

授業に出席して試験を受けたとしても、成績評価の対象外となるので十分注意してください。 

「履修登録科目確認通知書」の確認を怠ったために履修登録の誤りを見過ごし、結果的に単位を修得できなかっ

た例は毎年必ずあります。十分注意してください。 

 

履修科目の変更・取消について 

履修登録内容にエラーがあり、登録ができない場合はエラーの訂正をしないと履修登録が完了しません。必ずエ

ラーを修正してください。 

また、履修意思がなくなったために登録を取りやめる場合、指定された期間内に限り、変更・取消ができます。

詳しくはキャリアデザイン学部からの案内を確認し、情報システムで手続きをしてください。 

  



 

 

48 

 

よくある質問（履修） 

問い合わせの多い事例 回 答 

履修   

履修許可が必要な科目の初回授業に出席しておらず、履修登

録期間内に許可を取るのが難しい。 

今から履修することはできるか、また履修登録を延長しても

らえないか。 

まずは、その科目を担当する教員が他の科目を担当していな

いか、時間割やシラバスで確認してください。他の科目を担当

している場合は、その授業の前後で教員に履修許可をもらえ

ないか相談してください。履修登録期間の延長は認められま

せん。 

教員に履修許可を得たので、履修登録をしなくてもよいと思

った。 

履修許可を得ただけでは、履修登録したことになりません。自

身でWeb履修登録をする必要があります。また、履修登録期間

外の科目の追加は認められません。 

学習支援システムに入力したので、履修登録は終わったと思

っていた。 

法政大学情報ポータルサイトと学習支援システムは別のシス

テムで連動していません。 

学習支援システムでは履修登録はできません。 

成績調査の結果次第で、履修内容が変わるため、履修登録期

間を延長して欲しい。 
学部窓口で相談してください。 

履修登録していない授業に出ていた。 

単位の修得は、履修登録した科目のみ可能です。履修登録をし

ていない科目の単位修得はできません。また、履修登録期間外

の科目の追加は認められません。 

履修登録科目確認通知書に記載の科目と学習支援システム

に登録した科目が一致しないが、どちらが正しいのか。 

情報ポータルサイトの登録科目が正規の履修登録科目です。

履修登録した科目については必ず、「履修登録科目確認通知

書」を印刷、確認してください。確認後も履修年度中は大切に

保管してください。なお、学部窓口では、履修および成績につ

いての相談を受け付けていますが、あくまで相談であり、進級

および卒業を保証するものではありません。履修および成績

については、必ず自分自身で責任をもって確認するようにし

てください。 

「English」の習熟度別クラスについていけないので、クラス

を変更したい。 

英語能力の測定テストに基づき、クラスを決定しています。ク

ラス変更はできません。 

第二外国語を変更したい。 入学時に選択した諸外国語を変更することはできません。 

2年次英語・諸外国語選択希望登録を忘れていた。 
指定された期間に回答しなかった場合には、自動的にパター

ンAまたはパターンBが割り振られます。 
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◆授業 

授業 

・年度初めに専門科目時間割とILAC科目・総合科目時間割を公開します｡ 

・事情により､教室や担当者が変わる場合があります｡その際は､変更する旨を掲示します。また、年間を通して変

更する場合はさらに掲示板の時間割表の訂正も行います｡ 

 

授業時間割表（市ヶ谷キャンパス）  

第1時限 8：50～10：30 

第2時限 10：40～12：20 

昼休み 12：20～13：10（50分） 

第3時限 13：10～14：50 

第4時限 15：00～16：40 

第5時限 16：50～18：30 

第6時限 18：35～20：15 

第7時限 20：20～22：00 

 

授業に関する通知・連絡  

【Hoppii】Web掲示板・学習支援システム 

大学では、学生への連絡（休講，授業関係、試験等）は主にHoppii内にあるWeb掲示板もしくは学習支援システ

ムで行っていますので、学外からでも確認することができます。 

見忘れ、見落としによる不利益が生じないよう、こまめに確認するようにしてくください。 

 

・Hoppii https://hoppii.hosei.ac.jp 

 

学習支援システムにてできるだけ早めに授業の「仮登録」行ってください。仮登録を行うことで授業に関するお

知らせ・休講・教室変更・授業の課題など確認できるようになります。また授業の履修登録（本登録）は春学期中

の履修登録期間に、情報システムから行っていただく必要があります。 

 

掲示板 

掲示板については法政大学ポータルサイト（Hoppii）を参照してください。 

 

教科書・参考文献などの指定 

Webシラバスまたは授業内で担当教員が指示します。 

 

休講 

授業は、学事日程に従って行われますが、担当教員が公用、校務、出張、学会、病欠等の理由により、授業を行

えなくなり、休講となる場合があります。休講については、学習支援システムにて連絡します。学習支援システム

については、大学ウェブサイトもしくは学習支援ハンドブックを参照してください。 

 

https://hoppii.hosei.ac.jp/
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※30分を経過しても授業が開始されない場合 

不可抗力により教員が大学に休講連絡できない場合があります。授業開始から30分経過して担当教員が出講しない場合は

休講となります。ただし、教室変更により別の教室で授業が行われている可能性もありますので、Web掲示板等をよく確

認してから判断してください。 

・学習支援システム（Hoppii内） https://hoppii.hosei.ac.jp/portal 

・全学休講情報照会 https://www.as.hosei.ac.jp/kyuko/index.html 

※特別の休講措置について 

「大規模地震の発生が予想されるとき」「大規模地震（震度5以上）が発生したとき」「交通機関のストライキ」「台風など

自然災害の際」については、あらかじめ特別の休講措置が決められています（緊急時対応参照）。 

 

補講 

補講は、授業の進度や休講を補うために、原則として学事日程に定められた所定の期間に行われます。補講が行

われる科目や日時・教室等は学習支援システム（Hoppii内）で確認してください。 

・学習支援システム（Hoppii内） https://hoppii.hosei.ac.jp/portal 

 

教授室 

教授室は､大内山校舎3階、富士見坂校舎 1階、富士見ゲート2階の3ヵ所にあり、ボアソナード・タワー5階には

教員控室があります｡ 

 

学部専用施設 

キャリアアドバイザー  

 キャリアデザイン学部では、学生の皆さんの発言に真剣に耳を傾け、よりよい勉学環境を整備していきたいと考

えています。また、授業科目の中に職業選択に役立つ多数の科目を用意しています。しかし、これらの科目の中か

ら自分の興味の方向や将来の希望にマッチした科目を選んで履修計画を立てるのは、簡単なことではありません。 

 そこで、キャリアデザイン学部では、学生の皆さんの勉学上や進路選択上の相談を受けるために「キャリアアド

バイザー」という専門職を設け、学部独自にキャリア支援を行っています。キャリアアドバイザーは、アドバイザ

ー間で役割を分担し、教員と学生の間にたって様々な指導・助言を行います。履修や進路などで悩んだり迷ったり

したら、まず「キャリアアドバイザー」に相談してみてください。キャリアアドバイザーはキャリアアドバイザー

ルーム（富士見坂校舎3階）に常駐しています。キャリアアドバイザー制度を積極的に利用してください。相談の

予約はメールで行っています。 

メールアドレスは、cdadv@hosei.ac.jp です。 

 

キャリア情報ルーム 

大内山校舎3階に、キャリアデザイン学部生のためのキャリア情報ルームがあります。ここでは、専門の書籍・

雑誌の閲覧やＰＣの利用をすることが可能です。また、グループでの学習やゼミの打ち合わせのためのスペースも

設けられていますので、学生のみなさんが会話をしながら学習をすることもできます。学部生だけが自由に使用で

きる部屋ですので、積極的に活用してください。開室時間は掲示板で確認できます。 

 

ＣＡＬＳ 

 キャリアデザイン学部生が授業やゼミおよびフィールドワークの準備・整理のために使用することのできるＣＡ

ＬＳは、ボアソナード・タワー12階にあります。 

 画像処理ソフトがインストールされているＰＣやプリンター・リソグラフ（印刷機）などが使用可能です。使用

https://hoppii.hosei.ac.jp/portal
https://www.as.hosei.ac.jp/kyuko/index.html
https://hoppii.hosei.ac.jp/portal
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にあたっては授業担当教員の許可を得て、ボアソナード・タワー12階のキャリアデザイン学部資料室にて予約をし

てください。 

 

教員の連絡先について 

教員と連絡を取りたい場合は、授業時間の前後に教室へ出向くか、前もって教員に連絡方法を確認してください。

また、授業内掲示板を活用ください。教員の住所・電話番号等は非公開です。また、事務窓口では教員への連絡依頼

は受け付けていません。 

キャリアデザイン学部専任教員のみ、研究室番号や皆さんの勉学上の相談を受けるための「オフィスアワー」の時

間帯等を公開していますので、以下のURLから確認してください。 

  

 

 ■ キャリアデザイン学部専任教員 

   以下URLの教員紹介ページに、オフィスアワーの時間・場所（研究室）が掲載されています。 

※教員紹介ページ閲覧には統合認証ID/PASSが必要です。 

   https://www.hosei.ac.jp/application/shibboleth_general/8816/1664/3226/2021_cd_kyoin.pdf 

 

 ■ 兼任教員 

   授業の前後に教室や教授室にて対応します。授業内掲示板も活用してください。 

 

   ＜教授室一覧＞（授業教室に基づき、場所が異なります） 

    外濠・富士見坂校舎の教室の場合・・・富士見坂校舎1階 教授室 

    ボアソナード・タワーの教室の場合・・ＢＴ5階 教員控室 

    富士見ゲートの教室の場合・・・・・・富士見ゲート2階 教授室 

    大内山校舎の教室の場合・・・・・・・大内山校舎3階教授室 

 

授業の欠席について（感染症含む） 

大学の窓口では、基本的に欠席証明書の発行や教員への欠席連絡は行っていませんので、やむをえない事由で授

業を欠席する場合は、授業時間内もしくはその前後に教員に直接説明するようにしてください。 

ただし、感染症に罹患し、医師の指示に従って授業を欠席した場合は、本人からの申請により欠席が本人の不利

益とならないよう、担当教員に配慮を依頼します。対象となる感染症を確認のうえ、学部窓口で申請してください。 

対象となる感染症は、インフルエンザ、百日咳、麻疹（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風疹（三日ば

しか）、水痘（水ぼうそう）、咽頭結膜熱（プール熱）、結核、髄膜炎菌性髄膜炎、コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性

大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎、その他の感染症（主治医より登校を

控えるよう指示された場合）です。詳細については、ウェブサイトの診療所ページおよび学習支援システムの掲示

板で確認してください。 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/support/kenko_sodan/ 

特にインフルエンザは、最短でも5日の休養、解熱後2日は安静を要し、概ね7日間は登校できなくなります。そ

の間は、通学はもちろん、サークル活動などの外出も出来ません。不明な点がありましたら学部窓口へご相談くだ

さい。また、授業内試験を含み、試験を欠席した場合は、別途、未受験代替申請の手続きが必要です。 

詳細は、「未受験科目代替措置(期末試験・期末レポート回収日に欠席した場合)」の学部項目で確認してください。 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）と診断、あるいは濃厚接触者となった場合は、診療所ページに掲載の

ある「新型コロナウイルス感染症症（COVID-19）に関する健康状態記録表」をダウンロードのうえ、保健課（診

療所）へ送信報告してください。  

https://www.hosei.ac.jp/application/shibboleth_general/8816/1664/3226/2021_cd_kyoin.pdf
https://www.hosei.ac.jp/campuslife/support/kenko_sodan/
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よくある質問（授業） 

問い合わせの多い事例 回 答 

授業   

台風が接近しているが、明日の授業はあるのか。 

1・2時限の授業については、当日の6:00までに大学広報課公式ツイッタ

ーに休講措置の有無を掲載します。 3～5時限の授業については、当日

の10:00までに大学広報課公式ツイッターに休講措置の有無を掲載し

ます。6・7時限の授業については、当日15:00までに大学広報課公式ツ

イッター休講措置の有無を掲載します。 

体調不良で授業を休みたいので、教員に連絡してほ

しい。 

学部窓口では、欠席証明書の発行や教員への欠席連絡は行っていませ

ん。 

授業時間内もしくはその前後に教員に直接説明するようにしてくださ

い。 

ただし、定期試験やそれに準ずる試験の場合には、追試験を受けられる

可能性がありますので、学部窓口に相談してください。 

公欠、忌引、病気（軽度の）によって授業を欠席す

る場合は、どのようにしたらよいか 

授業時間内もしくはその前後に教員に直接説明するようにしてくださ

い。 

ただし、定期試験やそれに準ずる試験の場合には、追試験を受けられる

可能性がありますので、学部窓口に相談してください。 

祝日に授業をするのは止めてほしい。 

大学が学生に単位を付与するにあたっては、定められた授業時間を確

保しなければなりません。 

授業時間数を確保するために、祝日にも授業を実施する必要がありま

す。 

教員の連絡先を教えてほしい。 

各学部の対応は下記のとおりです。連絡先を公開している場合、連絡先

は履修の手引き(人間環境学部はホームページ)に掲載しています。                                     

法学部： オフィスアワーを活用してください。 

文学部： 専任教員のみ公開。 

経営学部： オフィスアワーを活用してください。 

国際文化学部： 専任教員のみ公開。その他は、オフィスアワーを活用

してください。 

人間環境学部： 専任教員のみ公開。 

キャリアデザイン学部： 専任教員のみ。 

GIS： Office hourページを確認してください。 
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◆試験 

試験 

春学期は７月中旬、秋学期は１月中旬より定期試験を実施します。科目によっては授業時間中の試験・レポート

提出・平素の学習状況などで評価し、定期試験に代えることがあります。 

 

試験時間割 

（１）定期試験の時間割は、試験開始日の１週間前に発表します。 

（２）試験時間は、原則として基礎科目60分、専門科目は60分と90分です。 

（３）試験時間割は通常の授業とは実施曜日・試験時間・試験教室等が異なるので注意してください。 

（４）試験時間割の見誤りによる試験日、試験時間、試験教室のとり違いが多いので、必ず本人が試験時間割を見

て確認し、間違いのないようにしてください。 

 

受験上の注意 

（１）受験科目は登録した授業科目に限ります。未登録科目を受験しても単位修得は認められません。 

（２）受験者は必ず指定された教室で受験し、試験場では試験監督者の指示に従ってください。 

（３）受験中は学生証を通路側の机の上に呈示してください。試験当日学生証を忘れた者は、授業期間は各学部窓

口、試験期間は試験本部において「仮受験票」の発行を受けてから試験場に入ってください。 

（４）答案には必ず学部、学科、学年、組、氏名、学生証番号等を明記してください。答案でこれらが不明な場合、

評価ができないこともあります。 

（５）試験開始後20分間は退出できません。また、試験終了10分前は退出できません。 

（６）試験開始20分経過後は入室を認めず欠席扱いとなります。毎年、遅刻のため受験できず、不合格になるケー

スが発生しています。試験当日は余裕をもって、少なくとも開始３０分前には大学に着いているようにして

ください。なお、レポート提出による試験も同様の扱いとなります。 

（７）試験中の不正行為は厳重に処分されます。学生としての真摯な態度で試験に臨んでください。 

（８）ノート、参考書等の参照が許されている授業科目を受験するときは、必ず自分のものを使用してください。

貸借は認めません。試験中の貸借は不正行為とみなします。 

（９）答案を提出しないで試験場から退場した場合は不正行為とみなします。白紙の場合でも氏名等を記入して必

ず提出してください。 

（10）各学部窓口では、試験に際して使用する筆記用具等の貸出しは行いません。 

 

レポート提出の仕方 

レポートの作成方法について、学習支援ハンドブックを参照してください。なお、各学部窓口では、原則とし

てレポートの受領はしません。 
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試験等の不正行為の処分基準 

試験等における不正行為は、学生の本文に悖る行為であり、学則53条の規定する懲戒の対象となります。法学部

では、下記の基準に基づいて不正行為に対する処分を行います。 

 

１ 処分基準 

（１）定期試験（それに相当する授業内試験を含む）における不正行為 

不正行為様態 処分内容 

①計画性の弱い、または偶発的な不正行為 

例： 

ａ．他人の答案の覗き見 

ｂ．問題・答案用紙配布後の話し合い 

ｃ．参照可の資料等の貸借 

ｄ．不審な挙動を注意した監督者の指示に従わない 

ｅ．答案の持ち帰り 

 

○厳重注意、譴責または１カ月未満の停

学 

○当該科目は無効（Ｅ評価） 

 

② 計画性が強い、または意図的な不正行為 

例： 

ａ．参照不可の試験でカンニングペーパー使用 

ｂ． 〃       机上への書き込み 

ｃ． 〃       テキスト・ノート等の閲覧 

ｄ．参照可の試験で許可されたもの以外の参照・使用 

ｅ．許可されていない機器（携帯電話・スマートフォン等）

の持ち込み、使用。 

ｆ．答案用紙の交換（行為の態様により③の受験依頼に該

当） 

ｇ．組織的なカンニング行為 

 

○停学１カ月以上３カ月未満 

○当該科目は無効（Ｅ評価）に加え、原則

として当該学期全履修科目の受験を無

効（Ｅ評価） 

 

③ 受験依頼（いわゆる替え玉受験） 

例： 

ａ．依頼された他人が本人になりすまして受験（本人の

学生証使用） 

ｂ．答案提出直前に依頼した学生の氏名に書き換えて提

出 

 

○停学３カ月以上６カ月未満または無期

停学 

○当該学期全履修科目の単位を無効（Ｅ評

価） 

 

※上記③に関し、依頼を受けて受験行為を行った者も学則上の処分の対象となりうる。 

 

（２）論文（卒業論文を含む）、レポート、作品等の成績評価に関わる提出課題における不正行為 

不正行為様態 処分内容 

①剽窃（ひょうせつ）行為 

例： 

ａ．他人の論文、出版物、ウェブサイト、作品等から、

適切な引用処理を行わずに限定的に流用した 

 

○厳重注意または譴責 

②悪質な剽窃（ひょうせつ）行為 

例： 

ａ．他人の論文、出版物、ウェブサイト、作品等から、

適切な引用処理を行わずに流用した 

ｂ．他人と示し合わせ、他人とほぼ同一の内容で課題を作

成し提出した 

 

○停学３カ月未満 

○当該科目は無効（Ｅ評価） 
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ｃ．他人が作成した論文等を、自己の氏名に書き換えて提

出した 

ｄ．指導にも関わらず繰り返し剽窃行為を行った 

 

③代筆依頼 

 例： 

 ａ．論文・レポート等の作成を代行する企業・個人等の他

者に作成を請け負わせ、納品物を自己が作成したもの

として提出した 

 

 

○停学３カ月以上６カ月未満 

○当該科目は無効（Ｅ評価） 

 

④その他不正行為 

 例： 

 ａ．データの捏造（ねつぞう）、改竄（かいざん）。 

 

 

○停学３カ月未満 

○当該科目は無効（Ｅ評価） 

※上記③に関し、依頼を受けて代筆行為を行った者も学則上の処分の対象となりうる。 

 

（３）授業・試験等の出席に関わる不正行為 

不正行為様態 処分内容 

①代返行為・虚偽申告 

例： 

ａ．他人に依頼し自己の出席報告を行わせた 

ｂ．他人から依頼を受け他人の出席報告を行った 

ｃ．出席報告書（出席カード等）の偽造により提出した 

ｄ．欠席理由に係る証明書類（診断書等）を偽造または虚

偽の内容により提出した 

※出席報告には、口頭によるもの、出席カード等紙面によ

るもの、学生証の情報を読み取るもの、各種システムを

介して行うもの、いずれも含む。 

 

 

○厳重注意、譴責または１カ月未満の停学 

 

（４）不正行為を複数回行った場合 

過去、不正行為により処分を受けたことがある者が、在学中に再び前記（１）～（３）のいずれかの不正行為

を行った場合には、処分を加重し、基準より重い処分を行うことがある。 

 

２ 懲戒処分の発効日 

原則として当該学期の定期試験期間最終日の翌日とする。 

 

３ 本基準の適用日 

 ２０１８年４月１日から 

以上 
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研究活動の不正行為について 

科学は、信頼を基盤として成り立っています。しかし、残念なことに、データ捏造・改ざんなどの研究不正行為

や研究費の不正使用が生じており、報道でもとりあげられています。このままでは、科学に対する信頼が揺らぎか

ねません。 

 このような背景から、研究者だけではなく、学生にも研究者倫理に関する知識及び技術を身に付けることが求め

られています。  

※「試験等における不正行為の処分基準」の（2）論文（卒業論文を含む）、レポート、作品等の成績評価に関わる

提出課題における不正行為の不正行為様態にも、盗用に当たる剽窃（ひょうせつ）行為、悪質な剽窃（ひょうせつ）

行為、その他の不正行為としてデータの捏造や改ざんが処分を受ける行為として定められています。 

 

*************************************************************************************************************** 

代表的な不正行為  
（文部科学省が定める「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」において、以下が代表的な

不正行為とされています。） 

捏造（Fabrication）     
存在しないデータ、研究結果等を作成すること 

改ざん（Falsification）   
研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によって得られた結果等を真正でないものに加

工すること 

盗用（Plagiarism）  
  他の研究者のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文又は用語を、当該研究者の了解もしくは適

切な表示なく流用すること  

 

本学では「研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程」をはじめとする様々な規程やルールを定め、研

究活動における不正行為の防止に取り組んでいます。研究活動における不正行為を認識し、研究倫理教育を学習す

ることで、研究者倫理に関する規範意識を身につけてください。 

【参考】 

・「研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程」 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/6616/0697/3412/fuseiboshi_taiou_kitei2019.pdf 

 

・「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」 

 （平成26年8月26日 文部科学大臣決定） 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/08/__icsFiles/afieldfile/2014/08/26/1351568_02_1.pdf 

 

・「科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－」 

 （独立行政法人日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集委員会） 

https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/rinri.pdf 

 

お問い合わせ先 法政大学研究開発センター suisin@adm.hosei.ac.jp 

  

https://www.hosei.ac.jp/application/files/6616/0697/3412/fuseiboshi_taiou_kitei2019.pdf
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/08/__icsFiles/afieldfile/2014/08/26/1351568_02_1.pdf
https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/rinri.pdf
mailto:suisin@adm.hosei.ac.jp
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未受験科目代替措置（追試験等） 

期末試験・期末レポート回収日に欠席した場合 

 

本人の病気等、以下のやむを得ない事態により、期末試験（定期試験およびそれに準ずる試験）を受験できなか

った場合は、必要書類を持参の上、未受験申請をすることができます。 

申請理由によっては未受験資格を得られない場合もありますので、自己判断せず、期末試験を受験できないと判明

した時点で、学部窓口へ相談してください。 

申請時は、「①履修登録科目確認通知書」と「②必要書類」「③レポート回収日に欠席した場合、申請時に提出予

定であったレポート」を持参してください。 

【未受験科目の代替措置の申請について】 

理 由 必要書類 備 考 受付期間 

電車遅延 遅延証明書 以下の場合は認めない。 

・通学区間外の経路を利用

して遅刻した場合 

・遅れた時間以上の遅延証

明書がない場合（※1） 

・試験開始時刻以降の入室

を想定した場合（※1） 

試験実施日当日のみ 

病気・怪我 診断書（コピー不可・試験当

日に登校が不可能である旨

がわかる記載が必要） 

本人の病気・怪我のみ 当該試験実施日の翌日

から1週間以内（翌週の

同じ曜日まで）、かつ、

定期試験期間最終日ま

で。 

 

受付最終日が、窓口業務

を行わない日の場合は、

その翌窓口開室日まで。 

 

なお、受付最終日までに

手続きができない場合

は、学部窓口へ連絡・相

談すること。 

忌引き 会葬礼状 親族二親等（両親・兄弟姉妹・

祖父母）の通夜・告別式のみ 

就職活動 氏名・日程等が記載された通

知等 

採用選考日（面接・筆記試験）

のみ（※2） 

公務員・教員・資

格試験 

氏名・日程等が記載された通

知等（受験票等） 

試験日・訪問日のみ 

指定試験合格者奨励金、L・

Uキャリアアップ奨励金の

該当資格のみ 

体育会 保健体育部発行の 

「競技参加による欠席願」 

体育会所属の学生のみ 

国体・国家代表等 対象学生の名前が記載され

ている大会の競技日程等 

 

教育実習、介護実

習、資格課程科目

の 実 習参 加日 程

との重複 

実習参加証明書 機関名・実習期間・学生所属・

氏名が記載されたもの 

※1 例：試験開始から21分遅れたが、20分の遅延証明しかない場合等。 

※2 面接・筆記試験以外の場合（または面接・筆記試験で通知等がない場合）、受験企業から採用に直結すること

の証明を得ること。 

その場合、学務部指定の就職試験受験証明書を必要書類とする。 
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再試験 

進級再試験について 

  ３年次生で、進級要件に２科目以内（ただし、ＩＬＡＣ科目／市ヶ谷基礎科目のうち４群必修科目に限る）の

不足を生じた者について進級再試験を行います。 

  （１）受験対象科目 

     ILAC科目／市ヶ谷基礎科目４群必修（外国語）科目のうち、当該年度において履修登録をしており、Ｄ

評価を受けた科目のみが対象となります。（Ｅ評価は除く） 

  （２）受験可能科目数 

     最大２科目まで 

    ※３年次生は、進級発表日に必ず自分で進級の可否を確認してください。再試験受験の申込みは進級発表 

      当日を含み２日間、本人に限ってキャリアデザイン学部窓口で受付します。詳細はWeb掲示板で発表しま

す。 
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卒業論文 

 

卒業論文について 

  

４年次生は、原則として演習を履修することを前提に卒業論文を書くことができます。希望する場合は、次の諸

注意をよく読んで手続きをしてください。 

科 目 名 卒業論文（演習科目 選択） 期間・単位 通年科目 ４単位 

 

◆履修にあたっての注意 

・年間科目のため、履修登録は４月のみ可能です。 

・履修中に休学期間がある場合は、履修が取り消されます。 

・卒論は審査の上で評価される科目です。単に提出すれば単位を修得できるという安易な気持ちで履修しないよう

にしてください。特に卒論単位修得の可否で卒業できるかどうかが決まるような履修はお勧めできません。卒業に

必要な単位数をよく考えた上で計画的に履修してください。 

 

◆履修登録から成績評価までの流れ 

(1) 指導教員の決定 

卒論指導教員を決定します。 

指導してほしい教員（キャリアデザイン学部専任教員に限る。通常は所属するゼミの

指導教員）に面会の上、その教員の許可を受けてください。 

＜ゼミに所属していない学生＞ 

卒論指導願に卒論テーマ（論題）、テーマ設定理由、執筆計画等の必要事項を記入の

うえ指導教員の押印を受けて、期日までに卒論指導願を提出してください。 

（提出日、卒論指導願配付場所、提出先は掲示を確認してください。） 

 

※共同執筆も認めますが、その場合でも手続きは執筆者ごとに必要になります。 

※論文形式でない「作品」等も認めますが、その場合は、形式や要件について指導教

員と相談してください。 

(2) 履修登録 各自が許可を受けた指導教員の「卒業論文」科目を履修登録することが必要です。 

(3) 卒業論文執筆・指導 執筆計画に従い、随時指導教員の指導を受けながら、卒論を執筆してください。 

(4) 卒業論文提出 

2021年12月13日（月）～17日（金）17：00（期限厳守） 

学部窓口受付時間内に提出してください。遅れた場合は理由のいかんを問わず受け付

けられませんのでご注意ください。 

※卒論は正副２部作成し、１部（正）を提出、１部（副）は面接審査時に各自が持参

してください。 

(5) 面接審査（口頭試問） 
指導教員による面接審査（口頭試問）を実施します。 

日程等の詳細については、指導教員の指示によります。 

(6) 評価 指導教員が卒業論文の評価を行います。評価結果は成績通知書にて通知します。 

 

2020年度の卒業論文については、コロナウイルス感染症拡大の影響により、体裁や提出方法等

が変更になりました。今後の状況により、2021年度についても変更となる可能性があります。 
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◆卒業論文の要件 

論文枚数 
400字詰原稿用紙に換算して50枚以上（20,000字以上） 

 ※共同執筆の場合は、執筆分担を明記し、１人あたりの分担は上記の基準を超えること。 

論 文 の 体

裁 

(1)提出用の論文１部については、必要事項（（論題、学生証番号、クラス、氏名、指導教員名））を記

載した所定ファイルに綴じること。 

(2)必要事項（論題、学生証番号、クラス、氏名、指導教員名）を記載した表紙を作成すること。 

(3)指導教員の指示に従って要旨を800字程度で作成し、表紙の次に綴じること。 

(4)要旨の次に目次を設けること。 

(5)論文中に引用した部分や図・表については、必ず出典を明記すること。 

(6)ワープロソフト等で作成する場合は、Ａ４判、左綴じ、横書きとし、文字のポイントは10～12ポ

イントとすること。１ページは、40字×30行とする。 

(7)論文の体裁についての詳細は、指導教員に相談すること。 

その他 

論文形式でない「卒業作品」の場合 

・作品も認めるが、要件は「卒業作品」＋ドキュメント（400字詰原稿用紙に換算して30枚以上）と

する。 

・共同の「卒業作品」の場合は、分担を明記し、１人あたりの分担は上記の基準を超えること。 

共同研究・共同プロジェクトの場合 

・400字詰原稿用紙に換算して50枚以上（20,000字以上） 

 ※共同執筆の場合は、執筆分担を明記し、１人あたりの分担は上記の基準を超えること。 

・上記の論文枚数および体裁の形式にまとめて提出すること。 

 

論文形式でない「作品」および共同研究・共同プロジェクトの場合は、形式や要件について指導教員

とよく相談してください。 

   

◆その他 

 ・特に優れた卒論であると評価されたものについて、学部から表彰することがあります。 

 ・卒論発表会で優れた評価を得たものは、法政大学キャリアデザイン学会の学会誌に掲載することがあります。 

 

◆提出時のチェック事項 

＜論文＞＜共同研究・共同プロジェクトの場合＞ 

□400字詰原稿用紙に換算して50枚以上（20,000字以上）あるか 

□Ａ４判、左綴じ、横書きになっているか 

□文字のポイントは10～12ポイント、１ページは、40字×30行となっているか 

□所定ファイルに綴じ、背表紙および前面に必要事項（論題、学生証番号、クラス、氏名、指導教員名など）の記

載があるか 

□所定ファイル内の1枚目に必要事項（論題、学生証番号、クラス、氏名、指導教員名）が記載された表紙があるか 

□表紙の次に要旨があるか。要旨の体裁（Ａ４ １枚、40字×20行）は整っているか 

□要旨の次に目次があるか 

□論文中に引用した部分や図・表の出典をすべて明記しているか 

□共同執筆の場合は、執筆分担を明記してあるか 

□共同執筆の場合は、１人あたりの分担は400字詰原稿用紙に換算して50枚以上（20,000字以上）を超えているか 

＜論文形式でない「作品」の場合＞ 

□卒業作品＋ドキュメント（400字詰原稿用紙に換算して30枚以上）となっているか 

□共同作成の場合は、各自の分担が明記されているか。１人あたりの分担は上記の基準を超えているか。 

以上 
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◆成績 

成績 

成績評価 

 (1) 成績評価は、セメスターごとの定期試験または授業内試験、レポート、平素の学習状況などによって行います。 

 (2) 評価の基準は次のとおりです（※2019年度より変更）。 

 合 格（単位修得） 不 合 格 

成績評価 S A+ A A- B+ B B- C+ C C- D E 

素点区分 100～90 89～87 86～83 82～80 79～77 76～73 72～70 69～67 66～63 62～60 59～60 未受験・採点不能 

GP 4.0 3.3 3.0 2.7 2.3 2.0 1.7 1.3 1.0 0.7 0 0 

 

履修した授業科目の単位を修得するためには、試験に合格し単位が認定されなければなりません。授業科目によ

っては、定期試験ではなく授業期間内に行われる試験やレポート課題、平常点によって評価される場合もあります。 

成績評価の定義は下記のとおりです。 

 

S：学習目標を満たし卓越した成績をあげた 

A：学習目標を満たし優秀な成績をあげた 

B：おおむね学習目標を満たした 

C：最低限の学習目標を満たしたが、不十分な点も見られる 

D：学習目標を満たしていない 

E：未受験、採点不能 

 

各グレード内で特に留意すべき加点・減点がある場合、＋－を付加します。ただし、SとDに関しては＋－を使用

しません。 

成績評価基準は「GPA制度」を参照してください。 

 

成績発表 

 成績発表は、春学期は9月、秋学期は2月下旬～3月に行います。詳細については、本冊子の「学部項目」および

Web掲示板で確認してください。 

 なお、学部2年生は進路希望登録、学部4年生は進路決定報告を、成績発表までにキャリアセンターのシステムへ

登録する必要があります。詳細はキャリアセンターで確認してください。 

 

 

GPA 制度 

（１）GP(Grade Point)について（2019年度より適用） 

成績評価S、A+、A、A-、B+、B、B-、C+、C、C-、Dの11段階と未受験・その他の場合の評価Eに、それぞれグ

レードポイント（Grade Point）がつきます。11段階の成績評価と評価基準とグレードポイントの関係は次のとお

りです。 

 

 合格（単位修得） 

成績評価 S A+ A A- B+ B 

評価基準 100‐90点 89‐87点 86‐83点 82‐80点 79‐77点 76‐73点 

GP 4.0 3.3 3.0 2.7 2.3 2.0 
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 合格（単位修得） 不合格 

成績評価 B- C+ C C- D E 

評価基準 72‐70点 69‐67点 66‐63点 62‐60点 59‐0点 未受験・他 

GP 1.7 1.3 1.0 0.7 0.0 0.0 

 

（２）GPA（Grade Point Average）について 

履修した科目の成績評価としてSからDまでの11段階評価がつきますが、11段階評価を4.0～0.0までのポイント

に置き換え、履修した単位数を掛けます。これがその科目のポイント数になります。さらに履修したすべての科目

のポイント数を合計し、履修単位総数で割って平均点を算出します。これがGPA（Grade Point Average）です。

GPAの算出方法については次のとおりです。計算値は小数点以下第3位を四捨五入して表記します。 

 

 

GPA = 
<履修登録した各科目のGP×その科目の単位数>の総和 

履修登録した全科目の総単位数 

 

（３）GPAを表示する書類について 

・成績通知書 

GPA（春学期・秋学期）：各学期・セメスターのGPA 

累積GPA：直近の学期・セメスターまでを通算したGPA 

GPA（年度内）：各年度内のGPA 

同じ学年・所属で上位25%、50%に位置する学生のGPA 

・成績証明書 

累積GPA：直近の学期・セメスターまでの在学期間を通算したGPA 

 

（４）履修取消について 

未受験その他によるE評価の科目は、GPA計算式において、GPを0点として分子に算入し、単位数を分母に算入

しますので、E評価が多いほどGPAが低下します。シラバスを読み、履修したい科目を慎重に決めたうえで、科目

登録をしてください。一度登録した科目は責任をもって履修してください。ただし、一定期間内に手続きすれば、

登録を取り消すことができます。履修取消の期限については、履修登録の際に必ず確認してください。 

 

（５）不合格（D、E評価）になった科目の再履修 

 不合格（D、E評価）になった科目も再履修してS～C-評価を修得した場合は、それ以前の評価の代わりに、最後

の成績評価のみをGPAに参入します。結果としてGPAは上昇します。2011年度秋学期より、成績通知書には過去の

E評価はすべて表示されています。 

 

（６）活用方法 

GPAは成績を数値化し、客観的にみるための手段です。セメスターごとと通算の二つのデータが出されるので、

1年次と2年次、あるいは3年次、4年次の成績を比較したり、推移を確認したりすることで学習効果を自分で確認す

ることができます。GPAが上がっていれば、さらなる学習の展望が拓けます。また、下がっていれば、なぜ下がっ

たのかを分析し、成績向上につなげられます。GPA制度を活用し、自分の学習管理に役立ててください。本学では

奨学金の選考基準の一つとして、GPAを活用しています。 

 

（７）GPAに算入されない科目について 

 教職科目や資格科目など、卒業所要単位以外で履修する科目はGPAには算入されません。RS評価（留学による外

国大学の修得単位認定）、RR評価（他大学などの単位認定）のような単位認定による評価も算入されません。一方、
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卒業所要単位数を超えて履修したILAC/市ヶ谷基礎科目・専門科目については算入されます。 

 この他にもグレード評価には馴染まないと各学部・学科等が判断した科目については「P-F評価」（Pass（合格）

/Fail（不合格））という形で成績評価をすることがあります。このP-F評価指定科目についてもGPAには算入されま

せん。 

 

成績発表（進級および卒業発表） 

成績発表 

 (1) 春学期および秋学期の所定期間内に「成績通知書」をWeb上で公開します。 

 (2) 春学期セメスターの成績は９月中旬にWeb上で発表し、秋学期セメスターの成績は２月下旬～３月上旬に発

表します。 

 (3) 成績通知書は、次セメスターの履修科目選択の資料となります。 

 

進級および卒業発表 

 ３月上旬～中旬に行います。成績通知書をもって、１～３年生は進級発表、４年生は卒業発表とします。発表方

法については、Web掲示板を参照してください。 

 キャリアデザイン学部では、卒業再試験は一切ありません。卒業要件をたとえ１単位でも満たせなかった場合は

留級が確定します。計画的な履修を心がけてください。 

 

成績評価調査 

 下記対象に該当し期間内に受付をした場合は成績調査を行います。「履修登録確認通知書」および「成績通知書」

を持参のうえ、手続きしてください。 

 対象となるのは、履修登録した科目にきちんと出席し、シラバス記載の成績評価基準を満たし、授業内容の理解

や試験受験（またはレポートなどの課題を果した）をしたにもかかわらず、その評価がＥ（未受験・採点不可能）

になっているか、またはＤ（不合格）で評価に疑問を感じた場合です。 

 ＊授業の「教室にいた」、試験を「受けた」、レポートを「出した」だけでは、内容によってはＳ～Ｃ－の評価が

つかないことがあります。 

 ＊「何点とれたか知りたい」という理由では、調査の対象とはなりません。 

 ＊成績調査については、原則として評価変更の有無のみを回答します。 

 ＊履修登録をしていない科目は、調査の対象外です。履修登録した科目を「履修登録確認通知書」で確認してく

ださい。 

 受付期間は、Web掲示板で確認して下さい。 

 

 

保証人の成績通知について 

本学では年２回、春学期分は １０月末頃、秋学期分は翌４月末頃に「成績通知書」を正保証人に送付します。な

お、窓口で所定の手続きをとることで、成績通知書の保証人への送付の有無を変更することは可能です。 
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よくある質問（試験・成績） 

問い合わせの多い事例 回 答 

試験・成績   

第二体育会の公欠願は未受験代替措置の対象にならないか。 未受験代替措置の対象となりません。 

帰省中（海外留学生）、留学中のため、成績調査期間に窓口

に行くことができないが、成績調査を受け付けて欲しい。 

事前に成績調査期間を周知したうえで、窓口で本人確認をし受

け付けているため、窓口に来られない場合は受け付けられませ

ん。 

※SA参加者のみメールで対応しています 
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◆留学 

学部留学 

スタディ・アブロード（SA）プログラムについて（2021年度参加） 

キャリアデザイン学部では，2012年度よりスタディ・アブロード（ＳＡ）プログラムを実施しております。集中的に

英語を学び，英語によるコミュニケーション能力を向上させるとともに，今後のキャリア形成の礎となる実践的英語ス

キルの習得を目指します。国際社会でのマナーとルールを身につけると同時に，そのプロセスを通じて国際人としての

素養と自覚を高め，将来国際的に活躍するための意欲を培うことを期待しています。 

 

■ＳＡ先大学： 

(1)ニュージーランド オークランド大学  

(2)オーストラリア アデレード大学  

■期間：各大学とも2021年8月～12月（予定） 

■人数：各大学５名 

■単位認定：最大16単位を上限に、学部専門科目（関連科目：スタディ・アブロードⅠ～Ⅳ）として認定を行う 

■ＳＡ参加原則： 

・キャリアデザイン学部に在籍し、所定の選考を通過すること 

 ※但し、2012年度以降に入学し、応募時に1～3年次に在籍、SA参加時に2～4年次に在籍していること。編入生は要相談。 

・心身ともに健康で、海外での生活に順応できること 

・事前の英語教育として、SAプログラム実施の2021年度春学期末までに以下11科目の中から4単位以上履修・修得し

ていること 

・ガイダンス（ＳＡ先での安全面などの指導）に参加すること 

・留学中は隔週、報告書を提出すること 

・帰国後は報告会に参加すること 

 

【SAプログラム 事前英語教育 対象科目】 

 
2014年度以降入学者 

科目名 
科目群 単位数 

1 
Practical English 

（オーラル・コミュニケーション）A-Ⅰ 

ILAC科目4群 

市ヶ谷基礎科目4群 

各科目 

1単位 

2 
Practical English 

（オーラル・コミュニケーション）A-Ⅱ 

3 
Practical English 

（オーラル・コミュニケーション）B-Ⅰ 

4 
Practical English 

（オーラル・コミュニケーション）B-Ⅱ 

5 English for Study Abroad Ⅰ 

6 English for Study Abroad Ⅱ 

7 国際コミュニケーション語学（英語Ⅰ） 

学部関連科目 

8 国際コミュニケーション語学（英語Ⅱ） 

9 国際コミュニケーション語学（英語Ⅲ） 

10 国際コミュニケーション語学（英語Ⅳ） 

11 国際コミュニケーション語学（英語Ⅴ） 

     ※入学年度によって科目名が異なります 
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■概算費用： 

SAプログラムの費用は全額個人負担となります。留学中も法政大学での学費は免除となりませんので注意して

ください。外貨の換算レートにより変動しますが、現地大学での授業料、宿泊費、渡航費、ビザ申請料、保険を合

計した概算の費用は下記のとおりです（パスポート申請料、小遣い等は含まれておりません）。費用の詳細は、SA

プログラム説明会（9月予定）にてお知らせします。 

・（ニュージーランド） オークランド大学 約 90～120万円 ※外貨の換算レートにより変動します。 

・（オーストラリア）  アデレード大学 約100～130万円 ※外貨の換算レートにより変動します。 

 

■スケジュール（予定）： 

2020年度  2021年度 

9月 SAプログラム説明会  4月 事前英語教育 履修登録 

10月 SAプログラム申し込み締切  4月 第1回ガイダンス 

11月 選考  7月 第2回ガイダンス 

12月 ＳＡ参加学生の決定  8月 出国 

1月 ELPA英語プレイスメントテストα実践 受験  12月 帰国 

1～3月 各種手続き  1月 帰国報告会、 

ELPA英語プレイスメントテストα実践 受験 

  ※詳細が決まり次第、キャリアデザインWeb掲示板に掲示します。 
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学部留学奨学金 

■SA奨学金 

キャリアデザイン学部のSAプログラムへの参加を奨励することを目的とした、奨学金制度です。返済の必要はあ

りません。 

給付対象者の決定は、SA奨学金申請願などの必要書類を提出し、学部成績や語学試験のスコア、事前英語教育の

履修状況などから総合的に判断して行います。 

金額は、SAプログラムの総費用の３割程度を目途として給付されます。なお、SA奨学金の給付は、SA費用の総

額から奨学金分を減額することにより行います。 

詳細はSA参加学生募集説明会にてご説明いたします。 

 

大学留学制度について 

法政大学には「派遣留学制度」「認定海外留学制度」などの長期留学制度があります。また、海外の協定大学から

の交換留学生のために開設された、英語で行われる特別講座を受講できる「交換留学生受入れプログラム（ESOP）」

も行われています。各種プログラムの詳しい内容はグローバル教育センターにお問い合わせください。 

URL： https://www.global.hosei.ac.jp/programs/ 

  

https://www.global.hosei.ac.jp/programs/
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◆学籍 

学生証 

（１）学生証について 

本学の学生であることを証明するものです（記載内容は下記写真参照）。学生証は常時携帯し、本学教職員に求

められた場合には提示しなければなりません。当該年度の裏面シールを貼付することにより学生証として有効にな

ります。 

また、学生証は磁気ストライプカードとなっています。証明書自動発行機、図書館、スタディールームなどの利

用には学生証が必要となります。 

なお、スマートフォンやスピーカー、磁石留め具、クレジットカードなど強い磁気を発する物に近づけることで

磁気が破損されることがありますので保管には十分注意してください。万一、磁気が破損されてしまった場合には

再度、磁気データの書き込みを行いますので、学生センターまたは学部事務室に申し出てください。（特にスマー

トフォンケースと一緒に学生証を携帯し、磁気が破損するケースが散見されています。十分注意してください。） 

 

（２）裏面シールについて 

新入生は学期はじめのガイダンスで学生証に貼付して渡します。 

次年度以降、春学期入学生は4月に学費納付書と一緒に新年度の裏面シールを送付します。秋学期入学生は9月に

学費納付書と進級後の裏面シールを送付します。新年度の裏面シールは旧年度の裏面シールをはがしてから貼付を

してください。 

 

（３）学生証・裏面シールの再発行について 

学生証（裏面シール部分を含む）を汚損・紛失したときは、直ちに自分の所属する学部窓口に申し出てください。

特に紛失した場合には、悪用による被害を受けないよう、警察にも届け出てください。大学内で紛失した場合は、

まず学生センターへ問い合わせてください。 

再発行を受けた場合、学生センターにて手続きをする必要があります。 

 

学生証（表面）             学生証（裏面シール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

再発行が必要なもの 発行手数料 申請方法 再発行日 

学生証＋裏面シール 2,000円 

所属学部窓口 
申請日の翌日 

（裏面シールのみは当日） 
学生証のみ 1,800円 

学生証裏面シールのみ 200円 

※学生証の紛失・盗難の場合は、警察にも届けてください。 

※新年度の学年・クラスが印刷された裏面シールは、春学期入学生は4月上旬、 

秋学期入学生は9月上旬に郵送される新年度の学費振込依頼書に同封されています（新入生以外）。 

※記入欄がいっぱいになった場合の裏面シールの追加発行は学生センターで行っています（無料）。 
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進級及び卒業 

（１）進級 

在学年数（年次毎に1年以上）を満たし、必要単位を修得すると、春学期入学生は4月、秋学期入学生は9月に自

動的に進級します。 

 

（２）卒業 

在学年数（4年以上）を満たし、必要単位を修得すると3月または9月に卒業となります。春学期入学生の3月卒業、

秋学期入学生の9月卒業は手続きの必要無く自動的に卒業となりますが、春学期入学生の9月卒業は、4月末までに

申請が必要です。同様に秋学期入学生の3月卒業は、9月末までに申請が必要です。 

なお、卒業要件を満たした後での希望留年はできません。 

 

（３）修業年限および在学年限 

 本学の修業年限は4ヵ年です。また、休学期間を除き、大学に8ヵ年を超えて在学することはできません。春学期

に在学し、秋学期に休学、退学および除籍となった場合、あるいは秋学期に復学および復籍した場合や春学期に休

学し秋学期に在学した場合、当該年度の在学期間は0.5年として計算します。 

 なお、2年次転・編入学者は6ヵ年を超えて、3年次転・編入学者は4ヵ年を超えて在学することはできません。 

 

早期卒業 

早期卒業について 

 

 キャリアデザイン学部早期卒業に関する規程（規定第９２７号）第２条 

 第２条  早期卒業を認める学生は、次の各号に定める要件を全て満たしていなければならない。 

 （１）早期卒業終了時までに卒業所要単位を修得し、かつＧＰＡが３．０以上の者。 

 （２）専門科目および※市ヶ谷基礎科目の修得科目のうち、それぞれ９割以上がＡ－評価以上であること。 

 （３）３年次に演習（発達・教育）、演習（ビジネス）又は演習（ライフ）を履修、修得していること。※※ 

 （４）卒業論文に準ずる論文や作品等を執筆または制作し、高い評価を得た者。 

 ２ 前項第１号及び第２号にかかわらず、本学大学院又は専門職大学院に進学する者については、前項第１号

及び第２号の要件を次のとおりとする。 

 （１）早期卒業時までに卒業所要単位を修得し、かつＧＰＡが２．７以上の者。 

 （２）専門科目及び※市ヶ谷基礎科目の修得科目のうち、それぞれ８割以上がＡ－評価以上であること。 

 ※2017年度以降入学者は「ＩＬＡＣ」科目として履修します。 

 

 早期卒業の手続きスケジュール等 

  ～10月下旬 早期卒業申請受付 

  12月中旬 卒業論文に準ずる論文・作品提出 

   ＊４年生の卒業論文提出期間と同様 

  ２月上旬 早期卒業希望者に対する面接（口頭試問） 

  ３月上旬 面接（口頭試問）の結果通知 

   ＊４年生の卒業発表期間と同様 

  ３月24日 条件を満たした場合、卒業 

 

 ＊詳細は掲示等でお知らせします。  
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修業年限及び在学年限 

１ 本学の修学年限は最短４ヶ年です。 

２ 休学期間を除き、本学に８ヶ年を超えて在学することはできません。 

  ２年次転・編入学者は６ヶ年を超えて、３年次転・編入学者は４ヶ年を超えて、在学することはできません。 

３ 春学期セメスターに在学して秋学期セメスターに休学または退学・除籍になった場合、あるいは、秋学期セメ

スターに復学・復籍した場合、当該年度の在学期間は０．５年となります。 

 

休学・退学等 

（１）休学 

届出用紙：本学ウェブサイトからダウンロード 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/kyugaku/gakubu/ 

 手続き：所属学部窓口 

 

病気その他のやむを得ない事由で、一定期間授業に出席できない学生は休学することができます。休学を希望す

る学生は、所定の手続きを期限内に行い、許可を得なくてはなりません。 

春学期休学・秋学期休学の場合、年間科目の履修が無効となりますのでご注意ください。年間休学は春学期入学生

のみ申請可能です。 

教職・資格科目を履修している場合は教職・資格担当に、事前に相談・手続きをしてください。奨学金を受けて

いる場合は、学生センター厚生課に必ず相談・手続きをしてください。修学支援制度の対象となっている場合は、 

学部窓口の担当者に申し出るとともに、学生センター厚生課に連絡してください。 

 

①休学願の届け出期限：下表のとおり。 

休学希望期間 休学願提出期限 

年間 
5月31日 

春学期 

秋学期 10月31日 

※休学願届け出期限日の学部窓口取扱いがない場合は、その前日が期限となり 

ます。窓口取扱い時間については、本冊子の「学部項目」、Web掲示板、ウェブサイトなどで確認してください。 

 

②休学中に必要な費用：休学在籍料及び諸会費 

 

休学期間 

 

必要な費用 

休学在籍料 諸会費 

年間休学 10万円 

原則として諸会費の納入はなし        

※ただし、4年次に進級した最初の年度のみ、諸会費

のうち、校友会費（3万円）を納入 

春学期休学 

秋学期休学 
5万円 当該学期の諸会費を納入 

※上表にかかわらず、入学（復学及び復籍を含む）した当該学期に休学した場合は、当該学期における授業料、実

験実習料、教育実習費及び諸会費の納入が必要です。ただし、休学在籍料については、休学当該期間のうち、 

入学した当該学期の納入は必要ありません。 

 

 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/kyugaku/gakubu/
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③休学期間・回数等：年間休学、春学期・秋学期休学に関わらず、当該年度に限ります。引き続き休学を希望する

場合は改めて申請することで休学が可能ですが、連続して2年を超えることはできません。また、通算して4年を

超えることもできません。春学期および秋学期休学は、0.5年として計算します。 

 

④休学に関する在学期間：下表のとおり。 

休学期間 在学期間 

年間 0年 

春学期 0.5年（秋学期在学分） 

秋学期 0.5年（春学期在学分） 

⑤4年次での休学：4年次生が春学期休学または秋学期休学をする場合、通算の在学年数が4年以上であり、かつ卒

業所要単位を修得済みである（または休学年度において修得済みとなる）場合、当該年度の卒業予定学期終了時

に、本人の意思にかかわらず卒業となります。 

 

⑥休学明けについて：休学期間から明ける際の手続きは不要です。 

 

⑦半期在学した場合の卒業および進級の扱いについて 

 

a 学位授与の要件である「4カ年以上在学し」「卒業所要単位を修得」(学則第49条1項)には、半期在学者の在学期

間（0.5年）およびこの期間に修得した単位の累積を含むものとする。 

 

b 卒業要件及び進級要件を充足している限り、半期在学者であっても当該年度の卒業及び翌年度の進級を認めるも

のとする。ただし、進級の場合は、学生は各年次で通算して1年以上在学し、所定の単位数を充たさなければな

らないものとする。なお進級時期は学年度始め（春学期入学生：4月、秋学期入学生：9月）に限る。 

 

c 本人の申請により春学期入学生の9月卒業および秋学期入学生の3月卒業を認めることができるものとする。この

場合、事前に「9月（3月）卒業申請書」を提出した申請者についてのみ卒業判定を行う。69ページの進級及び卒

業項目も参照すること。 

届出用紙：本学ウェブサイトからダウンロード 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/9_sotsugyo/ 

  

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/9_sotsugyo/
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【具体的適用例（春学期入学の場合）】 

・卒業の場合（いずれも判定時に卒業所要単位は充たしているものとする） 

(a) 3.5年での卒業は認められない（通算在学年数は必ず4.0以上であること） 

1年次 2年次 3年次 4年次    

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 在学年数＝3.5年 

            休学   卒業保留  

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5   0.5    

(b) 4.0年以上の在学年数であれば、半期休学があっても卒業を認める（ただし、2回目の4年次は授業料減免の条

件を満たさない） 

1年次 2年次 3年次 4年次 4年次（卒保）  

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 在学年数＝4.0年 

            休学   休学   卒業可 

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5   0.5   0.5 3月卒業（自動的に卒業） 

      休学    休学  

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5  0.5 0.5   

(c) 3.5年の在学年数で卒業保留となり、5年目に「9月卒業申請」のある場合（ただし、2回目の4年次は授業料減

免の条件を満たさない） 

1年次 2年次 3年次 4年次 4年次（卒保）  

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 在学年数＝4.0年 

            休学       卒業可 

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5   0.5 0.5   9月卒業（申請による） 

(d) 4.0年の在学年数で3 → 4年に進級し、5年目に「9月卒業申請」のある場合（ただし、4年次留級者でないた

め、授業料減免の条件を満たさない） 

1年次 

２年次 

2年次 3年次 3年次（留級） 4年次  

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 在学年数＝4.5年 

                   卒業可 

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5  0.5 0.5 0.5   9月卒業（申請による） 

            

・進級の場合（いずれも4月1日の時点で進級に必要な科目・単位数は充たしているものとする） 

(a) 累積で進級に必要な在学年数を充たしていれば進級は可 

1年次 1年次（留級）        

春学期 秋学期 春学期 秋学期 在学年数＝1.0年     

  休学 休学   1年次から2年次への進級可（自動的に進級） 

0.5     0.5        

(b) 累積で進級に必要な在学年数を充たしていても、進級は学年度始めに限る 

1年次 1年次（留級）        

春学期 秋学期 春学期 秋学期 在学年数＝1.5年     

  休学     2年目の春学期末に進級要件を充たしていても  

0.5   0.5 0.5 1年次から２年次への進級は学年度始めに可（自動的に進級） 
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（２）退学 

届出用紙：本学ウェブサイトからダウンロード 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/taigaku/gakubu/ 

手続き：所属学部窓口 

 

病気その他の事情により退学を希望する学生は、所定の手続きを経て許可を受けなければなりません。奨学金を

受けている場合は、学生センター厚生課にも必ず報告してください。修学支援制度の対象となっている場合は、学

部窓口の担当者に申し出るとともに、学生センター厚生課に連絡してください。 

 

① 退学願には必ず学生証を添付してください。 

② 学費の納入状況と退学許可日との関係は下表のとおりです。 

 

当該年度の学費納入 退学日として可能な日 退学願提出期間 当該年度の成績について 

関係なく 前年度の3月31日付 5月31日まで すべて認定されません 

春学期分納入済 

4月1日～9月14日付 9月15日まで すべて認定されません 

9月15日付 10月31日まで 
春学期科目の成績のみ認定 

されます 

秋学期分納入済 
9月16日～3月30日付 

3月下旬まで 

（詳細は窓口にお問い合わ

せください） 

春学期科目の成績のみ認定 

されます 

3月31日付 すべての成績が認定されます 

※一旦納入した学費その他は返還しません。ただし、当年度の学費を納入済みで、上記の退学願提出期限内に秋学

期末退学（前年度の3月31日付）及び春学期末退学（9月15日付）を願い出た場合には、各々の退学確定日翌日以降

の納入済み学費（授業料・実験実習料・教育充実費及び諸会費）を返還します。 

※春学期に在学し、秋学期に退学になった場合の在学期間は0.5年です。 

※退学願届け出期限日の学部窓口取扱いがない場合は、その前日が期限となります。窓口取扱い時間については、

本冊子の学部項目、Web掲示板、ウェブサイトなどで確認してください。 

 

（３）除籍 

下記の事項に1つでも該当した場合は除籍されます。 

①授業料等を所定の期日までに納入しない者。 

②学則第13条の在学年限を超えた者。 

③学則第36条の休学期間を超えた者。 

④新入生で指定された期限までに履修届を提出しない等、本大学において修学する意志がないと認められる者。 

 

（４）復学・復籍 

届出用紙：本学ウェブサイトからダウンロード 

復学： https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/taigaku/gakubu/ 

復籍： https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/joseki/gakubu/ 

手続き：所属学部窓口 

 

 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/taigaku/gakubu/
https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/taigaku/gakubu/
https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/joseki/gakubu/
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退学願の提出により退学した学生が復学を希望する場合、もしくは除籍となった学生が復籍を希望する場合は、

復学願または復籍願を提出し、教授会の許可を得なくてはなりません。（休学者が、休学期間から明ける際の手続

きは不要です。） 

 

①復学・復籍時期：春学期または秋学期の初め 

②費用：復学・復籍を許可されたときは、再入学金と復学・復籍する当該年度の学費（春学期または秋学期分）を

納入。 

※期限までに学費の納入が無い場合は、復学・復籍許可を取り消します。 

 

 

学費 

（１）学費納入 

  各学年とも学費は下記期限までに納入してください。なお、一旦納入した学費その他は一切返還しません。 

 

春学期入学者学費納入区分 学費振込依頼書送付時期 学費納入期限 

春学期（1期） 4月 4月30日 

秋学期（2期） 
4月 

（新入生のみ6月中旬～下旬） 
9月30日 

 

秋学期入学者学費納入区分 学費振込依頼書送付時期 学費納入期限 

秋学期（1期） 9月 9月30日 

春学期（2期） 4月 4月30日 

 

（２）留級者（休学者を含む） 

 進級できなかった学生の授業料、実験実習料および教育充実費については、該当学生の入学年度に定められたも

のを適用します。 

 ただし、諸会費については、当該年次の額として定められたものを適用します。 

 

（３）４年次留級者 

 第4年次終了までに卒業所要単位を修得できなかった学生の授業料、実験実習料および教育充実費については、

該当学生の入学年度に定められたものを適用します。 

 ただし、「4年次1年間分の在学」および「4年次分の通常学費を完納」の条件を満たしている場合、未修得単位24

単位以下の学生の授業料に限り、該当学生の入学年度に定められたものの半額とします。半額が適用される場合、

履修登録できる単位数の上限が制限される場合がありますのでご注意ください。詳しくは所属の学部窓口に問い合

わせてください。休学者・途中離籍者・3年次までに留級した学生などは、これに該当しない場合がありますので

所属の窓口に問い合わせをしてください。 

 諸会費については、当該年次の額として定められたものを適用します。 

 

（４）復学者、復籍者 

 退学して復学した学生、除籍されて復籍した学生の授業料、実験実習料、および教育充実費については、当該年

次の通常進級者の入学年度に定められたものを適用します。ただし、再入学金については、10万円を納入してくだ

さい。また、諸会費については、当該年次の額として定められたものを適用します。 

 

（５）転部者 

 転部の場合は転部先の学費が適用されます。 
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（６）編入学者、通教からの転籍者 

 他大学からの編入学者、通教からの転籍者の授業料、実験実習料および教育充実費については、当該年次の通常

進級者の入学年度に定められたものを適用します。ただし、入学金については、当該年度の定められた金額を納入

してください。また、諸会費については、当該年次の額として定められたものを適用します。 

 

（７）学費の延納制度について 

届出用紙：本学ウェブサイトからダウンロード 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/gakuhi/#a04 

手続き：所属学部窓口・学生センター市ヶ谷学生生活課 

 

経済的事由等のやむを得ない事情で、学則の納入期限までに学費の納入が困難な方を支援する制度です。事前に

申請することで学費納入期限を所定の期日まで延期できます。学費の延納を希望する場合は、各期の延納受付期間

内に「学費延納申請書」を提出してください。 

 

期 延納期限 延納申請受付期間    学則上の納入期限 

春学期 6月30日 4月1日～ 5月末日まで 4月30日 

秋学期 11月30日 9月1日～10月末日まで 9月30日 

 

※学費延納申請書期限日の学部窓口取扱いがない場合は、その前日が期限となります。窓口取扱い時間については、

本冊子の学部項目、Web掲示板、ウェブサイトなどで確認してください。 

※延納期限までに学費が納入されなかった場合は、所属学部から学生およびその保証人へ除籍通知が発送されます

ので予めご承知おきください。 

 

住所等変更 

（１）住所・電話番号・通学区間変更届 

当面の間、本学ウェブサイトからダウンロードした届け出用紙を電子メールまたは郵送で提出することで受け付

けています。 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/32888/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54 

手続き・届出用紙の交付：学生センター市ヶ谷学生生活課 

 

本人および保証人の住所・電話番号（携帯電話含む）が正確に届けられていない場合、大学からの重要な諸連絡

ができなくなり、自身に不利益な事態が生じることがありますので十分留意してください。 

 

（２）保証人変更届 

手続き・届出用紙の交付：学生センター市ヶ谷学生生活課 

 

保証人の変更を余儀なくされた場合には、あらためて保証人を選定し、学生センターへ届け出てください。 

 

改姓・改名 

手続き・届出用紙の交付：所属学部窓口 

 

届け出の際は、所定事項記入のうえ「住民票」を添付してください。 

 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/gakuhi/#a04
https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/gakuhi/#a04
https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/shinsei/32888/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54
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よくある質問（学籍） 

問い合わせの多い事例 回 答 

学籍   

学生証の磁気がすぐに破損してしまうから、再発行してほ

しい。 

まずは、68ページを参照し、保管方法に注意してください。 

それでも、磁気がすぐに破損してしまう場合は所属学部の窓口に

申し出てください。有償で再発行します。 

学生証の裏面シールが送られてこない。 

4月に学費振込用紙とともに保証人宛に郵送しています。保証人

に確認をしてください。もしも紛失した場合は、有償で再発行し

ます。 

４年生の春学期で卒業所要単位を修得済だが、春学期の成

績通知書には、「卒業見込」と記載されている。この状態

で卒業は可能なのか確認したい。 

大学を卒業するには、4年以上大学に在学する必要がありますの

で、現時点では「卒業見込」となります。 

卒業所要単位を満たしているかという確認は「成績通知書」を持

参し、学部窓口で相談してください。 

進級・卒業に必要な単位を修得していれば、休学しても大

丈夫だと思っていた。 

進級・卒業には必要単位の要件もありますが、在学年数の要件も

ありますので、進級・卒業要件を必ず確認してください。 

休学願を２年分提出したい。 

一度に2年分の休学願を提出することも可能です。その場合は、

休学する年度ごとに休学願を用意し、学部窓口に提出してくださ

い。 

万一、休学願を取り下げる場合は、お早めに学部窓口に申し出て

ください。 
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◆キャンパス・サポート 

ポータルサイト（Hoppii） 

 

 法政ポータルサイト（Hoppii）https://hoppii.hosei.ac.jp/portal 

                                                                 

大学には履修や成績、シラバスなど学生が利用する様々なシステムやサイトがあります。それら全てのリンク先

をひとまとめにしたポータルサイトが「Hoppii（Hosei portal to pick up information）」です。Hoppiiを通じて各

種システム・サイトへアクセスできます。 

 

各種システム（一部） 

・学習支援システム 

・Web掲示板 

・情報システム（履修・成績） 

・オンデマンドシステム 

・Webシラバス 

・HONDANA（デジタルブック） 

 

 

 

 

使い方の詳細については、学習支援ハンドブックをご確認ください。    

（https://www.hoseikyoiku.jp/fd/handbook）             

                                       

                                       

キャリアデザイン学部からの情報発信 

 法政ポータルサイト(Hoppii)内の学部Web掲示板・市ヶ谷リベラルアーツセンター(ILAC)掲示板 

 キャリアデザイン学部 Webページ  

法政大学（www.hosei.ac.jp）＞在学生の方へ＞学部・大学院からのお知らせ「キャリアデザイン学部」 

 キャリアデザイン学部Twitter 

  アカウント ＠hosei_cd 

 

キャリアデザイン学部では以下３つの方法で学部からの情報を発信しています。 

 

１ 法政ポータルサイト（Hoppii）（学部Web掲示板、学習支援システム） 

大学では、日常の学生への連絡は特別な場合を除き法政ポータルサイト（Hoppii）内のWeb掲示板に掲載していま

す。高校のように担任教員が直接伝達するような制度はありません。休講、授業時間や教室の変更、試験の日時、

その他必要な事項の情報へはすべてHoppiiからアクセスできます。見忘れ、見落としによる不利益が生じないよう、

毎日必ず確認する習慣を身につけておくことが重要です。 

 授業・試験等に関する諸連絡について学部専門科目は学部Web掲示板、ILAC科目については市ヶ谷リベラルア

ーツセンター（ILAC）掲示板で行います。 

 各授業ごとのお知らせや休講連絡は学習支援システムに表示されます。 

 学部Web掲示板や学習支援システムへはHoppiiよりアクセスしてください。 

 

 

法政ポータルサイト

 URL：https://hoppii.hosei.ac.jp 

https://hoppii.hosei.ac.jp/portal
https://www.hoseikyoiku.jp/fd/handbook
https://hoppii.hosei.ac.jp/
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２ キャリアデザイン学部 Webページ 

キャリアデザイン学部Webページでは学部主催のイベント案内や学生の学びやゼミ活動の紹介、各種申請書など

を掲載します。また夏季・冬季休業中など登校する機会が少ない場合は学事日程などを掲載することもありますの

で、定期的に確認するようにしてください。 

【アクセス方法】 

 法政大学（www.hosei.ac.jp）＞在学生の方へ＞学部・大学院からのお知らせ「キャリアデザイン学部」 

 

３ Twitter （アカウント：@hosei_cd） 

学部公式アカウントです。上記２つの情報を補うためのものです。原則としてTwitterのみに情報を掲載することは

ありません。 

 

★情報発信の位置づけ 

重要度 情報発信方法 確認頻度 

高  法政ポータルサイト（Hoppii） 

Hoppii内の学部web掲示板 

Hoppii内の学習支援システム 

必ずチェック 

キャリアデザイン学部 Webページ 定期的にチェック 

Twitter フォロー推奨 

 

学習支援システム 

本学では、授業を補助するツールとして「学習支援システム」を導入しています。教材の配布、レポートや小テ

ストの実施、授業に関するお知らせ等をおこなうシステムです。 

また、各授業の授業内掲示板で教員へ連絡できます。 

 

情報システム 

大学履修科目の登録や成績確認などをおこなうシステムです。 

 

法政大学 Gmail 

教員や事務から大切なお知らせが届くことがありますので、普段から大学付与のメールアドレスに届く情報を確

認するようにしてください。 

Gmailアプリでも利用可能です。また、別のアドレス宛の自動転送も可能です。 

※メールアドレスは大学から付与しています（～@stu.hosei.ac.jp）。 

 

・法政大学Gmailログイン ： http://gmail.hosei.ac.jp/ 

・Gmailに関するよくある質問 ： https://netsys.hosei.ac.jp/faq/faq-gmail.html 

 

 

 

 

  

http://gmail.hosei.ac.jp/
https://netsys.hosei.ac.jp/faq/faq-gmail.html
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窓口の名称・場所・取扱事項（市ヶ谷キャンパス） 

キャリアデザイン学部担当の窓口取扱い時間（授業期間および定期試験期間） 

月～金曜日 9：00～11：30，12：30～17：00                         

土曜日 9：00～12：00 

  ※授業期間外は、窓口開設時間が異なる場合があります。詳細は、Hoppii内のWeb掲示板または大学ホームペ

ージで確認してください。 

 

【緊急時の連絡先】キャリアデザイン学部担当 

   電 話 ０３－３２６４－９３４１ 

   E-mail  jcareer@ml.hosei.ac.jp 

  ※緊急時以外は電話・E-mailによる問合わせには応じられません。窓口にてお問合せください。 

 

 

キャリアアドバイザーとは 

 キャリアデザイン学部では、「キャリアアドバイザー」という専門職を置いて、学部独自のキャリア支援を行っ

ています。キャリアアドバイザーは、キャリアアドバイザールームに常駐しており、皆さんの学生生活やキャリア

を支援するために、さまざまな活動をしています。 

 

１．キャリアアドバイザーの活動内容 

１）授業の支援 

キャリアサポート事前指導・実習、キャリア体験事前指導・実習（A・Bコース,Cコース,国際）など 

 

２）イベント等の企画・運営 

新入生対象の履修相談会、体験型授業に関する説明会、就職活動準備のためのワークショップ など 

 

３）相談 

 履修・学習に関すること、進路に関すること、その他大学生活に関すること など 

  

☆キャリアアドバイザールーム ：富士見坂校舎３階、F310教室の隣 

お気軽にお立ち寄りください。 

   ※開室時間は、原則、平日10:00-18:00です。 

変更になる場合もありますので、詳しくはWeb掲示板をご覧ください。 

   ※プライバシーが保たれた場所で、相談することも可能です。下記３．をご参照ください。 

 

２．キャリアアドバイザーへ相談できること 

例えば、下記などがあります。「こんなこと聞いてもいいかな？」と迷ったときも遠慮せず、ぜひ気軽に 声を

かけてください。 

   

１）履修、学習に関すること 

・ 時間割をどう組んでいこうか迷っている 

・ ゼミや領域をどう選んだら良いかわからない 

・ 勉強の進め方などで心配事がある 
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２）進路に関すること 

・ この学部で何を身につけたいか考えたい 

・ 将来の職業について考えたい 

・ 将来就きたい職業があるが、今、具体的にどんなことをしたら良いかわからない 

・ 資格を取りたいので、相談にのってほしい 

 

３）その他大学生活に関すること 

・ 何かを始めようと思うが、具体的に何をしたら良いのかわからない 

・ 挑戦したいことがあるが、どのような準備が必要なのか知りたい 

・ 留学制度やどのような準備が必要か知りたい 

・ 人間関係について悩んでいる 

 

 

３．相談するには 

  プライバシーの保たれたキャリア相談ルーム（ボアソナードタワー１２階）での相談を希望する場合は、 下

記要領で事前に予約をお願いします。 

 

  １）予約方法 

  cdadv@hosei.ac.jp宛にメールでご連絡ください。 

※必ず本学が付与している〇〇〇@stu.hosei.ac.jp からメールをしてください。 

 

２）予約メールの記載内容 

件名：相談希望 

本文：①学生証番号・学年・氏名 

②実施方法：対面 または Zoom どちらかを明記   

③相談したい内容 ：簡単に書いてください。 

 

   

キャリアデザイン学部キャリアアップ奨励金 

 キャリアデザイン学部キャリアアップ奨励金制度は、学生自らがチャレンジする学習活動のうち、本学部の教育

目的に合致し、特に意義があると認められる活動を支援するために設けられた制度です。制度の趣旨をよく理解し

たうえで、学生のみなさんが積極的に活用することを期待します。 

１．奨励金の種類 

  本奨励金は次の区分により給付します。 

 (1) 受講料等の補助 

   学生が、本学部の教育目的に合致し、特に意義があると判断される教育・研修機関等の講座・コース・プロ

グラム等を修了した場合に、その受講料等の全部または一部を補助します。 

 (2) 受験料等の補助 

   学生が、本学部の教育目的に合致し、特に意義があると判断される資格を取得した場合に、その受験料等の

全部または一部を補助します。 

２．給付対象講座・資格等 

  本奨励金の給付対象となる講座・資格等は別に指定（掲示）します。出願にあたってはよく確認してください。 

  なお、奨励金に応募できる講座・資格等は、入学後に受講開始もしくは資格取得したものに限ります。 

３．出願資格 

  キャリアデザイン学部在学生（ただし、休学中の者、当該年度に留級している者は除きます。） 

４．出願手続 

  募集要項を参照してください。 
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各種証明書の発行 

（１）和文（日本語）証明書     

証明書の種類と名称 
発行 

手数料 
申請方法 

発行までの日数

（目安） 
備考 

在学証明書 

200円 

証明書自動発行機 即日 

 

 

 

厳封の必要がある

場合は 

発行後、学部 

窓口に持参 

すること。 

 

 

 

成績証明書 

卒業見込証明書 

（最終学年のみ） 

成績・卒業見込証明書 

（最終学年のみ） 

卒業証明書予約票 

成績・卒業証明書予約票 

（卒業予定者のみ） 

履修登録科目証明書 

単位修得見込証明書（資格用） 

所属学部窓口 

1週間程度 
厳封の必要が 

ある場合は 

窓口で申請時 

に申し出ること。 

単位修得証明書（資格用） 

教育職員免許状取得見込証明書 

学力に関する証明書（教職用） 

人物に関する証明書（教職用） 
窓口にお問い合

わせください 

健康診断証明書（最終学年） 証明書自動発行機 即日 
健康診断を 

受診した学生 

のみ発行（注） 健康診断証明書（最終学年以外） 診療所窓口 

診療所窓口に 

お問い合わせ 

ください 

調査書（大学院進学用） 600円 所属学部窓口 
窓口にお問い合

わせください 

志願先の指定書式

をご用意ください 

学校学生生徒旅客運賃割引証 

（学割証） 無料 
証明書自動発行機 

即日 
 

通学証明書（バス） 学生センター 必要な場合のみ 

（注）大学での健康診断（年度初めに実施）は必ず受診してください。受診していないと体育実技の登録、奨学金

の申請、就職活動などで必要な健康診断書が発行できません。 
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（２）英文証明書  

証明書の種類と名称 
発行 

手数料 
申請方法 

発行までの

日数（目安） 
備考 

＜英文＞在学証明書 

200円 証明書自動発行機 即日 

厳封の必要がある場合

は発行後、学部窓口に持

参すること。 

＜英文＞成績証明書 

＜英文＞卒業見込証明書 

（最終学年のみ） 

＜英文＞成績・卒業見込証明書

（最終学年のみ） 

※ここに取り上げたものは、現在在学中の皆さんが取得できる証明書の種類とその申請方法です。卒業等で大学を

離れてからの請求はこれとは異なりますので、法政大学ウェブサイトを参照してください。 

※証明書自動発行機、各窓口の対応時間は季節により異なりますので、事前にウェブサイトで確認してください。 

※卒業時における卒業証明書、成績・卒業証明書の申請は、卒業式当日の窓口の混乱を避けるためこれとは異なり

ます。詳細は掲示等でお知らせしますので、見落としのないように留意してください。 

※窓口に申請する証明書の発行日数はあくまで目安です。申請時（または申請前）に必ず所要日数を確認してくだ

さい。証明書の種類および申請時期により、申請から発行まで1週間以上要する場合もありますので、余裕をもっ

て申し込んでください。 

※証明書の作成にあたり、指定の用紙がある場合は持参してください。特に指定がない場合は、大学の様式で作成

します。どちらの場合も料金は同一です。 
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◆緊急時対応 

大規模地震の発生が予想されるとき 

東海地方を中心とする大規模な地震の発生が予想されるときに、気象庁所管の「地震防災対策強化地域判定会」

が召集され、状況によって「警戒宣言」が発令されます。 

 本学では、大規模地震の発生が予知されるときには、前記「判定会」が召集された段階で、次のような措置をと

ることにしているので、心得ておいてください。 

 

（１）「地震防災対策強化地域判定会」が召集されたことを確認できた時点で（テレビ、ラジオ等によって）休講と

します。したがって次のように行動してください。 

a 在宅中のときは、そこにとどまってください。 

b 通学途中、または帰宅途中のときは、直ちに帰宅してください。 

c 在校中のときは、大学からの連絡、指示により直ちに帰宅してください。 

 

（２）警戒宣言が解除されたとき、または判定会が解散されたときは、休講を解いて平常授業を行います。授業再

開については、後述する交通機関のストライキの場合に準じます。 

 

※以上の措置は、地震発生の際の被害を極力減らすためのものですので、学生の皆さんのご協力をお願いします。 

 

大規模地震（震度５以上）が発生したとき 

本学は震度５弱以上の地震が発生した場合、授業およびすべての業務・イベントを中止します。 

 

（１）構内にいる場合には、教職員の指示に従ってください。 

 

（２）大学からの情報は、すべて大学公式ウェブサイト（http://www.hosei.ac.jp）に掲載されます。その指示に従

い、大学への安否等の連絡を適宜行ってください。 

 

（３）お知らせ配信 

情報システムで「メール配信設定」を行い、スマートフォン等で大学からのお知らせを受信できるようにしておき

ましょう。 

 

（４）Twitter（＠hosei_pr）の活用 

必要に応じ、活用してください。 

 

（５）大地震対応マニュアル 

全学生に配布しています。必要な方は所属する学部窓口でお受け取りください。 

 

交通機関のストライキによる休講措置について 

大学からの最新情報は、すべて大学公式ウェブサイト（http://www.hosei.ac.jp）もしくは法政大学広報課

Twitter(@hosei_pr)に掲載されます。 

＜市ヶ谷地区＞ 

ＪＲのストライキにより電車が運行されないときは、原則として下記により授業を休講します。 

（１）午前6時までにストライキが解除されないとき、1・2時限の授業を休講 

します。 

http://www.hosei.ac.jp/
http://www.hosei.ac.jp/
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（２）午前10時までにストライキが解除されないとき、1～5時限の授業を休講 

します。 

（３）正午までにストライキが解除されないとき、すべての授業を休講します。 

 

台風など自然災害の際の休講措置について 

法政大学では授業実施期間中に、台風や大雪等により公共交通機関に大きな乱れが生じることが予想される場合、

あるいは学生の通学に危険が生じると判断した場合は、以下の通り授業を休講することがあります。 

 

（１）天候悪化等により首都圏の公共交通機関に大きな乱れが生じることが予想される場合、あるいは暴風警報の

発令等により通学に危険が生じると考えられる場合、大学は当日の授業の実施について協議し、その結果を以下の

通り周知します。 

a  1・2時限の授業について、当日6:00までに「法政大学広報課公式ツイッター」に休講措置の有無を掲載します。 

b  3～5時限の授業について、当日10:00までに「法政大学広報課公式ツイッター」休講措置の有無を掲載します。 

c  6・7時限の授業について、当日15:00までに「法政大学広報課公式ツイッター」に休講措置の有無を掲載します。 

  

（２）事前に台風上陸等により公共交通機関の大きな乱れが生じることが予想される場合は、前日17:00までに上

記周知の方法を「法政大学広報課公式ツイッター」に掲載し、学生・教職員に周知をします。  

 

（３）上記によらず、前日において翌日の授業実施に大きな影響があると判断される場合は、前日17:00までに翌

日の授業休講を決定し、「法政大学広報課公式ツイッター」に掲載することがあります。 

 

（４）上記の内容は必要に応じて大学公式ホームページにも掲載いたします。 
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◆その他 

学部発行冊子について 

キャリアデザイン学部では、毎年１回「キャリアデザイン学部紀要」を刊行しています。また、法政大学キャリ

アデザイン学会では、毎年２回「生涯学習とキャリアデザイン」を刊行しています。いずれも、キャリアデザイン

学部教員を中心とした研究者の研究成果が発表されており、本学部の学問を学ぶうえで大いに役立つものと思いま

す。同誌については、大内山校舎1階自動販売機前カウンター（自動証明書発行機後方カウンター）で配布してい

ますので、ぜひ入手して、講義や演習の勉強に際して利用してください。また、法政大学キャリアデザイン学会の

ウェブサイトからも閲覧可能です。 

【法政大学キャリアデザイン学会ウェブサイト】http://cdgakkai.ws.hosei.ac.jp/wp/ 

 

実習費の使途について 

  キャリアデザイン学部で毎年徴収する「実習費」は、キャリアデザイン学部の次のような実習系授業およびそ

の他の授業の実習的費用（消耗品、備品等を含む）として使います。 

（1） 新入生オリエンテーションにかかわる費用、資料作成費等 

（2） 基礎ゼミ、基礎演習にかかわる調査実習、資料作成等 

（3） キャリア体験学習、映像実習等の実習系授業にかかわる費用 

（4） 演習、講義にかかわる実習的費用 

（5） 学生用貸出ＰＣ等 

 

転籍・転部・転科試験について 

（１）転籍・転部・転科とは 

①転籍 学部の異同を問わず、通信教育課程の学生が通学課程へ 

 又は、通学課程の学生が通信教育課程へ移ること。 

②転部 学生が他の学部へ移ること。 

③転科 学生が現在在籍している同学部内の他の学科へ移ること。 

  

（２）出願方法 

①募集対象学年等の試験の詳細についてはウェブサイト（下記）に掲載の｢転籍、転部、転科試験要項｣にて確認

してください（転籍・転部・転科の出願に必要な書式は学部窓口で9月から配布を開始します。編入学試験のも

のとは異なります）。受験した入学試験によって、転部・転科ができないなどの制限があります。詳細は試験要

項で確認してください。 

 

ウェブサイト： http://nyushi.hosei.ac.jp/nyushi/hennyu 

 

（３）通信教育部への転籍について 

期日までに出願し専攻の後許可を受ければ、本学を離籍することなく通信教育課程に転籍することが出来ます。 

通信教育課程の各学部には、毎年度、通学課程より約20名程度が転籍しています。 

 

  転籍の条件、転籍先の学部学科等については、「転籍要項」を参照してください。 

 

12月中旬から翌年10月中旬まで、通信教育部窓口(大内山校舎3階)で入学案内冊子および出願に必要な書類一

式を同封した「転籍要項」を配布します。多摩・小金井キャンパス所属学部の転籍希望者は学部窓口でも「転籍

要項」を入手することができます。「転籍要項」は無料です。 

 

http://cdgakkai.ws.hosei.ac.jp/wp/
http://nyushi.hosei.ac.jp/nyushi/hennyu
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参考：通信教育部ウェブサイト 

・通信教育部について 

   https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/outline/ 

  ・通信教育部の学部・学科・教職課程 

   https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/faculty/ 

  ・通信教育部の学習方法 

   https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/system/ 

・学習環境・サポート制度 

   https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/support/ 

  ・法政大学通信教育部 Facebook 

   https://www.facebook.com/hosei.correspondence 

  ・法政大学通信教育部 Twitter 

   https://twitter.com/hosei_correspo 

 

お問い合わせ先 

通信教育部窓口(市ヶ谷キャンパス 大内山校舎3階) 

平日9:00－17:00 土日祝日閉室 

TEL 03-3264-6370 

通信教育部ウェブサイト https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/ 

 

継続学士入学試験について 

（１）継続学士とは 

 当該年度3月に本学を卒業する者が、引き続き次年度4月から、本学の他学部もしくは他学科に継続して入学する

こと。 

（２）出願方法 

 当該年度3月に卒業見込みの場合に志願することができます。試験日は12月です。詳細については要項で確認し

てください。 

 継続学士入学試験の出願に必要な書式は各所属の窓口で9月から配布を開始します（編入学試験のものとは異な

るので注意してください）。 

 

大学院進学について 

（１）法政大学大学院（市ケ谷・多摩・小金井キャンパス） 

受験希望者は各研究科の事務担当に詳細を問い合わせてください。 

なお、入試概要・入試要項はウェブサイトからも参照できます。 

 ・法政大学大学院ウェブサイト http://www.hosei.ac.jp/gs/ 

・各研究科担当の問い合わせ先 

https://www.hosei.ac.jp/gs/toiawase/ 

（２）法政大学専門職大学院 

受験希望者は各専門職大学院に詳細を問い合わせてください。 

なお、入試概要・入試要項はウェブサイトからも参照できます。 

・法務研究科 http://hosei-law.cc-town.net/ 

・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科 http://www.im.i.hosei.ac.jp/ 

（３）他大学の大学院受験の場合 

各自で志望する大学へ問い合わせて出願してください。 

  

https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/outline/
https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/outline/
https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/faculty/
https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/faculty/
https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/system/
https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/support/
https://www.facebook.com/hosei.correspondence
https://twitter.com/hosei_correspo
https://www.tsukyo.hosei.ac.jp/
http://www.hosei.ac.jp/gs/
https://www.hosei.ac.jp/gs/toiawase/
http://hosei-law.cc-town.net/
http://www.im.i.hosei.ac.jp/
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◆参考資料 

学則 

大学ウェブサイト「学則」をご確認ください。 

URL： https://www.hosei.ac.jp/hosei/disclosure/acquire/gakusoku/ 

 

法政大学憲章 

大学進学者の七割強を教育する日本の私立大学は、社会における重要な責任を担ってきた。 

大きな変化と流動化の時代を迎え、政府や社会は私立大学に対し、教育の内容と質についてさまざまな要請をす

る時代となった。 

 

このような状況のなか、外部からの要請をただ退けることも、またそれにとらわれることもなく、また内部にお

ける矛盾から目をそむけることもなく、法政大学がその原点と方向性を見失わず、大学に集う全ての人々とともに、

教育と研究の理想を創造的に追求し、社会的責任を果たしていくために、ここに法政大学憲章を制定することとし

た。 

 

詳細および全文は大学ウェブサイト「大学憲章・理念等」をご確認ください。 

URL： https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/kensyo/ 

 

法政大学ダイバーシティ宣言 

大学の直面する課題はより複雑化し、HOSEI2030の実現は、グローバル化、リカレント化といった社会環境の変

化のもとで進められています。その困難な時代を長期的視野に立って生き抜くために、大学は多様性と柔軟性を有

し、創造的で革新的な場となる必要があります。法政大学がこれまで以上に積極的に環境整備を進め、より多様な

学生・教職員を受け入れ、それぞれの個性的な成長と活躍の機会を保障できるよう、ここに、ダイバーシティ推進

を宣言します。 

 

詳細および全文は大学ウェブサイト「ダイバーシティ宣言」をご確認ください。 

URL： https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/diversity/ 

 

校舎案内図・施設一覧 

外濠公園の緑と靖国神社の杜に囲まれて、ひときわ高くそびえる「ボアソナード・タワー」は周辺エリアのラン

ドマーク的存在。全面ガラスのモダンな外濠校舎、2016年夏に大きなフレームが特長的な富士見ゲート、そして、

2019年春には、55・58年館のデザインを継承した大内山校舎が誕生し、新世代の都市型キャンパスへと生まれ変

わりました。 

 

校舎・施設については大学ウェブサイト「市ヶ谷キャンパス」をご確認ください。 

URL： https://www.hosei.ac.jp/ichigaya/gaiyo/ 

 

https://www.hosei.ac.jp/hosei/disclosure/acquire/gakusoku/
https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/kensyo/
https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/diversity/
https://www.hosei.ac.jp/ichigaya/gaiyo/
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